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 本報告書は、平成18年度から22年度及び平成24年度までに実施した円覚寺跡の遺構

確認調査の成果をまとめたものです。	
 

	
 昭和47（1972）年５月15日の本土復帰前から園比屋武御嶽石門（昭和32・1957年復

元）、守礼門（昭和33・1958年復元）といった首里城周辺の整備事業は進められてき

ましたが、復帰後において実施された首里城並びに城郭等復元整備に伴って、より広

い範囲での首里城周辺整備は進められております。これにより、威容を誇った琉球王

国の王城とその周辺が在りし日の姿を蘇らせつつあり、沖縄の観光名所のひとつとし

て多くの観光客が訪れるようになりました。	
 

	
 首里城跡に隣接する円覚寺跡（1494年建立）は、昭和43（1968）年に総門並びに放

生池が整備され、復帰後には国史跡として指定されました。現在、円覚寺一帯は県営

公園の範囲に含まれ、国土交通省の国庫補助事業による復元整備が進められています。	
 

	
 復元整備に先立ち、平成９年度から13年度までの５か年間、文化庁の国庫補助事業

による遺構確認調査が実施されました。平成18年度からは、前回調査では未調査であ

った範囲について復元整備に係る遺構確認調査を毎年実施しています。今回の調査に

より、円覚寺を取り囲む石牆や参道と考えられる遺構などが検出できました。また、

出土品も多種に及び、寺院遺跡という性格を示すものの他、日用品などもみられます。	
 

	
 第二尚氏（1470年～1879年）の菩提寺であった円覚寺跡の発掘調査成果をまとめた

本報告書が、学術研究などの資料として活用されるとともに、文化財保護への理解を

深めることにもつながれば幸いです。	
 

	
 末筆になりましたが、事業の開始から丁寧な指導を頂きました文化庁並びに円覚寺

跡復元整備委員会（委員長：福島駿介）、また、現地調査においてご協力下さった一

般財団法人沖縄美ら島財団、発掘および資料整理の際にご指導、ご助言を賜りました

諸先生方並びに本事業を進めるにあたりご協力を賜りました関係各位に対し、心から

御礼申し上げます。	
 

	
 

	
 

平成26（2014）年3月	
 

	
 

沖縄県立埋蔵文化財センター	
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 長	
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巻頭図版１　航空写真



巻頭図版２　1945 年 4 月 2 日　米軍撮影 (CV20-103-63) の首里城周辺

　（沖縄県教育庁文化財課 史料編集班 所蔵）



巻頭図版３　遺構検出状況　上 ：右掖門地区　　下 ：南側石牆地区



巻頭図版４　出土遺物　上 ：南側石牆地区出土
　　　　　　　　　　　　　　　　下 ： ( 左 ) 漆製品 ・壺　( 中 ・ 右 ) 初期沖縄産無釉陶器 ・香炉、 壺



例	
 言	
 

	
 

１．本報告書は、平成18（2006）年度～平成22（2010）年度及び平成24（2012）年度に実施した円

覚寺跡の復元整備に伴う遺構確認調査の成果をまとめたものである。	
 

	
 

２．発掘調査は、沖縄県教育庁文化財課の指導の下、平成18～22、24年度に沖縄県立埋蔵文化財セ

ンターが実施した。資料整理作業については、平成24（2012）～平成25（2013）年度に沖縄県

立埋蔵文化財センターが実施した。両事業とも、文化庁の補助事業である。	
 

	
 

３．資料整理作業にあたり、調査体制の項で記した多くの方々に資料の同定・整理指導をいただい

た。記して謝意を表したい。	
 

	
 	
 	
 

４．本書に掲載した緯度、経度、平面直角座標は、すべて世界測地系に基づくものである。	
 

	
 

５．本書に掲載した地図は、国土地理院発行の1／25,000地形図を使用した。	
 

	
 

６．本報告書の編集は、調査体制の項で記した多くの方々の協力のもと金城貴子が行い、各章の執

筆は次のとおり行った。また、この中で外部執筆及び共著の原稿については、文頭に氏名及び

所属を記した。	
 

	
 	
 	
 金城貴子	
 	
 第１章、第２章第１節、第３章、第４章第１～２節・第３節14・15、第４節、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第６章	
 

	
 	
 	
 	
 山本正昭	
 	
 第２章第２節	
 

	
 	
 	
 井上奈々	
 	
 第４章第３節１、４～６、25～27	
 

	
 	
 	
 玉城	
 綾	
 	
 	
 第４章第３節２・３・７・８	
 

	
 	
 	
 宮里知恵	
 	
 第４章第３節９～13、16・17	
 

	
 	
 	
 山城	
 勝	
 	
 	
 第４章第３節18～24	
 

	
 	
 	
 本多貴之・湯浅健太・宮腰哲雄	
 第５章	
 

	
 

７．	
 本書に掲載した調査時の写真撮影は、各年度の調査担当者が行い、出土遺物の写真撮影は矢舟

章浩、伊佐えりなが行った。	
 

	
 

８.	
 発掘調査で得られた出土品、図面、写真等の記録は、すべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保

管している。	
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第１章	
 調査に至る経緯	
 

	
 

第１節	
 調査に至る経緯	
 

昭和47年（1972）年５月15日に国指定史跡となった円覚寺跡は、1492年から約３年の歳月を経て

建造された臨済宗の寺院である。その創建は、尚真王（第二尚氏王統第三代国王：1477〜1526年迄

即位）が父親である尚円王の御霊を祀るために建立したと伝えられ、第二尚氏の菩提寺でもあった。	
 

境内には数多くの建造物があり、その伽藍配置等をも含めた建物群の学術的な価値等から昭和８

（1933）年には国宝（建造物）に指定されていた。しかしながら、先の沖縄戦により境内を囲う石

牆の一部を残し、建物等は灰燼に帰し、国宝指定も解除となった。	
 

また、戦後の昭和25（1950）年には首里城内を中心とした一帯に旧琉球大学が設置され、円覚寺

跡内には教官宿舎が建設された。その後、教官宿舎が移築されると昭和40（1965）年には境内背後

の小高い丘陵を削平し、造成してグラウンドが建設された。	
 

	
 その後、戦災で破壊された文化財の復元整備を、終戦後に発足した琉球政府文化財保護委員会が

中心となり、昭和31（1956）年に園比屋武御嶽を嚆矢として開始された。円覚寺跡についても、昭

和42（1967）年に放生橋、昭和43（1968）年に総門、放生池、さらには放生橋から三門に上がる石

段等が整備された。そして昭和47（1972）年の本土復帰に伴い、国の史跡に指定され、昭和57（1982）

年には、琉球大学が首里城及びその周辺から西原町へ移転完了したことに伴い、円覚寺一帯は県営

公園に位置付けられ、首里城をはじめ、周辺の文化遺産の整備が進められていく。これらの復元事

業に並行して、円覚寺跡についても往時の姿を復元することを目的に、平成９（1997）年～平成13

（2001）年までの５か年間、国からの補助を受け、沖縄県教育庁文化課及び沖縄県立埋蔵文化財セ

ンターによる遺構確認調査が行われた。その調査成果を基に、翌年の平成14（2002）年度から10か

年計画で円覚寺跡保存修理工事が始まり、円覚寺跡の外周を囲う石牆の復元整備を実施している。

整備にあたっては、考古学、歴史学、土木、建築など各分野の専門家を構成員とする整備委員会を

組織し、当委員会にて整備のあり方について議論を重ね、整備方針を決めている。その方針に沿う

形で整備計画が進められている。平成18（2006）年度以降からは、整備対象となっており発掘調査

が必要な箇所において、遺構の復元整備に必要な情報を得る目的で発掘調査を行った。遺構確認調

査及び復元整備は現在も継続して行われている。	
 

	
 今回報告の対象となる調査は、平成18（2006）年度から平成22（2010）年度及び平成24（2012）

年度に沖縄県教育庁文化課指導の下、沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した調査成果をまとめた

ものである。	
 

	
 

第２節	
 調査体制	
 

	
 本報告書に係る発掘調査業務は、平成18（2006）年度から平成22（2010）年度及び平成24（2012）

年度に実施し、調査報告書作成に係る資料整理業務は、平成24（2012）年度から平成25（2013）年

度に実施した。その体制は次のとおりである（職名は当時のもの）。	
 

	
 

平成18（2006）年度（発掘調査）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 仲宗根用英	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 千木良芳範、課長補佐	
 島袋	
 洋	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物係	
 主幹兼係長	
 盛本勲、指導主事	
 金城	
 透	
 

	
 

事業総括・実施	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 所長	
 田場清志、副所長兼庶務課長	
 瑞慶覧康博	
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 庶務課	
 主i	
 城間ÏťÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査課	
 課長	
 ï本ƹĊ、主i	
 仲āXÞ	
 

	
 

	
 発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査課	
 主i	
 仲āXÞ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 大òĘÔ、ł門	
 Ö、ã城ĖÔ	
 

	
 

平成19（2007）年度（発掘調査）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 仲ŁØ和	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 千木良芳範、副�事	
 比²ĩÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 島袋	
 洋、専門員	
 į½	
 �	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 �事兼所長	
 名²政修、副所長兼庶務課長	
 瑞慶覧康博	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 庶務課	
 主査	
 î田ĕƷÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査課	
 課長	
 ï本ƹĊ、主i	
 仲āXÞ	
 

	
 

	
 発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査課	
 主i	
 仲āXÞ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 Ù次æI?Ô、石ôņĻ、ŧŪƷ和Ô、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 大òĘÔ、ô上ƍÔ、比²ǭ®、比²洋Ô、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ł門	
 Ö、ã城ĖÔ、ǃǹò�ťÔ	
 

	
 

平成20（2008）年度（発掘調査）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 仲ŁØ和	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 千木良芳範	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 島袋	
 洋、指導主事	
 ã里	
 ů	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 �事兼所長	
 名²政修	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総務Ż	
 Ż長	
 ²Ġǈ�、主査	
 î田ĕƷÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査Ż	
 Ż長	
 ï本ƹĊ、主i	
 仲āXÞ	
 

	
 

	
 発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査Ż	
 主i	
 仲āXÞ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 Ù次æI?Ô、大òĘÔ、ô上ƍÔ、Ňî盛ƹ、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ō¡�Ô、比²ǭ®、�¥志țÔ、ł門	
 Ö、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ã城ĖÔ、ÙŁ重保	
 

	
 

平成21（2009）年度（発掘調査）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 金武ő�ǻ	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 大城	
 ę	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 島袋	
 洋、指導主事	
 ã里	
 ů	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 �事兼所長	
 Źņ	
 Ɛ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総務Ż	
 Ż長	
 ²Ġǈ�、主i	
 Ł¥ƅƷÔ	
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 調査Ż	
 Ż長	
 金城\v、主i	
 î本ő昭	
 

	
 

発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査Ż	
 主i	
 î本ő昭	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 Ù里��、大òĘÔ、XĜǩŭÎ、¨ĜH@Ô	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ɨ辺里ĕ、Ź城�Ʒ、中ÅĿÔ、比²洋Ô、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ł門	
 Ö、ÙŁ重保、¥田	
 洋、ǃǹò�ťÔ	
 

	
 

平成22（2010）年度（発掘調査）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 金武ő�ǻ	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 大城	
 ę	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 島袋	
 洋、指導主事	
 ã里	
 ů	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 所長	
 Ø内ţ三	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総務Ż	
 Ż長	
 ²Ġǈ�、主査	
 本Ś	
 ĕ、主査	
 ĔşĽÔ、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 主事（臨i）Ź城ȓș	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査Ż	
 Ż長	
 金城\v、主i	
 į½	
 �、専門員	
 金城ǬÔ	
 

	
 

	
 発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査Ż	
 主i	
 į½	
 �、専門員	
 金城ǬÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 上śŦƅĴ、ŧñaÔ、大òĘÔ、比²洋Ô、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ō¡�Ô、ÙŁ重保、ǃ{良Î、ǃǹò�ťÔ	
 

	
 

平成24（2012）年度（発掘調査及び資料整理）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 大城	
 Ũ	
 

	
 

事	
 業	
 所	
 管	
 	
 沖縄県教育庁文化財課	
 課	
 長	
 長Â²一ǻ、副�事	
 島袋	
 洋	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 盛本	
 勲、主i	
 î本ő昭	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 所長	
 ñŰ文Ɵ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総務Ż	
 Ż長	
 ǊÂŠǺ、主査	
 西島康二、主査	
 ĔşĽÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査Ż	
 Ż長	
 	
 金城\v、専門員	
 金城ǬÔ	
 

	
 

発掘調査作業	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査Ż	
 専門員	
 金城ǬÔ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 文 化 財 調 査 ³ ǝ 員	
 jƞȒÔ、ã里ƕĕ	
 

	
 	
 発 掘 調 査 作 業 員	
 上śŦƅĴ、ŧñaÔ、大òĘÔ、Ɖ真	
 ­、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 比²洋Ô、ō¡�Ô、ÙŁ重保、ǃǹò�ťÔ	
 

	
 	
 調査��Ƽ	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 調査Ż	
 専門員（臨i）大城	
 œ、ã城ĵĕ	
 

	
 

資料整理作業	
 	
 資 料 整 理 ³ ǝ 員	
 島袋XƷÔ、ã良佐ćȖ	
 

	
 整理��Ƽ	
 	
 文 化 財 調 査 ³ ǝ 員	
 jƞȒÔ、`上Ï�、比²|Ô、ã里ƕĕ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 資 料 整 理 ³ ǝ 員	
 į½ǑÔ、į½�ť代、÷ô里ĕ、¯屋武ļÔ、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平良ǬÔ、Ź城実Ô、ǦXŁţÔ、�¥ƪÔ	
 

	
 

平成25（2013）年度（資料整理）	
 

事	
 業	
 主	
 体	
 	
 沖縄県教育委員会	
 教育長	
 ǥǖ里ĵ	
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 事 業 所 管	
 	
 沖縄県教育庁文化課	
 課	
 長	
 į½ĖƆ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記念物Ż	
 Ż長	
 盛本	
 勲、主i専門員	
 î本ő昭	
 

	
 

事業総括・実施	
 	
 沖縄県立埋蔵文化財センター	
 所長	
 下¼英ǲ、副�事	
 島袋	
 洋	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 総務Ż	
 Ż長	
 į½�Ć、主査	
 西島康二、主i	
 平良þũ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 調査Ż	
 Ż長	
 金城\v、主i	
 金城ǬÔ、専門員（臨i）î城	
 �	
 

	
 

	
 資料整理作業	
 	
 資 料 整 理 ³ ǝ 員	
 jȐÉÔ、÷ô里ĕ、¯屋武ļÔ、ã城�ń	
 

	
 	
 整理��Ƽ	
 	
 副�事	
 島袋	
 洋、調査Ż	
 Ż長	
 金城\v、主i専門員	
 仲āXÞ、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 主i	
 į½	
 �、主i専門員	
 űĞ­[、主i専門員	
 ƕ念Ȏ博、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 主i	
 大Áƌ平	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 文 化 財 調 査 ³ ǝ 員	
 ÍX瑞Ȗ、`上Ï�、Ź城	
 Ʊ、ã里ƕĕ	
 

	
 	
 資 料 整 理 ³ ǝ 員	
 į½ǑÔ、į½�ť代、�志/どり、平良ǬÔ、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ǦXŁţÔ、�¥ƪÔ、目島ƐƷ、î¡こ�え、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 î城ƷÏ、瑞慶覧尚Ʒ	
 

	
 

	
 資料整理指導・助Ǜ・��ŏȇ	
 

	
 池田ŋ史（琉球大学）	
 

	
 大橋康二（佐ǭ県立Zõȍƚ文化Ȕ）	
 

	
 x成多ǻ（ǹǕ÷立È屋Ŵ物博物Ȕ）	
 

	
 ȇ	
 ĵĕ（公ƍ財¶ŢbȚ�島県文化ģǄ財¶埋蔵文化財センター）	
 

	
 ȇ	
 一Y（Ț�島県Ò良÷教育委員会）	
 

	
 �理áĸ[（�城÷教育委員会）	
 

	
 �理áâÔ（�城÷教育委員会）	
 

	
 Ɖƒ±一（元沖縄県立博物ȔȔ長）	
 

	
 Ɲ島ȗd（琉球大学名Ǡ教Ĥ）	
 

	
 本多ǬY（ĵŠ大学理工学部）	
 

	
 ãǀ­ȏ（ĵŠ大学理工学部）	
 

	
 ã里őÔ（ŧŪ÷Ʒ術ȔȔ長）	
 

	
 Ů辺芳ǻ（Ț�島大学）	
 

	
 GKF・?ーM<:ňą会ƛ	
 

	
 Ļȉ会ƛ	
 C9=Eー	
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第２章	
 位置と環境	
 

	
 

第１節	
 地理的環境	
 

	
 円覚寺跡は、沖縄本島南部の那覇市首里当蔵２丁目１番地に所在する。那覇市街北東部の琉球石

灰岩から形成される首里台地に位置する。首里台地は北方に標高100～200ｍの末吉山から虎頭山、

弁ヶ嶽に至る丘陵を頂き、南方に金城川が流れる凹地、さらには識名丘陵、東方は南風原町との境

界を流れるナゲーラ川、西方は真嘉比川に囲まれ、他地域とは隔絶されている。このような自然の

障壁に囲まれた首里台地の最高部には首里城が築かれ、円覚寺跡はその北側に隣接する谷地に立地

している。円覚寺跡は首里にある寺院の中で最も首里城に隣接していることから、首里王府と政治

的、儀礼的な関わりが密接にあったことをうかがい知ることができる。	
 

	
 円覚寺跡のかつての様子は「首里古地図（1700年代初）」（第３図）に見て取ることができる。

円覚寺の東隣には「円覚寺松尾」と称する琉球松が植栽された小山があり、さらにその東側には「蓮

小堀（りんぐむい）」と称する池があった。南側に隣接する首里城との間には首里城歓会門と首里

赤田を結ぶ「城の下（ぐすくのしちゃ）」と称される石畳道があり、西側には円鑑池、北西側には

国学孔子廟が隣接していた。さらに円覚寺跡の北東一帯には廣徳寺、奥禅寺、天王寺といった寺院

が集中して設置されていることから、近世期の円覚寺北東側は寺町的な景観を呈していたと考えら

れる。近代に入ると、北側に沖縄師範学校、工業学校が設置されていたものの、旧状は比較的良好

に保っていたと考えられる。しかし、沖縄戦による破壊と戦後の琉球大学設置、そして周辺地域の

都市化によって蓮小堀は埋め立てられ、北東部の寺院は住宅街に変貌した。現在は、円鑑池及び東

側の龍潭を除き、旧状はほぼ留めていない。	
 

	
 

第２節	
 歴史的環境	
 

	
 円覚寺が立地する首里城城下の起源は定かではない。しかし首里城の過去における発掘調査から、

14世紀には基壇建物が存在し、首里城の東側（現首里杜館）には14世紀後半頃の集落が見られるこ

とから（沖縄県教育委員会2000）、14世紀段階には首里城とそれに伴う城下集落が出現していたこ

とが想定される。1429年の尚巴志による三山統一で初めて沖縄本島内に統一政権が樹立され、その

中心地を首里とした。しかし政権内部が脆弱であることによってわずか30年弱で金丸（後の尚円：

第二尚氏初代王）に政権は奪われてしまう。政権が安定するのは第二尚氏王統第三代尚真王が即位

する15世紀後半以降のことであり、国内における内政改革並びに首里・那覇周辺の整備を積極的に

行っていくようになるのもこの頃である。	
 

	
 他方で、14世紀後半頃から日本本土の禅宗僧が明や朝鮮との通交を仲介するようになり、15世紀

前半から中頃にかけて禅宗寺院の建立が相次いだ。中継貿易が琉球王国にとって大きな王府財源と

なっていたために、それを円滑に進めていくための禅宗僧の確保、それに伴う寺院建立は必然の成

り行きであったといえる。15世紀後半に禅宗僧を外交担当とする対日貿易の体制も整備されていく

と、琉球王府による仏教政策も質的充実が図られていった。と共にその禅宗僧の受け皿として天界

寺や天王寺のような大規模寺院が造営され、更なる海外交易の拡充が行われていくようになる。こ

のような状況下で円覚寺は1492年に竣工され、約三年という大事業の末に1494年、七堂伽藍が完備

した禅宗寺院として完成した。	
 

	
 円覚寺伽藍群は『琉球国由来記』（1703年）によると広範囲に地ならしを行い、瓦を造って堂宇

に葺いたとある、建物の下部構造には礎石・基壇を採用するという当時としては画期的な土木技術

を採用していた。ちなみに首里城正殿が瓦葺になったのは1670年であり、円覚寺伽藍群は最新の建

築技術をもって建造されたことがわかる。また、天界寺僧周雍が1497年に撰文した『円覚禅寺記碑』

には課役を命じたわけでもなく貴賤老若が集まって創建作業に従事したという美辞麗句で綴られて

いる。	
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 円覚寺の開山住持は京都五山の別格南禅寺の住持であった茶隠上人として山号を「天德山」とし

た。『球陽』には仏殿、荒神堂、寝室、方丈、仏殿、法堂、三門、両廊及び僧坊、厨庫、浴室が創

建当初の建物として記載され、沖縄戦に至るまで琉球王国内で最大規模を有する寺院として約450

年間続いていくこととなる。創建当年には御照堂が建てられ、それを第二尚氏の宗廟とし、以降歴

代王の位牌は円覚寺に祀られるようになる。1496年に鐘楼が、1498年に放生池及び放生橋が築造さ

れる。創建当初の様子に関しては『使琉球録』（1534年）に記載されている。そこには①正殿（仏

殿）の規模は５間、②正殿内部は仏像が１座安置され、左右には経典が数千巻納められている、③

仏殿天井には板が張られそこには五彩の絵が描かれ、床には筵が敷かれている。④仏殿外には小さ

い池を掘り、怪石を飾っている、とある。それらは「広大にして壮麗であり、王宮に亜ぐ」と明正

使陳侃が報告している。この尚真王による円覚寺の整備を称えて1509年建立の「百浦添之欄干之銘

文」の第一条には「仏を信じて像を造り、寺を建てて金を布き、仏閣、僧坊、経殿、鐘楼、甍を連

ね棟を接し、輪奐美を兼む」と王徳のひとつとして記されている。なお、この円覚寺創建以降も玉

陵（1501年）、円鑑池（1502年）、園比屋武御嶽石門（1519年）の造営、真珠道の整備（1522年）、

首里城南側外郭拡張（1546年）と首里城周辺の整備が継続的に行われていく。	
 

	
 その後、16世紀になると琉球王国による東アジア交易の衰退と共に国内の寺院が数多く廃されて

いくが、円覚寺は1571年に御照堂が加建、1588年には方丈、大殿、三門等が、1596年には法堂（仏

殿？）が修復されていることから国王の菩提寺として王府の厚い庇護下にあったことがわかる。ま

た、首里における士族子弟の教育施設としても利用されていたことから王府経営の教育施設として

も機能していた。	
 

	
 薩摩侵入時には焼失を免れ、近世に入っても王府から60石（1695年には100石に加増）の知行が与

えられている。これは琉球王国内にある寺院の中では最も石高が高く、円覚寺創建以来から王府内

で最も格式ある寺院として位置付けられている。	
 

	
 このような王府の庇護によって17世紀以降も建物の修復が繰り返される一方で1721年に大殿（戦

前まであった龍淵殿に相当）が失火により焼失するという惨事に見舞われる。当時の住持覚翁上人

が責を問われて八重山へ流刑という災難に遭うものの同年に大殿（龍淵殿）が再建される。その際、

歴代国王の位牌配置を仏式に変更したり、仏像の配置換え等、堂内部の改変を行っている。以降も

1728年に獅子窟、御照堂が小堂に改築、1744年には鐘楼、亭寮、照堂寮といった建物の移築、修復

が行われていることから、近世を通して、王府の厚い庇護下にあったことがこれらの建物の再建、

修復からわかる。	
 

	
 近代に入ると、琉球処分の六年後の明治17（1884）年に王府管轄から尚氏の私寺に移管される。

しかし尚氏に関わる王府儀礼そのものは沖縄戦直前まで執り行われていた。昭和8（1933）年には総

門、放生池、三門、仏殿、鐘楼、獅子窟、龍淵殿が旧国宝に指定されるが、昭和20（1945）年の沖

縄戦によって全ての建物が焼失した。戦後は昭和23（1948）年に開学した琉球大学の教員官舎が建

てられ、基壇や石畳といった遺構が破壊もしくは地下に埋蔵された。昭和43（1968）年に旧琉球政

府文化財保護委員会によって総門、左掖門の復元、放生池の修復が行われるものの、かつて仏殿、

龍淵殿といった伽藍群が建てられていた場所は昭和40（1965）年頃に琉球大学のグランドとして再

び造成される。	
 

	
 一方で昭和47（1972）年に放生橋と昭和53（1978）年に前鐘、中鐘、楼鐘が国指定重要文化財と

なり、木像白象及び趣意書、放生池石橋勾欄、総門が県指定有形文化財となっている。	
 

	
 昭和59（1984）年には琉球大学キャンパスが首里城及びその周辺から西原町字千原への移転が完

了したのに伴って、円覚寺跡一帯は県営公園に位置付けられ、首里城を軸にした復元整備事業に付

随するかたちで整備が本格的に始動している。	
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第３章	
 調査経過	
 

	
 

第�節	
 �
��（平成���22年度�平成24年度）	
 

	
 今回報告を行うのは、平成18年度～22年度及び平成24年度に行われた発掘調査成果についてであ

る。第１章調査に至る経緯でも述べたが、当該史跡では現在まで継続して史跡整備事業を実施して

おり、その内、整備対象箇所となっていて発掘調査が必要な箇所について、平成18年度から毎年、

調査を実施してきた。途中、平成23年度については、発掘調査は一時中断したが、平成24年度から

は再び復元整備に伴う発掘調査を実施した。	
 

	
 発掘調査は、沖縄県教育庁文化財課指導の下、沖縄県立埋蔵文化財センターが主体となって調査

を実施した。以下に年度別で調査概要を述べていく。	
 

	
 

平成18年度	
 

	
 平成18年度の調査は、当該史跡の北側において、前年度に整備した石牆（御照堂地区まで復元）

から右掖門へ向かって石牆の根石を確認することを目的として発掘調査を実施した。調査期間は平

成18（2006）年８月１日から９月19日の約１か月半で、調査面積は約15㎡である。調査の結果、石

牆の根石の一部（約１ｍ）や石敷遺構などが確認された。中でも石牆の根石は、前年度に整備した

石牆復元ラインより石一個分、北側へずれることが確認された（図版１）。そのため、調査後の保

存修理工事では、石牆の解体と積み直しが行われた。	
 

	
 

平成19年度	
 

	
 前年同様、当該史跡の北側において、整備復元した石牆から右掖門方向への石牆の根石確認と、

絵図にみえる通用門及び境内の仕切りを成すと考えられる石積みの検出を目的として、右掖門から

御照堂地区にかけて調査区を設け、発掘調査を実施した。調査期間は平成19（2007）年６月20日か

ら10月12日の約４か月で、調査面積は約200㎡である。調査の結果、右掖門から前年度の整備箇所に

向けて延びている石牆（約19ｍ）と右掖門から境内へ延びる石敷遺構が確認された。これは参道と

考えられる。しかし、通用門や境内の仕切りを成す石積みの確認はできなかった。	
 

	
 

平成20年度	
 

	
 調査期間は平成20（2008）年７月14日から８月29日の約１か月半で、北側石牆に接し境内の南方

向へ延びていたとされる仕切りを成すと考えられる石積みの検出及び、右掖門外における遺構確認

を目的として、「三門北地区」及び「右掖門西地区」に調査区を設け、発掘調査を行った。調査面

積は約300㎡である。その結果、目的の遺構は沖縄戦や旧琉球大学教員官舎設置に伴う撹乱によって

見つからなかったものの、「三門北地区」では、往時の土地造成技術を窺い知ることができる様相

を確認することができた。これらは円覚寺の創建に関わる重要なものであるため、次回の報告で「三

門地区」として、この成果をしっかりまとめたい。	
 

	
 

平成21年度	
 

	
 調査期間は平成21（2009）年７月１日から９月９日までの約２か月間で、「右掖門西地区」、「三

門北地区」、「南側石牆地区」の三つの地区にて発掘調査を実施した。調査面積は120㎡である。ま

ず「右掖門西地区」では、地山ラインを確認することを目的として発掘調査を行い、北から南の放

生池側へ向かってクチャの地山が傾斜していることを確認した。次に「三門北地区」では、前年度

に三門北地区で見つかった土地造成工事に伴う石積み遺構の続きを確認することを目的として発掘

調査を行い、多数の遺構を確認した。本地区の成果についても次回にまとめる。そして「南側石牆

地区」では、円覚寺の周りを取り囲む石牆の復元整備に向けて、石牆の根石確認を目的として発掘
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調査を行った。しかしながら、戦後の造成土が�く£積し、根石がÎ³されるNJMまで掘り下�

て確認を行ったが、根石及びそのĚ跡を確認することができなった。	
 

	
 

平成22年度	
 

	
 調査期間は平成22（2010）年７月１日から９月８日の約２か月間で、前年同様、「右掖門地区」、

「三門地区」、「南側石牆地区」の三つの地区にて発掘調査を実施した。調査面積は約70㎡である。

まず「右掖門地区」では、平成19年度に確認された右掖門から境内に延びる石敷遺構がどのように

門とĺがるかを確認することを目的として発掘調査を行った。次に「三門地区」では、往時のŬþ

遺構の確認を目的として２本のINンチを設け、発掘調査を行った。旧琉球ßÀによって復元され

たと考えられるŬþの一部を取り外して掘り下�ていくと、土Ęめと考えられる石積みが見つかっ

たものの、目的としていたì確なŬþ遺構を見つけることができなかった。そして「南側石牆地区」

では、前年にÄき続き、石牆の根石を確認することを目的として、２本のINンチを設け、発掘調

査を行った。その結果、復元対象となる石牆を確認することができた。石牆はýりがŃかったが、

２か月の調査期間内で根石まで確認することができなかった。そのため、根石の確認は次年度にÕ

$śされることになった。その内、INンチ22ではċ¸及び石敷遺構内とその直下で検出されたċ

化Đについて年bĉ³分óを¯Őした。	
 

	
 

平成24年度	
 

	
 調査期間は平成24（2012）年７月２日から９月28日の約３か月間で、「南側石牆地区」にて、前

年度に確認された石牆の根石を確認することを目的として発掘調査を行った。INンチは前年度に

整備された石牆から西側に設³した。調査面積は約50㎡である。その結果、石牆は根石までýって

いた`、調査区t体にĈってŃ­にýっていることを確認した。その`、石敷遺構、石積み、石}

など、様�な遺構が見つかった。さらに、本調査にて見つかったĊŉ�についてその成分分óĮを

ìĂ大学に¯Őした。	
 

	
 また、発掘調査のı[後にũpされた円覚寺跡整備¯員dにて、南側石牆の整備石牆Ŵを確³さ

!るために、南側石牆Ŀ後におけるのり面の整Æ方ăに関する確認調査の必要ÍがÛŚされた。そ

れを�けて、平成25年２月８日と13日の２日間、INンチ24で確認された石牆Ŀ後における地山確

認調査を沖縄県教育庁文化財課が行った。	
 

	
 

第２節	
 資料整理（平成24・25年度）	
 

	
 調査報告îの|行に向け、平成24（2012）年度～平成25（2013）年度にřå整理g業を実施した。

出土遺ĐのąĆは現¥のů«時に23ı[していたことから、整理g業はまず遺Đ�»のg成から

®めた。続いて¸¿や遺構の関jを整理した後、Ąőg業を行った。Ąőにあたり、�年度毎でa

けられていたINンチ�を、平成18年の調査箇所をINンチ１として、年度űにšęをaVした（第

１ň、第Ż図）。これは、「北側INンチ」など、INンチ�が重Ŋするものがあるため、整理の

ŭにć乱をťけるため、INンチ�にšęを×った。また、遺構�については、Ąőは調査時の遺

構�でĄőし、報告では「石敷１」などと遺構のĥų別にšęを×った（第２ň）。Ąőg業の後

は、分ų、接�、図化対象遺ĐのÔき出しを行い、実ĉ図のg成、INーE、xġÜÇĮを行った。

出土遺Đの内、Ċŉ�及び¦ŀĎについては、成分分ó及びĖ地同³をìĂ大学理工学部にiŲし

た。	
 

これらのg業とW行して、遺構図P土¸図ĮのINーE後、発掘現¥でÜÇしたxġとh!てN

イACIを行い、�Ħ¡ĭのの$ķŮ後、指�ī\sòによりńòした��業Ľと¬約を行い、本

調査報告îを|行するÒűをとった。	
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第１表 　トレンチ名称一覧

報告書トレンチ名称 調査年度 地区名 調査時トレンチ名称

トレンチ　1 H18 右掖門地区 ―

トレンチ　2 H19 右掖門地区 畔西側トレンチ

トレンチ　3 H19 右掖門地区 東西トレンチ西側

トレンチ　4 H19 右掖門地区 東西トレンチ東側

トレンチ　5 H19 右掖門地区 南北トレンチ

トレンチ　6 H19 右掖門地区 東西トレンチ南側拡張部

トレンチ　7 H20 三門北地区 三門北　北側トレンチ

トレンチ　8 H20 三門北地区 三門北　南側トレンチ

トレンチ　9 H20 三門北地区 三門北　トレンチ1

トレンチ　10 H20 三門北地区 三門北　トレンチ2

トレンチ　11 H20 三門北地区 三門北　トレンチ3

トレンチ　12 H20 三門北地区 三門　トレンチ1

トレンチ　13 H20 三門北地区 三門　トレンチ2

トレンチ　14 H20 三門北地区 三門　トレンチ3

トレンチ　15 H20 右掖門地区 右掖門西側地区

トレンチ　16 H21 右掖門地区 右掖門西地区　東側トレンチ

トレンチ　17 H21 右掖門地区 右掖門西地区　西側トレンチ

トレンチ　18 H21 三門北地区 三門北地区

トレンチ　19 H22 右掖門地区 右掖門地区

トレンチ　20 H22 三門地区 南側トレンチ

トレンチ　21 H22 三門地区 北側トレンチ

トレンチ　22 H22 南側石牆地区 東側トレンチ

トレンチ　23 H22 南側石牆地区 西側トレンチ

トレンチ　24 H24 南側石牆地区 南側石牆地区

第２表 　遺構一覧

遺構名 地区 調査年度 調査時遺構名

石牆 右掖門 H18 石牆

石敷1 右掖門 H18 石畳

石敷2 右掖門 H18 石敷遺構

石敷3 右掖門 H19・22 石敷遺構

石敷4 右掖門 H22 下部集石遺構

石列1 右掖門 H20 ―

溝状遺構1 右掖門 H20 溝状遺構

石列2 南側石牆 H24 旧琉大時代の石列

方形状の遺構 南側石牆 H22・24 方形状の遺構

石積み1 南側石牆 H24 石牆

石敷5 南側石牆 H24 石敷遺構

石積み2 南側石牆 H24 下部石積み

石列3 南側石牆 H24 下部石列

石列4 南側石牆 H24 8層中より検出した石列
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第４Ɗ	
 遺Ľと遺物	
 

	
 

	
 本ǅĹは円ƽë跡の¶跡ġ�に�+遺Ľ確認ǅĹである。¦ÇのǅĹにより、ńBていた遺Ľの

Qと`どが1728øのz・{御ŜÓĝ�Ĭ�Ǫのものであることが明らかになBた。=の成Ķを³3、

ġ�目Ŀø代は18世紀¦半～沖縄ďで焼àするまでの円ƽëとǁæされている。よBて、ǅĹはこ

のø代の遺Ľ確認をÒ本としている。	
 

	
 űĘǅĹは、右掖門地区、y門・y門©地区、¬側石ŝ地区のyつの地区にてưBてきた。ここ

では、¸地区別に成Ķをまとめた。た@し、y門・y門©地区については、平成25øüにもűĘǅ

Ĺがưわれたこともあり、�Çの報告では²りz4ずに次のŁ�にまとめて報告することとする。	
 

	
 

第１節	
 右掖門地区の遺構と遺物	
 

	
 右掖門と=のÀǏを右掖門地区とǁæした。右掖門は円ƽëの©側にǁƢされていた門である。

§建ø代は不明@が、$首Ǜ古地図%（1700ø¡）にはęかれている。沖縄ďによBてŽÚされた

が、īÂ43（1968）øにĩŧ球ğû文化ǉ�ǇáÄ�によBてć�されている。本地区では門から

×内内部にƧるƐÉと、門から×内Ýにか3てのƐÉをűĘǅĹした。ǅĹ面ƆはƗ250vである。	
 

ǅĹのƛĶ、右掖門地区の造成ïが確認されたとともに、石ŝや石敷遺Ľなど、様々な遺Ľが見

つかBた。また、右掖門のć�状Ŏについても確認できた。ć�の様ŷについては総ĔでMれる。	
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１	
 遺Ľ	
 

ȉ	
 門から×内内部の遺Ľ	
 

右掖門地区は平成18・19øüと平成22øüにűĘǅĹがưわれたが、©側のw部でǅĹƐÉがǜ

なBている（トrンi２とトrンi19サmトr３）。平成19øüのトrンi２のĬは、石敷３Ŷ{

の６ï途中でĘ¥をŮめていた。=の後、平成22øüにトrンi19サmトr３とǁæして、６ïの

ƜきからĘり{4たことを¦Ƣきする。	
 

本地区にお3る造成ïのÔƆ状Ŏはトrンi19で確認された（第９図）。平成19øüのǅĹĬに

ÐめĐした土からƗ20cm{に、石灰ñを細かくżいてËく敷きǃめた第２ïがあり、=の{から石

敷３が現れた。第２ïはƨƳ面と考えられる。本ïのz面ではわずかにガラス片がみられたが、ï

Ʀ体が薄いため、第１ïからの混�したものの可能性もある。石敷３の造成土のÔƆ状Ŏを確認す

るために©側と¬側に=れ>れサmトrンiをǁæしĘり{4ると、©側のサmトr３ではcio

の地ðをļ出した。しかし、¬側のサmトr１と２では地ðのļ出にはƧらず、造成土のÔƆがƜ

いていた。このことから、本地区のĩ地形は©側から¬側のĞūŋħ»に地形がßきく落ちǐ`で

いたものと考えられ、円ƽë§建¦のÀǏ地形は首Ǜ城をěする~Ǭ（¬側）と、現ŸƉƪß図Į

ǹ側（©側）にもǼまりをĕつîĺ状の�地であBたことを裏付3ている。	
 

wħ、造成土（第６～12ï）は©側から¬側にか3てē�されている。１～５cmßの小Ƃが混ざ

る粘質土や、ciomsッcが�体の土が造成土として使われている。第６ïになるとŊ平ŉÁに

造成している。これは、土地が平Ïになるよ+čǆしたものとČæされる。この第６ïのzに石敷

３がのBている。遺物は第６、８、９ïで得られている。第６ïは青磁、褐釉陶器、瓦、塼などが

みられる。瓦は灰色や褐色系が�体で赤色瓦はわずかである。第９ïもº様な遺物がみられるが、

赤色瓦はみられない。いずれも近世段階にŷāすると考えられる。	
 

	
 

石ŝ	
 

石ŝは円ƽëのÀÉを²りÉむ石Ɔみであり、&首Ǜ古地図'（第３図）にもęかれている。円

ƽëでは、平成14øüより石ŝのć�ġ�をǕめており、平成17øüまでに御ŜÓ地区付近まで石

ŝのć�ġ�がưわれてきた。=のƜきのÒƁ資料を得るためにűĘǅĹをưBたƛĶ、御ŜÓ地

区付近から右掖門側Oýびる石ŝ（Ɨ１ȋńã、図ş１）と、右掖門からġ�Ǝ所（東側ħ»）O

»3てýびる石ŝ（Ɨ19ȋńã）が確認された（第７図）。w部、ĩŧ球ßäに�+石ƆみもwƟ

にļ出され、円ƽë石ŝのŶzにƑいていることがわかBた（第７図、�Ź右z）。石ŝは石灰ñ

の�石を用いたŷħƆみで、Ɨ20～40cmßの石が�体である。ńãǼはƗ50cm～１ȋである。	
 

	
 

石敷１	
 

トrンiの東側にてļ出された（第８図、図ş１）。©側石ŝの¦面に広がる。Ơ石は�石で©

側に面をĕち、東西ħ»にýびる。z面の平Ïがčǆされ、石と石のǨのǯǨもQと`どなく、x

êに敷かれている。¦ÇǅĹにて、ŢâƇのÒÙ©側でļ出された石敷に似ていることから、石敷1

は建物のÒÙのÀÉに敷かれていたものの可能性が考えられる。¦ÇǅĹでは、近世段階にはŢâ

ƇのÀÉにはŤŨ石灰ñをżいたŻ¤が敷かれ、=れ�¦は石敷であBたことが確認されている。	
 

	
 

石敷２	
 

トrンi１の西側にてļ出された（第８図、図ş１）石敷１とº様に、Ơ石は�石で©側に面を

ĕち、東西ħ»にýびる。しかし石敷１とは様ŷがůなり、Ơ石の¬側にはǝ面の石をǃめている

ことから、石敷２はŒと判ĥされる。	
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第４表 　右掖門地区（平成22年度）トレンチ19 土層一覧

層序 色 調 所　見

１a  Hue2.5Y4/4　オリーブ褐色土 表土。H19年度調査の際の埋戻しの土。ボロボロしている。

１b ― 白砂層。

2  Hue10YR6/6　明黄褐色土 コーラル層。石敷の上に薄く敷いている。

3  Hue2.5Y3/3　暗オリーブ褐色土 粘質あり、しまりは強い。石段造成土。１cm大の小石を含む。

4  Hue2.5Y5/4　黄褐色土
右掖門と石敷遺構の間の石段の下にみられる。石段を造る際の造成土と考えられる。粘質、し
まりともに弱い。３～５cm大の小石を含む。

5  Hue５Y6/2　　灰オリーブ色土 クチャブロック（３～５cm大）混じりの層。粘質強く、しまりあり。

6  Hue2.5Y5/3　黄褐色土
１～５cm大の小石混じりの層。石敷遺構の直下で確認できる。粘質、しまりともに強い。石敷遺
構の造成土。

7  Hue2.5Y4/3　オリーブ褐色土 ５cm大の小石を含む。粘質あり、しまり弱い。

8  Hue2.5Y5/4　黄褐色土 クチャブロック（３～５cm大）混じりの層。１～５cm大の小石も含む。粘質、しまりともに強い。

9  Hue５Y5/3　　灰オリーブ色土 瓦、センを多く含む層。細蓮弁文碗や褐釉陶器片を含む。粘質はやや強いが、しまりは弱い。

10  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土 ３～５cm大の小石混じりの層。粘質、しまりともに弱い。

11  Hue2.5Y6/2　灰黄色土
クチャブロック（10～15cm大）が主体の層。１～２cm大の小石が少し混じるため、地山ではな
い。粘質はあるが、しまりは弱い。

12  Hue2.5Y6/4　にぶい黄色土 １～３cm大の小石が混じる粘質の層。粘質、しまりともに強い。

第３表　 右掖門地区（平成20年度）トレンチ16 土層一覧

層序 色 調 所　見

1-1 ― 　撹乱層（現代）。

1-2 　Hue2.5Y4/6　オリーブ褐色土　 　大小の石灰岩礫が混じる。粘質微砂層。

2 　Hue5Y7/6　　黄色土 　石灰岩、砂利を多く含む。復元右掖門の造成層。こぶし大の礫が大量に混じる。

3 　Hue5Y5/3　　灰オリーブ色土 　粘質土層。石灰岩粒、赤瓦、木片、ブルーシートの切れ端が混入。

4 ― 　クチャで地山。

石敷３	
 

平成19øüと平成22øüのǅĹによBて右掖門から×内内Oýびることが確認された石敷遺Ľで、

¯ǖと考えられる（第７図、図ş２）。öはƗ2.8ȋで、©側と¬側には�石のƠ石をǙƢしている。

Ɨ10～20cmßの石をxêに敷き、石の表面は��があまり見られない。石敷３の西端部は門のć�

Ǝ所にō+よ+にł3ている。門の石段のw部を²りÝし、石敷３の©壁を確認したとこ]（第９

図）、石敷がł3ているとこ]からĦしいĬıのĘりǐみ（第３、４ï）が確認された。このこと

から、石敷きの西端部はć�ó�のǰにǫ®されたとみられる。この石敷３がのBている造成土の

ÔƆ状ŎはïúのǶ目でMれた。出土遺物より、近世段階にはĽƑされていたと考えられる。	
 

	
 

石敷４	
 

トrンi19サmトr３で確認された石敷遺Ľである（第９図、図ş３）。Ɨ５～20cmßの石が敷

かれ、中には塼も混9Bている。石敷３{の造成土内Oも2りǐ`でいるが、±ì側のサmトrン

i１では見つからなかBた。石ŝと石敷３のǨに敷かれているため、ĖŊを考えたものと考えられ

るが、サmトrンi全面に広がらないため、=の性Ļについては判然としない。石敷４は第９ïに

のBていることより、近世段階にはĽƑされていたと考えられる。	
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Ȋ	
 門から×内Ýの遺Ľ	
 

平成20øüにトrンi15・16、平成21øüにはトrンi17をǁæし、űĘǅĹをç施した（第６

図）。	
 

トrンi17は３ȋ�３ȋの面ƆをűĘǅĹしたが、ď¦ď後のĝÜにより遺Ľは見つからなかB

たため、�Źのみでのǀǥとした（図ş４）。	
 

トrンi16では、右掖門地区でļ出した石敷３及び、石ŝƍに関ǔする遺Ľļ出を目的にǅĹを

ưBたが、ここでもď¦ď後のĝÜをŐく³3ており、ǜŁによる表土Ę¥Ĭにはď後のǙ管が多

くļ出された。この状Ŏから遺ĽのńãをıăできなかBたが、トrンi15において、Ǚ管と門の

わずかなǯǨに、石ŝの可能性がある石 と、側Œ状の石ƚみがļ出されている（図ş４）。	
 

	
 

石 １	
 

ŧ球石灰ñの�石でĽƑされ、地ðとĉわれるciozにÔƆした粘質土zにƢかれている。石

 は、門東側でļ出した石ŝにつながるかのよ+に見えるが、¬に面して�石２点が ぶƼŀでし

かないことから遺Ľか¼か判然としないが、石 として報告する。	
 

	
 

Œ状遺Ľ１	
 

石 とº様、ŧ球石灰ñの�石でĽƑされ、地ðとĉわれるciozにÔƆした粘質土zにƢか

れている。側石らしき�石が¬©に数点見られるのみで、=のǨにはやや�目にƂが敷かれている。

しかし、この遺Ľもńãが小Ƽŀのためĥæが­しい。ÀǏのŽÚが著しく遺Ľのつながりが確認

できないことも、性Ļが判然としないƺÈのwつである。	
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２	
 遺物	
 

	
 右掖門地区からは総数 305 点の遺物が出土している。内訳をみると、中国・タイ・本土産の陶磁

器、沖縄産陶器、土器、石製品、煙管、銭貨、青銅製品、鉄製品、瓦、塼、ガラス製品、石材が出

土している。最も多いのは瓦や陶磁器である。陶磁器に関しては、14 世紀後半～近現代までのもの

があり、産地別にみると中国産が最も多く、次に沖縄産が多い。	
 

	
 ここでは、51 点について図化し、遺物の種類別に報告することとする。個々の所見は遺物観察表

にまとめている。	
 

	
 

①中国産青磁（１～７）…16 点中７点を図化した。碗（１～６）、皿（７）があり、いずれも龍泉

窯産である。碗は雷文帯碗（１）や蓮弁文（２～４、６）などがある。	
 

②中国産白磁（８～15）…17 点中８点を図化した。碗（８〜10）、皿（11～14）、瓶（15）があり、

産地は景徳鎮産（８、９）、福建・広東系（10、12、13、15）、福建産（11）、徳化窯（14）がみられ

る。	
 

③中国産染付（16～25）…38 点中 10 点を図化した。碗（16～22）、皿（23）、小杯（24）、小皿（25）

があり、産地は景徳鎮産（16～21、23、24）、漳州窯産（22）、徳化窯（25）がある。	
 

④中国産褐釉陶器（26～30）…29 点中５点を図化した。すべて壺で、明代の製品と考えらえる。	
 

⑤本土産陶器（31～32）…４点中２点を図化した。急須（31）及び器種不明胴部片（32）である。

32 は撹乱出土の第 41 図 78 の素地と類似しており、産地は関西系と考えられる。	
 

⑥沖縄産施釉陶器（33～35）…20 点中３点を図化した。小碗（33）、蓋（34）、香炉（35）である。	
 

⑦沖縄産無釉陶器（36～38）…９点中３点を図化した。鉢（36）、壺（37）、土管（38）である。土

管は本土産陶器製のものが中城御殿跡で出土している。中城御殿跡出土資料と比べると造りは粗く、

小ぶりである。	
 

⑧土器（39）…20 点中１点を図化した。39 は貝殻片や赤色粒が混ざることより、宮古式土器と考え

られる。	
 

⑨サンゴ製品（40）…１点のみ出土した。40 は球形状を呈する製品である。表裏面及び側面に複数

の擦面の痕跡が確認される。用途は判然としないが、鉄製品などの錆を落とすために使われた資料

の可能性が考えられる。	
 

⑩ガラス製品（41）…青緑色のガラス玉が１点のみ得られている。	
 

⑪煙管（42）…柱状形の雁首が１点出土した。陶製で瓦質を呈する。先端が丸みを帯びる円錐形を

なす火皿のみの製品である。器壁は 0.2～0.3cm とかなり薄手の造りであることより、粘土の段階か

ら成形されて、焼成された製品の可能性が考えられる。	
 

⑫銭貨（43）…３点中１点を図化した。43 は無文銭である。	
 

⑬青銅製品（44）…３点中１点のみ図化した。44 は円形状を呈し、両目に非常に細かいドット状の

文様が確認される。判然としないが、禅宗の袈裟のリングである可能性が考えられる。	
 

⑭鉄製品（45、46）…角釘が２点出土している。どちらも全体的に錆化が著しい。	
 

⑮瓦（47～49）…84 点中３点を図化した。全て明朝系瓦である。灰色系と赤色系（褐色を含む）が

みられた。47、48 は灰色系の平瓦、49 は褐色系の平瓦で、いずれも広端部である。	
 

⑯塼（50、51）…18 点中２点を図化した。50 は平面に敷き並べるタイプ、51 は端部噛み合わせタ

イプの製品である。どちらも褐色系である。	
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第６表　右掖門地区出土遺物観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

1
中国産
青磁

碗 口縁部 - - -

釉はオリーブ灰色を呈し、細かな気泡を含
む。素地は灰色でやや粗い。黒色粒を僅か
に含む。外面口縁部にヘラ描きによる雷文、
内面に唐草文。龍泉窯。14c末～15c中葉。

H18
 トレンチ１
 石敷直上

2
中国産
青磁

碗 口縁部 12.2 - -

釉は淡オリーブ灰色を呈し、細かな気泡を多
く含む。素地は灰白色で細かい。微細な黒色
粒を僅かに含む。外面にヘラ描きによる細蓮
弁文。龍泉窯。15c後～16c前。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１ №２(９層)

3
中国産
青磁

碗 口縁部 - - -

釉はオリーブ灰色を呈し、細かな気泡を多く
含む。素地は灰白色でやや粗い。黒色粒を
含む。外面にヘラ描きによる蓮弁文。龍泉
窯。15c後～16c前。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ３・６層

4
中国産
青磁

碗 口縁部 - - -
釉は灰オリーブ色を呈し、細かな気泡を多く
含む。素地は灰白色で緻密。外面にヘラ描き
による細蓮弁文。龍泉窯。15c後～16c前。

H19  石敷上面

5
中国産
青磁

碗 口縁部 - - -

釉はオリーブ灰色を呈し、細かな気泡を多く
含む。素地は灰白色でやや粗い。黒色粒を
含む。外面口唇下部にヘラ描きによる1条の
圏線。龍泉窯。15c後～16c前。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

6
中国産
青磁

碗 底部 - 5.0 -

淡灰オリーブ色の釉を高台内以外に施釉。
細かい貫入が多い。素地は灰白色で細か
い。外面にヘラ描きによる蓮弁文、見込みに
菊花文。龍泉窯。14c末～15c中。

H22
 トレンチ19
 サブトレ１ №２（９層）

7
中国産
青磁

皿 底部 - 5.4 -

釉はオリーブ灰色を呈し、高台脇まで施釉。
見込みは蛇の目状に釉剥ぎ。細かい貫入あ
り。素地は黄色味の強い灰白色でやや粗い。
黒色粒を多く含む。見込みに陰圏線と七宝繋
ぎ文か。龍泉窯。14c後～15c前。

H18
 トレンチ１
 石敷２ 溝内

8
中国産
白磁

碗
口～
底部

11.6 4.0 5.8
白色の釉を両面に施釉し、畳付を釉剥ぎす
る。素地は白色で緻密。全体的に薄手の造
り。轆轤成形。景徳鎮窯。16c代。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

9
中国産
白磁

碗 口縁部 12.0 - -

白色の釉を両面に施釉し、畳付を釉剥ぎす
る。素地は白色で緻密。全体的に薄手の造
り。轆轤成形。景徳鎮窯。16c代。8と同一個
体と考えられる。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

10
中国産
白磁

碗 底部 - 6.0 -
灰白色の釉を外面腰部まで施釉。見込みは
露胎で、轆轤痕が明瞭。素地は淡黄色で細
かい。福建・広東系。14c後～16c代。

H19  石敷

11
中国産
白磁

皿 口縁部 8.8 - -

灰色釉を内面にのみ施釉後、口唇部を釉剥
ぎ。外面に所々はねた釉薬が残る。微細な貫
入あり。素地は灰白色で細かい。黒色粒を含
む。外面は轆轤痕が明瞭で煤の付着がみら
れる。灯明皿。福建産。16c代。

H18
 トレンチ１
 石敷２ 溝内

12
中国産
白磁

皿 口縁部 - - -
灰白色の釉を両面に施釉。素地は灰白色で
緻密。轆轤成形。福建・広東系。14c後半～
16c代。

H19
 トレンチ２
 西端拡張部炭混り土

13
中国産
白磁

皿 底部 - 3.6 -

光沢のある暗灰白色の釉を外面腰部まで施
釉。見込みは露胎。素地は灰白色で緻密。
碁笥底。轆轤成形。福建・広東系。17c後～
18c前。

H19  石敷上面

14
中国産
白磁

皿 口縁部 - - -
白色の釉を両面に施釉。内外面に細かい貫
入あり。素地はやや黄色味を帯びた灰白色
で細かい。稜花皿。徳化窯。16c後半。

H19  石敷上面

15
中国産
白磁

瓶 底部 - 4.0 -
透明釉を内面に施釉。外面は露胎。素地は
淡黄色で細かい。轆轤成形。福建・広東系。
14c後～16c代。

H19
 トレンチ２
 下層造成土

16
中国産
染付

碗 口縁部 11.0 - -

明緑灰色釉を両面に施釉。口唇部を釉剥
ぎ。素地は白色で緻密。外面口縁部に二重
圏線、胴部に宝文？轆轤成形。景徳鎮窯。
16c代。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

第11図
図版５

出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

年度観察事項
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第６表　右掖門地区出土遺物観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

17
中国産
染付

碗 口縁部 - - -

明緑灰色釉を両面に施釉。口唇部を釉剥
ぎ。素地は白色で緻密。外面口縁部に二重
圏線、胴部に宝文？轆轤成形。景徳鎮窯。
16c代。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

18
中国産
染付

碗 口縁部 - - -
明オリーブ灰色釉を両面に施釉。素地は灰
白色で細かい。外面口縁部に花唐草文。轆
轤成形。景徳鎮窯。15c後～16c前。

H19
 トレンチ２
 西端拡張部炭混り土

19
中国産
染付

碗 口縁部 - - -

明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で緻
密。外面口縁部に二重圏線、胴部に唐草
文。内面口縁部に波濤文と花文？轆轤成
形。轆轤成形。景徳鎮窯。15c後～16c初。

H19  石敷上面

20
中国産
染付

碗 胴部 - - -

明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で細
かい。外面胴部に唐草文？内面口縁部に僅
かに文様が確認される。轆轤成形。轆轤成
形。景徳鎮窯。16c代。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

21
中国産
染付

碗 口縁部 - - -

被熱の影響か、表面は灰白色を呈し、光沢が
ない。素地は灰白色で細かい。両面ともに文
様が確認されるが、はっきりしない。景徳鎮
窯。15c中～16c代。

H18
 トレンチ１
 石敷２ 溝内

22
中国産
染付

碗 口縁部 - - -
淡灰白色釉を両面に施釉。細かい貫入多く
みられる。素地は白色で緻密。外面に植物の
文様、内面に雷文。漳州窯。16c末～17c前。

H19  石敷上面

23
中国産
染付

皿
口～
底部

12.6 6.6 3.7

明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で緻
密。外面に宝相華唐草文、見込みに玉取獅
子文か。轆轤成形。景徳鎮窯。15c後～16c
前。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

24
中国産
染付

小杯 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。
外面口縁部に圏線、胴部に獅子文。轆轤成
形。景徳鎮窯。17c前か。

H19  石敷

25
中国産
染付

小皿 底部 - - -
暗緑灰色釉を両面に施釉。畳付を釉剥ぎ。
素地は灰白色で細かい。見込みに文様あり。
徳化窯。清代。

H19
 トレンチ２
 下層造成土

26
中国産

褐釉陶器
壺 口縁部 18.7 - -

黒褐色釉を両面に施釉。素地は灰黄色で細
かい。石英や黒色粒を含む。15c～16c。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ２・６層

27
中国産

褐釉陶器
壺 口縁部 - - -

黒褐色釉を両面に施釉。素地は灰黄色で細
かい。石英や黒色粒を含む。15c～16c。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

28
中国産

褐釉陶器
壺 口縁部 - - -

暗灰黄色釉を両面に施釉。口唇部の一部を
釉剥ぎ。内面は口縁部下部から露胎。素地
は暗灰白色で細かい。石英や黒色粒を含
む。

H18
 トレンチ１
 石敷直上

29
中国産

褐釉陶器
壺 底部 - 13.6 -

暗灰黄色釉を両面に施釉。外面下部は釉剥
ぎ。素地はにぶい黄橙色で細かい。石英・褐
色粒・黒色粒を含む。15c～16c。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

30
中国産

褐釉陶器
壺 底部 - - -

暗灰黄色釉を外面に施釉後、釉剥ぎされて
いる。素地は暗褐灰色でやや粗い。石英を多
く含む。

H19  石積み前造成土

31
本土産
陶器

急須 口縁部 8.2 - -
無釉。赤褐色を呈し、緻密。微細な白色粒を
含む。口唇断面は丸みをおびる三角形を呈
する。轆轤成形。造りは丁寧。産地は不明。

H19  石積み裏込め内

32
本土産
陶器

器種不明 胴部 - - -

外面は灰オリーブ色釉、内面は泥釉を施釉。
素地は淡黄色を呈し、軟質である。赤色粒を
含む。底部の一部は淡橙色を呈する。轆轤
成形。関西系。

H18
 トレンチ１
 石敷２ 溝内

33
沖縄産

施釉陶器
小碗 底部 - 4.0 -

灰釉を両面に施釉。外面胴部下半は露胎。
見込みも露胎だが、蛇の目状に白化粧を施
す。素地は灰白色で細かい。

H18
 トレンチ１
 石敷２ 溝内

34
沖縄産

施釉陶器
蓋 - - - -

外面に鉄釉の上から褐釉を施釉。内面は露
胎。素地はにぶい黄色を呈し細かい。白砂・
黒色粒を含む。外面端部には砂付着。轆轤
成形。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

年度 出土地

第11図
図版５

第12図
図版６

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

観察事項
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第６表　右掖門地区出土遺物観察一覧ｃ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

35
沖縄産

施釉陶器
香炉 口縁部 10.0 - -

灰釉を両面に施釉。素地は灰白色で細か
い。黒色粒を含む。

H19  石敷

36
沖縄産

無釉陶器
鉢 底部 - 13.6 -

外面はにぶい黄褐色、内面はにぶい赤褐
色、素地は赤灰色を呈する。石灰粒含む。外
面底部付近では横方向のナデが明瞭であ
り、内面のナデ調整が丁寧である。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

37
沖縄産

無釉陶器
壺 胴部 - - -

外面に泥釉。素地は赤灰色を呈する。石英を
多く含み、砂粒や赤色粒も含む。また、白色
土も筋状に多くみられる。轆轤成形。初期の
ものと考えられる。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

38
沖縄産

無釉陶器
土管 口縁部 17.6 - -

外面は淡黒褐色の泥釉を施釉、素地は暗赤
褐色を呈する。石英・白色・赤色粒・石灰粒を
含む。内面口縁部は櫛状の工具で横方向に
調整した痕跡が確認される。

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

39
土器

（宮古式）
鉢 口縁部 - - -

外面：にぶい黄橙色、内面：明赤褐色、断面：
灰色。混入物：砂粒（多量）、赤色粒、貝殻
片。調整：両面に横方向のナデ、外面はミガ
キも施される。内面はハケ目が残る。

H19  石敷 南溝西端

40
サンゴ
製品

- - - - -

表裏面及び側面に研磨がみられる。表裏面と
もに中心部が放射状に高くなっており、複数
の面をもつ。鉄製品の錆落としなどの可能性
が考えられる。

H19
 トレンチ２
 西端拡張部炭混り土

41
ガラス
製品

- - 0.4 － 0.35
ガラス玉。孔径：0.15cm。青緑色。横位に巻き
付け成形時の筋が入る。微細な気泡を含む。

H19  石積み裏込め内

42 煙管 - 雁首 2.2

陶製で瓦質を呈する。先端が丸みを帯びる
円錐形。器壁は0.2～0.3cmとかなり薄い。調
整痕ははっきりしないが、ナデによる調整か。
火皿径1.8cm、羅宇接続部径0.6cm。

H19
 トレンチ２
 西端拡張部炭混り土

43 銭貨 無文銭 - 1.2 -
(厚さ)
0.1

重量0.4ｇ。 H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

44 青銅製品 飾り金具 - 5.0 - 0.18
両面に非常に細かいドット状の文様がみられ
るが、詳細は不明である。禅宗の袈裟のリン
グか。重量1.9ｇ

H18
 トレンチ１
 石敷１ 直上

45 鉄製品 角釘 - - - -
全体的に錆化が著しい。先端が一方に折れ
る。

H19  石敷上面

46 鉄製品 角釘 - - - -
全体的に錆化が著しい。頭部が一方に折れ
る。

H19
 西端部拡張部
 クチャ混り造成土層

47 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
灰色。凸面の広端部側には横方向のナデに
よる凹線がみられ、凹面の広端部側には桶紐
綴り圧痕がみられる。角1有り。

H19  石敷上面

48 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
灰色。凸面の広端部側には横方向のナデに
よる凹線がみられ、凹面の広端部側には桶紐
綴り圧痕がみられる。角1有り。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ１・６層

49 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
褐色。凸面の広端部側には横方向のナデに
よる凹線がある。糸切痕もみられる。凹面の広
端部側には桶紐綴り圧痕がみられる。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ３・６層

50 塼 ⅠABa式 破片 - - -
褐色系。表面は風化の影響か、ざらざら感が
ある。裏面は粗面。角1有り。

H22
 右掖門 トレンチ19
 サブトレ３・９層

51 塼 Ⅲ式 破片 - - -
灰色系。両面ともナデが丁寧に施され平坦だ
が、風化もみられる。側面に段を成形する。

H19  石敷上面

年度 出土地

第12図
図版６

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

観察事項
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➨㻝㻞図 　右掖門地区ฟᅵ㑇≀䠎
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第２節	
 南側石牆地区の遺構と遺物	
 

１	
 遺Ƅ	
 

	
 ·ȮĎÊ側をĘる石ƴのķ±Š備にあたり、Š備�Ćǳêにおける石ƴの根石確認を目的とし、

すでにŠ備がなされた箇所からȪ側PÛけて調ŻÈをȴĆし、ǎŐ調ŻをĈ施した。調Żは、平成

22Ģħ及び24ĢħにĈ施した。調Ż面積はǷ50�である。	
 

	
 

�	
 平成22Ģħ	
 

	
 トレンチ22、23をȴĆして調ŻをȣったǼŸ、石ƴ（石積み１）がƊĄしていることを確認で1

た（ǭ14ë、ëƶʈ）。たAし、調Ż期ɥ内で根石まで確認することがで1なかったため、石ƴの

石がş段積まれている状況を確認していったaŐÀ¦Ɓはǋめ、根石確認はƉé調ŻにŊちɅしと

なった。また、石ƴ�外にも方形状の遺ƄがȬつかった。	
 

	
 

層ĥ	
 

	
 トレンチ22・23におけるö積をみていく（ǭʇ表）。トレ22ǭ１～３層・トレ23ǭ１～５層まで

はƿ代遺物が混じるś�層で、そこから下¢はŲś�層である。トレ22ǭ４層・トレ23ǭʆ層は方

形状の遺Ƅの造成土、トレ22・ǭ５層は非常にȠいƩ層で、トレンチ23ではみられない。トレ22ǭ

ʆ層・トレ23ǭʇ層は遺物ÅÜ層で、多くの遺物が得られている。17世紀～18世紀代の遺物が主体

となっている。	
 

	
 

方形状の遺Ƅ	
 

	
 調ŻÈȪ側にて、方形状の遺Ƅをƀ出した（ëƶʈ）。この遺Ƅは、ƿ代遺物の混じらないクチz

t�nクが主体の造成土（トレ22ǭ４層・トレ23ǭʆ層）にǴかれていると考えられる。よって、

Ń前までƊĄしていた·ȮĎの遺Ƅと考えられる。ȭƆはÊÇ方Ûに1.2ʋ、東Ȫ方Ûに1.7ʋの方

形を呈し、Ȫ側ではǷ40cmğのƢ状の遺Ƅに連Ǽする。石は全て内側に面をŊつ。Ƣ状の遺Ƅに連

Ǽすることより、ƙれてくるƎをơめるための遺Ƅとも考えられる。しかし平成22Ģħは、石ƴの

確認が調Ż目的であったため、この方形状の遺Ƅについては石のɋɖを出すǤħのŐÀにǋめた。

詳細については今後の調Żによりたい。	
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第２節	
 南側石牆地区の遺構と遺物	
 

１	
 遺Ƅ	
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すでにŠ備がなされた箇所からȪ側PÛけて調ŻÈをȴĆし、ǎŐ調ŻをĈ施した。調Żは、平成

22Ģħ及び24ĢħにĈ施した。調Ż面積はǷ50�である。	
 

	
 

�	
 平成22Ģħ	
 

	
 トレンチ22、23をȴĆして調ŻをȣったǼŸ、石ƴ（石積み１）がƊĄしていることを確認で1

た（ǭ14ë、ëƶʈ）。たAし、調Ż期ɥ内で根石まで確認することがで1なかったため、石ƴの

石がş段積まれている状況を確認していったaŐÀ¦Ɓはǋめ、根石確認はƉé調ŻにŊちɅしと

なった。また、石ƴ�外にも方形状の遺ƄがȬつかった。	
 

	
 

層ĥ	
 

	
 トレンチ22・23におけるö積をみていく（ǭʇ表）。トレ22ǭ１～３層・トレ23ǭ１～５層まで

はƿ代遺物が混じるś�層で、そこから下¢はŲś�層である。トレ22ǭ４層・トレ23ǭʆ層は方

形状の遺Ƅの造成土、トレ22・ǭ５層は非常にȠいƩ層で、トレンチ23ではみられない。トレ22ǭ

ʆ層・トレ23ǭʇ層は遺物ÅÜ層で、多くの遺物が得られている。17世紀～18世紀代の遺物が主体

となっている。	
 

	
 

方形状の遺Ƅ	
 

	
 調ŻÈȪ側にて、方形状の遺Ƅをƀ出した（ëƶʈ）。この遺Ƅは、ƿ代遺物の混じらないクチz

t�nクが主体の造成土（トレ22ǭ４層・トレ23ǭʆ層）にǴかれていると考えられる。よって、

Ń前までƊĄしていた·ȮĎの遺Ƅと考えられる。ȭƆはÊÇ方Ûに1.2ʋ、東Ȫ方Ûに1.7ʋの方

形を呈し、Ȫ側ではǷ40cmğのƢ状の遺Ƅに連Ǽする。石は全て内側に面をŊつ。Ƣ状の遺Ƅに連

Ǽすることより、ƙれてくるƎをơめるための遺Ƅとも考えられる。しかし平成22Ģħは、石ƴの

確認が調Ż目的であったため、この方形状の遺Ƅについては石のɋɖを出すǤħのŐÀにǋめた。

詳細については今後の調Żによりたい。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

第７表　南側石牆地区（平成22年度）トレンチ22・23 土層一覧

ﾄﾚﾝﾁ22 ﾄﾚﾝﾁ23

1 1   Hue2.5Y5/2　　暗灰黄色土　　　現代遺物を含む撹乱層。

2 2   Hue2.5Y6/1　　黄灰色土　　 　　赤瓦やガラス片など現代遺物を多く含む撹乱層。

3 3   Hue2.5Y5/1　　黄灰色土　　 　　ガラス片など現代遺物を多く含む撹乱層。

- 4   Hue10YR4/1　褐灰色土　　 　　　ガラス片など現代遺物を多く含む撹乱層。

- 5   Hue5Y4/2　　灰オリーブ色土　　現代遺物含む撹乱層。

4 6   Hue5Y6/2　　灰オリーブ色土　　
クチャブロック（20～30cm大）が主体の層。粘質強く、しまり強い。現代遺物はみられな
い。方形状遺構はこの土に築かれていると考えられる。造成土。（トレ24　3層と同層）

5 - 　Hue10YR1.7/1　黒色土 炭の層。粘質はややあるが、しまりはやや弱い。非常に薄い。（トレ24　4層と同層）

6 7 　Hue5Y5/3　灰オリーブ色土 粘質強いが、しまりはやや弱い。炭粒が多く含まれ、遺物も多い。（トレ24　7・9層と同層）

7 8   Hue7.5Y6/2　灰オリーブ色土　　クチャの地山。粘質、しまりともに強い。

層序
色 調 所　見

図版䠓　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ 遺ᵓ᳨ฟ≧ἣ䠍

䝖䝺䞁䝏 22 ᮾቨ 䠄す䛛䜙䠅

䝖䝺䞁䝏 23 ᮾቨ 䠄す䛛䜙䠅 䝖䝺䞁䝏 23 ᮾቨ 䠄す䛛䜙䠅
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�	
 平成24Ģħ	
 

	
 前é調Żで石ƴラインをƀ出したトレンチ22及び23に重なるǳêでトレンチ24をȴĆした。調Ż

のǼŸ、ķ±対象である石ƴとその根石を確認することがで1た。石ƴはƊりが非常にȖく、調Ż

È全体にƞってƊĄしていた。また、石敷遺ƄY石積み、石列なHの遺ƄもȬつかった。その�、

Ń前まであったと考えられる·ȮĎ跡の遺ƄY、Ń後にƄǴされたと考えられる石列なHもȬつかっ

た。	
 

	
 

層ĥ	
 

	
 本地Èにおける土のö積状況を、平成24Ģħの調Ż成Ÿをôにɏべていく（ǭʈ表）。そのRと

aHは近世段ɪに相当する。ǭ３層�下がƿ代遺物の混9らない層である。ǭ３層はクチzt�n

クが主体の層で、方形状の遺Ƅの造成土と考えられる。遺物は17世紀後半～18世紀ɱが主体である。

ǭ４層はƩ層で、調ŻÈの東側でœ積しているのが確認された。遺物は17世紀後半～18世紀代が主

体である。ǭ５層は調ŻÈの東側にて、石敷５の上にö積しており、塼Y陶磁器Ƶが多く得られた。

土中にはƩ化物が多く混じっていた。石敷５をよく観Čすると、表面が赤みをĝびたよ,な様相も

みられることから、火ƧǯがɄ1て�ŉでĨžしたものと考えられる。遺物は赤瓦がȚĠ混じるこ

とより、17世紀後半～18世紀代と考えられる。ǭʆ～10c層は遺物ÅÜ層で17世紀～18世紀代の遺物

が主体である。ǭʈ層は調ŻÈȪ側のÇúでƀ出された石列４に ,造成土である。遺物は少ない。

ǭ11層は下部でȬつかった石敷の造成土、ǭ12、13層は石列３の造成土である。遺物は17世紀代と

考えられる。ǭ15層は石敷４の造成土、ǭ14、16、17層は石ƴ及び石積み１の造成土である。遺物

は少なく、褐釉陶器が１点出土している。	
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石列２	
 

	
 調ŻÈ東側にて、表土からǷ20cm下げるとÇ側及びȪ側に面をŊつ石列をƀ出した。この石列が

のっている土（ǭ１層）にはcラスƵYƿ代のɝɜなHが混じることより、Ń後にƄǴされた石列

と考えられる。そのため、ũǂǀ大ąに ,Ƅ造物の可能性も考えられる（ǭ16ë）。	
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石積み１	
 

·ȮĎのÊ側を取りêV石積みであり、(ɹɘ古地ë)（ǭ３ë）にもŕかれている。根石まで

ƊĄしている状況を確認で1た。石積みは石灰Ėのº石をǈいた相方積みで、クチzの地ĕǔ上に

根石をōえて立ち上げている箇所と、造成土に根石をōえて立ち上げている箇所が確認で1た（ǭ

19ë）。また、石ƴを観Čすると、大1さYÄęをÚじよ,に施した石を§ǈし、石と石がɫɥな

く積まれている箇所もあれM、大小様'な石を§ǈし、石と石のɫɥが大1い箇所なH、石の積み

方にɒいがみえる箇所がş箇所あった。このことより、¥ħか積みǔしǯがȣわれたことが考えら

れる（ǭ19ë）。しかし、遺物の出土状況より、時期ĚをȬ出すことはで1なかった。なお石ƴの

�部にて、ŎƎ管と思われるɝ製パイuが石ƴからǩ1出ている所がある（ǭ19ë）。このɝ製パ

イußɌについては、ũǂǀ大ąに ,Ƅ造物ȴȅのɬに積みǔしされてたものと考えられる。	
 

また、Ȧ込めの石にもƖ目すると、Ƿ10～30cm大の石がĊに²り、面石からのȦ込めğが、調Ż

Èの東側からȪ側PかけてAaAaƻくなっている。これは石ƴのɼさにɦ©していると考えられ、

Ȧ込め石のğが大1い箇所は石ƴのɼさもɼく積まれ、Ȧ込め石のğがƻい箇所は石ƴのɼさは£

く積まれていたことが考えられる。そ,すると、·ȮĎのÊ側の石ƴはȪ側PÛかってAaAa£

くなるよ,にǴかれていたことが考えられる。石ƴのƊĄɼはŮ大で164cmである。	
 

	
 

石敷５	
 

調ŻÈ東側にて石ƴの前面に広がる状況を確認で1た（ëƶ10）。石敷５は調ŻÈの中央部でȬ

つかったÊÇ方Ûにĩびる石積み２まで続いていたことがľĆされ、そのƇ能についてはŎƎをĿ

Ⱥしたものではないかと考える。Ƿ10～20cmの石灰Ėが主体で、中には40cm大の石も§われている。

石敷５は、平成22Ģħにトレンチ22を調Żしたɬ、°かにƀ出されている。×ŏɣ地ÈでȬつかっ

た石敷４に類¡する。	
 

	
 

石積み２	
 

石積み１にǔ�するよ,に確認された（ëƶ10）。20～30cm大の石灰Ėを３段積aでいる。ÊÇ

方Ûにĩび、東側に面をもつ。また、ÿ端もĿȺして面取りされている。石積みのƊĄɼは36cm。	
 

	
 

石列３	
 

調ŻÈȪ側にて石ƴの根石の前面にて確認された（ëƶ10）。東Ȫ方Ûにĩび、Ç側に面をもつ。

また、Ȧ込め石も っている。Ƈ能については、石列を ,石ƴは、しまりのĭい造成土上に根石

をōえて立ち上げている状況もɈまえると、石ƴをȧĮするためのものと考えられる。石列のƊĄ

ɼは22cm。	
 

	
 

石列４	
 

調ŻÈȪ側のÇúにて確認された（ëƶ10）。面なHは確認で1ないが、Úじよ,な形Y大1さ

をした石が、ÿ端もŔってş¬�aでいる状況で確認されたため、石列と½断した。石列３より上

層でȬつかっているため、石列３よりはŦしい。今éは�部分のみƀ出したAけでǋめたため、詳

細については今後の調Żによりたい。	
 

	
 

遺ƄのŦũɦ©をŠǁすると、石積み１、石積み２、石敷５をǴいた後に、石ƴをȧĮする目的

で石列３をŦたにǴいたものと考えらえる。さらに、あまり時ɥをȅか=して、ǭ３層のクチz主

体の土をň²してßɌの土地造成をȣい、方形状の遺Ƅのよ,な内部遺ƄをǴいたものと考えられ

る。Ģ代としては、Ø遺Ƅの造成土から出土した遺物より、近世段ɪ（17世紀～18世紀代）にǴか

れたものか、あるいは近世段ɪにはすでにǴかれていたものと考えられる。	
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第８表 　南側石牆地区　（平成24年度）トレンチ24 土層一覧

層序 色 調 所　見

1a  Hue2.5Y4/6　オリーブ褐色土
前回調査時のブルーシートが入っている撹乱層。
石列2の造成土。

1b  Hue2.5Y4/3　オリーブ褐色土 粘質が強く、しまりも強い。小礫、炭粒を含む。撹乱層。

1ｃ  Hue5Y7/3　　浅黄色土
粘質は強く、しまりも強い。クチャブロック（1～30cm大）を多く含む。小礫も少しみら
れる。撹乱層。

1d  Hue2.5Y5/3　黄褐色土 粘質は強く、しまりも強い。クチャブロック（5～15cm大）を多く含む。撹乱層。

1e ― 撹乱層。

1ｆ  Hue5Y3/2　　オリーブ黒色土 粘質はややあるが、しまりはない。埋甕内の埋土。撹乱。

2 ― 注記なし。

3  Hue5Y4/2　　灰オリーブ色土
粘質がやや強く、しまりはよい。クチャブブロック（5～20cm大）を多く含む。クチャブ
ロックが主体の層。炭粒も僅かにみられる。現代遺物は混じらない。遺物は少ない。
（トレ22　4層・トレ23　6層と同層）

4  Hue10YR1.7/1　黒色土 炭層。礫（2～4cm大）がまばらに含まれる。（トレ22　5層と同層）

5  Hue2.5Y3/3　暗オリーブ褐色土 礫、炭粒を含む。瓦やセン、陶磁器などが多く混じる。石敷遺構5の上に堆積。

6  Hue2.5Y5/4　黄褐色土
粘質、しまりともに強い。7層と類似するが、クチャブロックが混じらないことで分けら
れる。

7  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質は強く、しまりはよい。炭粒、焼土粒、小礫を含む。遺物は瓦、塼、陶磁器など
多く含む。徳化窯系、沖施などもみられる。（トレ22　6層・トレ23　7層と同層）

8  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質は強く、しまりもある。炭粒、焼土粒、小礫を含む。10b層より混入物の密度は
少ない。石列4が入っている範囲のみに確認される。石列4の造成土と考えられる。

9  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質は強く、しまりはよい。炭粒、焼土粒、小礫を含む。7層と似ているが、混入物の
密度が7層より密である。（トレ22　6層・トレ23　7層と同層）

10a  Hue2.5Y5/3　黄褐色土
粘質は強く、しまりは弱い。炭粒、小礫を含む。（9層より混入物の密度は小さいが大
きめの礫が入る）

10b  Hue2.5Y5/2　暗灰黄色土 粘質、しまりともにややある。炭粒、焼土粒、小礫を含む。遺物は10a層より少ない。

10c  Hue2.5Y5/3　黄褐色土
10a層とほぼ似ているが、炭粒の混入が10a層と比べて少ないため分層した。石列3
の裏込め内の土。

11  Hue2.5Y4/3　オリーブ褐色土
粘質は強く、しまりは弱い。小礫、炭粒を含む。西側の下部に確認された石敷の下
だけにみられるため、石敷の造成土と考えられる。

12  Hue2.5Y4/3　オリーブ褐色土
粘質はあるが、しまりは弱い。小礫、炭粒を含む。小礫の密度が高い層。石列3はこ
の土にのっていることより、石列3の造成土と考えられる。遺物は少ない。

13  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質はややあるが、しまりは弱い（５層より弱い）。小礫、クチャブロックを含む。石列
3の造成土と考えられる。遺物は少ない。

14  Hue2.5Y5/2　暗灰黄色土より暗い しまりは弱い。炭粒を含む。16層より炭粒の混入が多い。石積み2の造成土。

15  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質がとても強く、しまりもある。石灰岩（2～7cm大）を多く含む。小礫、炭粒、焼土
粒を含む。石敷遺構5の造成土。

16  Hue2.5Y5/2　暗灰黄色土
粘質は強く、しまりは弱い。炭粒を僅かに含む。遺物はほとんど入っていない。石積
み１と２の造成土。

17  Hue2.5Y4/2　暗灰黄色土
粘質は強く、しまりは弱い。混入物はない。遺物もない。地山であるクチャブロックの
上にたまっている柔らかい土。16層より暗い。

18  Hue5Y5/2　　灰オリーブ色土
粘質がとても強く、しまりは弱い。焼土粒を僅かに含む。地山のクチャブロックの間
に堆積している土。

19  Hue5Y5/2　　灰オリーブ色土 粘質は弱く、しまりは強い。クチャの地山。
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ƣ製品の出土について	
 

	
 トレンチ24の調ŻÈȪ側でƣ製

品が出土した。その状況は、Ń後

のŝ�層をŐり下げていくと、�

部が土ð状にƜくなる箇所があっ

た。そこを半ńして確認したǼŸ、

cラス瓶YɝƵなHがÜまれてい

た。そのś�部分をŐり下げてい

くと、Ƿ10～20cm大の石灰Ėが２

¬²っており、その下部ßɌにƣ

製品の�部がみられた。そこで、

石を取りɨいてßりの土をŁ重に

Őり下げていくと、胴部が�つに

Ãれ、Ħ部が上をÛいた状ŀのƣ

製品が出土した。ƣ製品の�端に

は赤色系塼があり、{dの下ɶɻ

も１点みられた。	
 

	
 このƣ製品は焼物の壺で、その

表面にはƷ�Y唐草なHのſ物Y

Ž子状の文様が立体的にƛかび上

がるよ,に彫られていた。焼物に

ƣをøěしたƣ製品は非常にƾし	
 

いことより、ȿ重な資料と考え、取り上げのɬはŁ重を期した。Aが、ƣ製品のȏ土はɊ質で、表

面には細かなNびが多く²っていたため、取り上げはǛƵのまとまりごとにşéに分けてȣった。

取り上げ後はƗƚをȣい、�部についてはȧĮ材（土器Į化Ârインl���.17）をøěした後にŒ

合をȣった。小ǛƵについてはȧĮ材を施さ=、�Ƴしないよ,ƠらせたスxンiでÅみつつ、Ǩ

ƍをɓ断してª管し、後にƣの成分分ŷを明Ƒ大ą大ąɧǁęąǚǧǣにāȲした。この詳細につ

いては、遺物及びȓƯ化ą分ŷのɲで÷Þする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図版 㻝㻝　 ⁽〇ရฟᅵ≧ἣ

➨ 2㻜 図　⁽〇ရ ᳨ฟ⟠ᡤ

0 �ｍ

N
➨㻠㻥図 　⁽〇ရ

131

0 10cm



55

➨
㻞
㻝

図
　

⁽
〇

ရ
 ᳨

ฟ
≧

ἣ

䛱

䛯

䛯䇻

䛱
䇻

S

䡶
䢙

䡴
䢔䡬

䢀

▼
ิ

䠐

▼
✚

䜏
䠍

▼
ิ

䠏

⁽
〇

ရ

EL=104.000m

EL=102.000m

3 ᒙ

7 ᒙ

9 ᒙS

10䠿ᒙ

10㼎 ᒙ
10䠽ᒙ

12 ᒙ

13 ᒙ

石
積
み
１

石
列
３

⿬㎸䜑

䛯 䛯䇻

ᅵᒙ᩿㠃図

EL
=1
03
.5
00
m

EL
=1
02
.5
00
m

1
ᒙ

3
ᒙ

S

3
ᒙ

ሾ

⁽
製

ရ

7
ᒙ

7
ᒙ

䛱
䛱

䇻

ᅵ
ᒙ

図

0
2
ｍ

⁽
製

ရ
 ฟ

ᅵ
≧

ἣ
䠄
໭

䛛
䜙

䠅
⁽

製
ရ

ฟ
ᅵ

 南
ቨ

ᅵ
ᒙ

䠄
໭

䛛
䜙

䠅

N

1
ᒙ

䇷
᧠

஘
ᒙ

䚹

3
ᒙ

⅊
䜸

䝸
ー

䝤
Ⰽ

ᅵ
䜽

䝏
䝱

䝤
䝻

䝑
䜽

䛜
୺

య
の

ᒙ
䚹

7
ᒙ

ᬯ
⅊

㯤
Ⰽ

ᅵ
⢓

㉁
ᙉ

䛔
䚹

Ⅳ
⢏

、
↝

ᅵ
⢏

、
ᑠ

♟
を

ྵ
䜐

䚹

9
ᒙ

ᬯ
⅊

㯤
Ⰽ

ᅵ
⢓

㉁
ᙉ

䛔
䚹

Ⅳ
⢏

、
↝

ᅵ
⢏

、
ᑠ

♟
を

ྵ
䜐

䚹
䠄
H

2
2
　

7
ᒙ

䛸
ྠ

ᒙ
の

⠊
␪

䠅

1
0
aᒙ

㯤
〓

Ⰽ
ᅵ

⢓
㉁

ᙉ
䛔

䚹
Ⅳ

⢏
、

ᑠ
♟

を
ྵ

䜐
䚹

遺
≀

䛿
ከ

䛔
䚹

1
0
䠾
ᒙ

ᬯ
⅊

㯤
Ⰽ

ᅵ
1
0
aᒙ

䜘
䜚
遺

≀
䛿

ᑡ
な

䛔
䚹

1
0
䠿
ᒙ

㯤
〓

Ⰽ
ᅵ

石
ิ

3
の

⿬
㎸

䜑
ෆ

の
ᅵ

䚹

1
2
ᒙ

䜸
䝸
ー

䝤
〓

Ⰽ
ᅵ

⢓
㉁

䛿
䛒

る
䚹

ᑠ
♟

、
Ⅳ

⢏
を

ྵ
䜐

䚹
石

ิ
3
の

㐀
成

ᅵ
䚹

遺
≀

䛿
ᑡ

な
䛔

䚹

1
3
ᒙ

ᬯ
⅊

㯤
Ⰽ

ᅵ
⢓

㉁
䛿

䛒
る

䚹
ᑠ

♟
、

䜽
䝏

䝱
䝤

䝻
䝑

䜽
を

ྵ
䜐

䚹
石

ิ
3
の

㐀
成

ᅵ
䚹

遺
≀

䛿
ᑡ

な
䛔

䚹



56

地ĕ確認調Żのƃȫ	
 

	
 続けて平成24Ģħは、ǎŐ調ŻのǺ�後に開¯された·ȮĎ跡Š備āã�で、確認された石ƴに

ついて、石ƴのŠ備ライン及びŠ備石ƴɼについてčȻがなされた。その中で、Š備石ƴɼを確Ć

させるために、Ê側石ƴȎ後におけるのり面のŠ形方Ɣにɦする確認調Żのĺȫ性がŖɄされた。

それをÓけ、平成25Ģ２ůに、トレンチ24で確認された石ƴȎ後における地ĕ確認調Żを沖縄ǖ教

ȍģ文化Ƚ課がȣった（ǭ22ë、ëƶ12）。	
 

	
 調ŻのǼŸ、石ƴの造成土を確認することがで1たが、ßɌはŃ後の大1なś�をÓけており、

石ƴをǴいたɬのƄǴ方Ɣを確認することはで1なかった。また、出土遺物はなく、石ƴ造成土に

ɦするĢ代のŇŗにはȔらなかった。	
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２	
 遺物	
 

	
 Ê側石ƴ地Èからはǿş 1711 点の遺物が出土している。内訳をみると、中国・タイ・wトナy・

本土産の陶磁器、沖縄産陶器、土器、石製品、·ǒ状製品、煙管、ɠȾ、青ɟ製品、ɝ製品、瓦、

塼、石材が出土している。Ůも多いのは瓦Y陶磁器である。陶磁器にɦしては、14 世紀後半～近ƿ

代までのものがあり、17 世紀～18 世紀代のものが主体をËめる。産地¾にみると沖縄産陶器がŮも

多く、Ɖに中国産が多い。本地È出土の遺物については、層ĥごとの遺物の様相をŌえるために、

Ø層ごとに÷Þする。ここでは 174 点についてë化し、¬'の所Ȭは遺物観Č表にまとめた。	
 

	
 

	
 �トレンチ 22	
 ʆ層出土遺物（１～10）	
 

	
 トレンチ 23 のʇ層、トレンチ 24 のʇ層、ʉ層とÚ層と考えられる層で、グスク時代～近世相当

の遺物が出土している。その内訳は、中国産白磁２点、中国産染付ʇ点、中国産褐釉陶器５点、本

土産青磁１点、本土産染付１点、本土産陶器５点、初期沖縄産無釉陶器４点、沖縄産無釉陶器 14

点、ǜ質土器１点、大á系瓦１点、明朝系瓦 25 点（灰色系と褐色系が主体、赤色系少ない）、塼ʇ

点、石材１点の合計 74 点である。主体は 17 世紀後半～18 世紀代と考えられる。	
 

	
 １は中国産褐釉陶器の壺、２は肥前産の青磁の碗、３・４は本土産陶器の碗及び擂鉢で、い=れ

も肥前産である。５・ʈは初期沖縄産無釉陶器の擂鉢である。外面または�面にƕ釉が施釉され、

素地には白色土が筋状に²っているのが特徴である。ʆ・ʇは沖縄産無釉陶器の碗、ʉは沖縄産無

釉陶器の火炉である。ʉは外面胴部及びǌ付にƲが付Ǘする。10 はǜ質土器（本土産Ƭƫ）で、土

Ĝ質なȏ土が特徴である。ÿǊĎ跡、ɹɘó跡、中óĶƌ跡なHで出土例がある。	
 

	
 

�トレンチ 23	
 ʇ層出土遺物（11～44）	
 

	
 トレンチ 22 の 6 層、トレンチ 24 のʇ層、ʉ層とÚ層と考えられる層で、グスク時代～近世相当

の遺物が主に出土している。その内訳は、中国産青磁２点、中国産白磁４点、中国産染付 46 点、中

国産褐釉陶器ʆ点、褐釉磁器１点、本土産染付 10 点、本土産近ƿ代磁器１点、本土産陶器 18 点、

沖縄産施釉陶器２点、初期沖縄産無釉陶器 10 点、沖縄産無釉陶器 55 点、陶質土器２点、·ǒ状製

品１点、大á系瓦２点、明朝系瓦 42 点（灰色系、褐色系）、塼ʈ点、石材３点の合計 213 点である。

主体は 17 世紀～18 世紀代と考えられる。１点のみ近ƿ代磁器と思われる鉢が出土しているが、調

Ż時の状況は、本層中からは近ƿ代の遺物はRSみられなかったことより、上層から混²したもの

と考えたい。	
 

	
 11・12 は中国産青磁の龍泉窯の瓶及び壺、13 は福建・広東系の中国産白磁の碗である。14～20

は中国産染付で、14～18 が福建・広東系の碗、19・20 は景徳鎮窯の小碗である。21 は褐釉磁器の

小碗で景徳鎮窯、22 は本土産染付で肥前産のȬ込ȜǠ碗である。24 は近ƿ代磁器の鉢である。23・

25～28 は本土産陶器で、23 は«Ƃ焼の壺、25・26 は肥前産の碗、27 は備前産の擂鉢、28 は肥前産

の擂鉢のĦ部で、４の口縁部とÚじ素地であることより、Ú資料のĦ部になるものと考えられる。

29～35 は初期沖縄産無釉陶器である。31 は内面口縁部にhンg目がある。33・34 は三足の香炉と

考えられる。36～43 は沖縄産無釉陶器、44 は陶質土器の皿で、ǜ質の資料である。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ３層（45～49）	
 

	
 方形状の遺Ƅの造成土で、グスク時代～近世相当の遺物が主に出土している。その内訳は、中国

産白磁１点、中国産染付 10 点、中国産褐釉陶器２点、瑠璃釉１点、本土産陶器ʆ点、沖縄産施釉陶

器４点、初期沖縄産無釉陶器１点、沖縄産無釉陶器 13 点、明朝系瓦ʈ点（灰色系、褐色系）、塼５

点、石材１点の合計 52 点である。主体は 17 世紀後半～18 世紀代である。	
 

	
 45 は中国産染付で、福建・広東系の碗である。46 は瑠璃釉の小碗で、景徳鎮窯である。47 は唐

Ƙ産の鉢、48 は沖縄産無釉陶器の碗、49 は端部çみ合わせタイuの塼である。	
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�トレンチ 24	
 ４層（50～52）	
 

	
 グスク時代～近世相当の遺物が主に出土している。その内訳は、中国産染付３点、中国産褐釉陶

器３点、褐釉磁器１点、タイ産褐釉陶器１点、本土産陶器３点、初期沖縄産無釉陶器１点、沖縄産

無釉陶器 13 点、明朝系瓦 16 点（灰色系、褐色系）、塼２点、産地不明製品が５点の合計 48 点であ

る。	
 

	
 50 は褐釉磁器の小碗で、景徳鎮窯、51・52 は沖縄産無釉陶器の碗で、51 は初期の製品である。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ５層（53～62）	
 

	
 石敷５の上にö積していた層で、火をÓけてĨžされたと考えられる�ŉ遺物とŌえた。17 世紀

後半～18 世紀代の遺物が主体である。その内訳は、中国産白磁１点、中国産染付４点、本土産染付

２点、初期沖縄産無釉陶器３点、沖縄産無釉陶器ʇ点、石製品１点、ɠȾ１点、青ɟ製品１点、明

朝系瓦 16 点（灰色系と褐色系が主体、赤色系少ない）、塼 24 点、石材１点の合計 61 点である。	
 

	
 53 は中国産染付で福建・広東系の碗、54・55 は肥前産の碗で、Ú�¬体と思われる。56・57 は

沖縄産無釉陶器の碗、58 はȢ石製の石Ǯで、·ɡ形状を呈している�方の端部をǮȳµとして§ǈ

していたことが考えられる。59 は古ċƏで、表面に孔がみられるなH、造りがɭである。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ５・ʇ層（63～70）	
 

	
 ５層またはʇ層の遺物を５・ʇ層としてまとめた。グスク時代～近世相当の遺物が出土しており、17

世紀～18 世紀代が主体である。その内訳は、中国産白磁３点、中国産染付１点、中国産褐釉陶器ʇ点、

本土産陶器ʇ点、初期沖縄産無釉陶器ʆ点、沖縄産無釉陶器 12 点、土器１点、石製品１点、明朝系瓦

45 点（灰色系と褐色系が主体、赤色系少ない）、塼 12 点、産地不明製品が 11 点の合計 108 点である。	
 

	
 63 は中国産白磁の小ŵで徳化窯系、64 は中国産褐釉陶器の壺、65～67 は本土産陶器で、65 は肥

前産の擂鉢、66 は壺で、薩摩・ș代ė系、67 は小壺で薩摩・õ平窯である。68・69 は初期沖縄産

無釉陶器の皿と擂鉢、70 は沖縄産無釉陶器の碗である。外Ħにȁ¿がみられる。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ʇ層（71～100）	
 

	
 出土遺物の量は多く、グスク時代～近世相当の遺物がみられる。17世紀～18世紀代が主体である。

その内訳は、中国産青磁ʆ点、中国産白磁 14 点、中国産染付 52 点、中国産褐釉磁器 18 点、中国産

無釉陶器１点、瑠璃釉１点、タイ産褐釉陶器１点、wトナy産白磁１点、薩摩か朝ɽ産陶器ʆ点、

本土産染付 20 点、本土産磁器２点、近ƿ代磁器２点、本土産陶器 20 点、沖縄産施釉陶器２点、初

期沖縄産無釉陶器 24 点、沖縄産無釉陶器 68 点、陶質土器１点、瓦質土器１点、ǜ質土器１点、石

製品２点、青ɟ製品１点、明朝系瓦 85 点（灰色系と褐色系が主体、赤色系は少ない）、塼 19 点、石

材２点の合計 350 点である。	
 

	
 71・72 は中国産白磁で、71 は碗で景徳鎮窯、72 は小碗で徳化窯系、73～77 は中国産染付で、73・

74 は福建・広東系の碗、75 は景徳鎮窯の碗、76 は福建産の碗、77 はȘȞņの皿で景徳鎮窯である。

78 は急須の蓋のŚみで、ćȕ窯製品、79 はwトナy産白磁の碗、80～82 は本土産磁器で、肥前産

の碗である。83～86 は本土産陶器で、83 は唐Ƙ産の碗、84 は肥前産の�焼ɸ陶器の碗、85 は肥前

産の擂鉢、86 はȥ物Aが、産地は½Ưとしない。87・88 は初期沖縄産無釉陶器の皿と蓋である。89

～93 は沖縄産無釉陶器で、89・90 は碗、91 は皿で、90 と 91 の外Ħにはȁ¿がみられる。92・93

は擂鉢である。94 はǜ質土器（本土産Ƭƫ）の口縁部で、外面口縁部にはƲが付Ǘする。95 は青ɟ

製品でºȆである。96～100 は明朝系瓦で、96～98 は丸瓦で褐色系、99 は丸瓦で赤色系、100 は平

瓦で褐色系である。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ʈ層（101）	
 

	
 石列４の造成土である本層からは、明朝系瓦が１点のみ出土した。ɉ丸瓦で褐色系である。	
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�
01 式（上Î）・内ɥĶƌʊ（石�）。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ʇ・ʉ層（102～107）	
 

	
 ʇ層またはʉ層の遺物をʇ・ʉ層としてまとめた。グスク時代～近世相当の遺物が出土している。

17 世紀～18 世紀代が主体である。その内訳は、中国産青磁４点、中国産白磁５点、中国産染付 17

点、中国産褐釉陶器２点、色ǽ１点、本土産染付ʇ点、本土産磁器２点、本土産陶器 10 点、沖縄産

施釉陶器１点、初期沖縄産無釉陶器１点、沖縄産無釉陶器 21 点、陶質土器１点、土器１点、明朝系

瓦 25 点（灰色系と褐色系が主体）、塼２点、ƣæ１点、石材３点、産地不明製品１点の合計 105 点

である。	
 

	
 102 は中国産染付の碗で、福建・広東系である。103・104 は本土産磁器の小碗とɼ足ŵで、肥前

産である。105・106 は本土産陶器で、105 はɦȪ系と考えられる小碗、106 は唐Ƙ産の鉢である。

107 は沖縄産無釉陶器の碗である。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 ʉ層（108～112）	
 

	
 グスク時代～近世相当の遺物がみられる。17 世紀～18 世紀代が主体である。その内訳は、中国産

青磁１点、中国産白磁１点、中国産染付 12 点、中国産褐釉陶器１点、中国産無釉陶器１点、本土産

染付１点、本土産陶器ʇ点、沖縄産無釉陶器ʈ点、明朝系瓦 16 点（灰色系、褐色系）、塼１点、石

材１点の合計 50 点である。	
 

	
 108・109 は中国産染付の碗と皿で、108 は福建・広東系、109 は景徳鎮窯である。110 は本土産陶

器の碗で、外面にɟȀ釉、内面に灰釉をőけ分けした肥前・内ɚĕ産である。111・112 は沖縄産無

釉陶器の皿である。112 は口唇部にƲが付Ǘしていることより、灯明皿と考えられる。	
 

	
 

�トレンチ 24	
 10� 層（113～126）	
 

	
 グスク時代～近世相当の遺物が主にみられる。17 世紀～18 世紀代の遺物が主体である。その内訳

は、中国産青磁２点、中国産白磁ʈ点、中国産染付 23 点、中国産褐釉陶器ʇ点、タイ産青磁１点、

本土産染付ʆ点、本土産陶器５点、初期沖縄産無釉陶器２点、沖縄産無釉陶器 33 点、陶質土器１点、

土器１点、石製品２点、·ǒ状製品１点、ɝ製品４点、明朝系瓦 87 点（灰色系と褐色系が主体、赤

色系少ない）、塼 11 点、石材４点の合計 198 点である。	
 

	
 113 は中国産白磁の碗で、福建・広東系、114～117 は中国産染付で、114・115 が福建・広東系の

碗、116 が徳化窯系の碗、117 が景徳鎮窯の皿である。118～120 が本土産陶器で、118 は肥前・内ɚ

ĕ産の碗、119 は唐Ƙ産の�ıņの鉢、120 は薩摩産と考えられる蓋である。121 は初期沖縄産無釉

陶器の器種不明製品である。内外面ともにナo調Šが施される。特に外面は、Ȅ方ÛPのナo調Š

により面取りされる。内面及び上面は平坦ƍàに仕上げられている。¥らかの脚部になることも考

えられるが、½Ưとしない。122 は沖縄産無釉陶器の壺である。123～126 は明朝系瓦である。123・

124 は丸瓦で褐色系、125 は平瓦で褐色系、126 は平瓦で赤色系である。	
 

	
 

 トレンチ 24	
 10�・10� 層（127～162）	
 

	
 グスク時代～近世相当の遺物が主にみられる。17 世紀～18 世紀代の遺物が主体である。その内訳

は、中国産青磁５点、中国産白磁 10 点、中国産染付 35 点、中国産褐釉陶器 15 点、褐釉磁器２点、

瑠璃釉１点、三ı２点、Ȉȇ釉１点、ÿ目１点、中国産陶器１点、本土産染付 26 点、本土産陶器

26 点、沖縄産施釉陶器ʉ点、初期沖縄産無釉陶器 22 点、沖縄産無釉陶器 80 点、陶質土器１点、瓦

質土器３点、ǜ質土器１点、土器１点、煙管２点、大á系瓦１点、明朝系瓦 73 点（灰色系と褐色系

主体、赤色系少し）、塼 16 点、石材ʈ点、産地不明の製品が１点の合計 343 点である。遺物の内ĉ

は 10� 層とRSÚじである。	
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 127 は中国産白磁の皿で福建・広東系、128～130 は中国産染付の碗で、128 は徳化窯、129 と 130

が福建・広東系である。131 は褐釉磁器の小碗で景徳鎮窯、132 は瑠璃釉の瓶である。133～137 は

本土産染付で、133～136 は碗、137 は皿であり、全て肥前産となっている。138～140 は本土産陶器

で、138 と 139 は碗と小碗で肥前産、140 は擂鉢で備前産である。141～146、152、154・155 は初期

沖縄産無釉陶器である。141 と 142 は擂鉢、143 は火取、144 は大型の香炉である。外面口縁部と口

縁部下部に連続した三重弧文を施し、胴部には唐草文をめぐらす。脚部は獅子を象ったものが三足

付く。この脚部の類例資料が湧田古窯跡でみられる。145 は火炉、146 は器種不明の製品である。口

縁部と思われる資料で、上面は段をもつ。内面は指頭圧痕が明瞭である。外面口縁部の肥厚部は貼

り付けて成形している。外面は文様と思われる連続した彫り込みがみられる。素地は初期沖縄産無

釉陶器に特徴的な筋状の白色土が非常に多く混じっている。152 は肩部に龍を象った耳が付く壺と

したが、17 世紀前半の薩摩産とのご教示も得られており、今後類例資料を調べたい。154 は火炉で

ある。肩部を内側に屈曲させ、口縁部の上面観が三葉形をなす。147～151、153 は沖縄産無釉陶器

である。147～150 は碗、151 は擂鉢、153 は急須、156 は陶質土器の火炉、157～159 は瓦質土器で

ある。157 は瓦灯の屋根部分になるものかと考えられる資料である。外面は、非常に平坦に仕上げ

られ、端部は立ち上がる。反対側の斜めになっている端部についても立ち上がる状況が確認される。

双方をつなげると、平面形は三角形状を呈するものと考えらえる。また、中央部分には孔が１つあ

る。孔径は 6.6cm。組み合わせ式の瓦灯の屋根部分と考えられるが、類例に乏しく、詳細について

は今後の課題である。158 は大型の鉢である。159 は焜炉の目皿と考えられる資料である。外面は非

常に平坦で、器表面には３箇所の孔が開けられているのが確認される。孔径は 1.2cm。160 はパナリ

焼の香炉と考えられ、口縁断面は方形状を呈する。口唇部及び外面は非常に平坦であることより、

型枠成形による製品の可能性がある。161 は沖縄産無釉陶器の煙管で、八角形を呈する。火皿は欠

損している。162 は褐色系の明朝系丸瓦で、玉縁中央部にはヘラ印がみられる。	
 

	
 

⑬トレンチ 24	
 10c 層（163～165）	
 

	
 グスク時代～近世相当の遺物がみられる。出土量は少ない。内訳は、中国産白磁３点、中国産染

付２点、タイ産褐釉陶器１点、初期沖縄産無釉陶器２点、沖縄産無釉陶器１点、明朝系瓦 19 点（灰

色、褐色系）、塼１点、石材１点の合計 30 点である。	
 

	
 163 は中国産染付の蓋で、景徳鎮窯である。164 は沖縄産無釉陶器の火炉、165 は明朝系平瓦で、

褐色系である。	
 

	
 

⑭トレンチ 24	
 12 層（166～170）	
 

	
 石列３の造成土で、グスク時代～近世相当の遺物がみられる。その内訳は、中国産青磁３点、中

国産白磁２点、中国産染付２点、沖縄産無釉陶器１点、瓦質土器１点、土器２点、明朝系瓦 12 点（灰

色系、褐色系）の合計 23 点である。	
 

	
 166 と 167 は中国産青磁で、166 は景徳鎮窯の小碗、167 は龍泉窯の碗である。168・169 は中国産

染付の碗である。170 は褐色系の明朝系平瓦である。	
 

	
 

⑮トレンチ 24	
 15 層（171～173）	
 

	
 石敷５の造成土で、グスク時代～近世相当の遺物がみられる。その内訳は、中国産褐釉陶器５点、

初期沖縄産無釉陶器２点、沖縄産無釉陶器３点、明朝系瓦 13 点（灰色系と褐色系が主体、赤色系少

ない）、塼４点の合計 27 点である。	
 

	
 171 は初期沖縄産無釉陶器の擂鉢、172・173 は沖縄産無釉陶器の擂鉢と碗である。	
 

	
 

⑯トレンチ 24	
 16 層（174）	
 

	
 石積み１及び２の造成土で、中国産褐釉陶器の瓶の口縁部が１点のみ出土している。	
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

1
中国産

褐釉陶器
壺 口縁部 - - -

両面に黒褐色釉を施釉。素地は灰黄色で細かい。石英や
黒色粒を含む。15c～16c。

H22
 トレンチ22
 ６層

2 本土産青磁 碗 口縁部 - - -
明オリーブ灰色釉を両面に施釉。素地は灰白色で細か
い。外面胴部下半にはヘラなどによる縞状の削りがみられ
る肥前。17c前か。

H22
 トレンチ22
 ６層

3 本土産陶器 碗 底部 - 4.2 -

灰オリーブ色釉を両面に施釉。外面は高台脇まで施釉し、
内底は蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で細かい。微細な貫
入あり。外底の削りがやや粗雑。内底に目跡あり。轆轤成
形。肥前。

H22
 トレンチ22
 ６層

4 本土産陶器 擂鉢 口縁部 - - -
暗褐色釉を両面の口縁部に施釉。素地は灰色を呈し、細
かい。白色粒、黒色粒を僅かに含む。内面口縁部下部に
段をもつ。櫛目は明瞭。肥前。17c前。

H22
 トレンチ22
 ６層

5
初期

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 口縁部 - - -
外面は泥釉が施され、素地は暗赤褐色を呈する。石英や
赤色粒を含む。白色土が筋状にみられる。外面口縁部下
部に泥釉の溜まりがみられる。轆轤成形。

H22
 トレンチ22
 ６層

6
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 - - -

両面、断面ともに灰褐色を呈する。石英・砂粒・赤色粒を
含む。口唇部はやや尖る。轆轤成形。

H22
 トレンチ22
 ６層

7
沖縄産

無釉陶器
碗 底部 - 6.4 -

明赤褐色を呈する。砂粒を含み、赤色土がブロック状に混
じる。高台低い。外底にヘラ描きあり。轆轤成形。

H22
 トレンチ22
 ６層

8
初期

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 底部 - - -
両面に泥釉を施釉。断面はにぶい赤褐色を呈する。赤色
土や白色土が筋状に多く混じる。泥釉が掛かっているた
め、内面の櫛目はかなり浅い。轆轤成形。

H22
 トレンチ22
 ６層

9
沖縄産

無釉陶器
火炉 底部 - 8.6 -

両面及び断面は赤褐色を呈する。微細な白色粒を含む。
赤色土がブロック状に混じる。外面胴部及び畳付に煤付
着。轆轤成形。

H22
 トレンチ22
 ６層

10 硬質土器 焙烙 口縁部 - - -
内外面：淡灰白色、断面：灰白色、胎土：土師質、混入物：
赤色粒、白色粒。口唇部は平坦に仕上げ。

H22
 トレンチ22
 ６層

11 中国産青磁 瓶 胴部 - - -
淡オリーブ灰色を呈し、細かな気泡を含む。素地は灰白色
で、緻密。胴つぎがみられる。龍泉窯。

H22
 トレンチ23
 ７層

12 中国産青磁 酒会壺 口縁部 - - -
光沢のあるオリーブ灰色の釉を両面に施釉。口縁部は釉
剥ぎ。素地は灰白色で緻密。外面に蓮弁文と思われる文
様あり。龍泉窯。

H22
 トレンチ23
 ７層

13 中国産白磁 碗 底部 - 7.6 -
灰白色の釉を両面に施釉。外面は畳付脇まで施釉。内底
は蛇の目釉剥ぎ。素地は淡橙色で粗い。黒色粒を含む。
福建・広東系。16c後～17c前。

H22
 トレンチ23
 ７層

14 中国産染付 碗 口縁部 11.2 - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は灰白色で緻密。外面胴部
に草花文。景徳鎮窯。

H22
 トレンチ23
 ７層

15 中国産染付 碗
口～
底部

12.9 7.2 5.5

灰白色釉を両面に施釉。外面は高台途中まで及び外底に
施釉。内面は内底を蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で細か
い。外面胴部にスタンプの鳳凰文か。福建・広東系。17c後
半～18c前。

H22
 トレンチ23
 ７層

16 中国産染付 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。素地は灰白色で細かい。外面胴部
にスタンプの鳳凰文か。福建・広東系。17c後半～18c前。

H22
 トレンチ23
 ７層

17 中国産染付 碗 口縁部 - - -

明オリーブ灰色釉を両面に施釉。素地は灰白色で緻密。
外面胴部にスタンプの菊花文を押し、唐草を絵付け。外面
口唇部下を削り、玉縁状を呈する。福建・広東系。17c後～
18c前。

H22
 トレンチ23
 ７層

18 中国産染付 碗 底部 - 7.2 -
明緑灰色釉を両面に施釉。外面は畳付のみ露胎。内底は
蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で緻密。福建・広東系。17c
後～18c代。

H22
 トレンチ23
 ７層

19 中国産染付 小碗 口縁部 7.8 - -
明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。外面口縁
部に二重圏線、胴部に植物の文様か。景徳鎮窯。

H22
 トレンチ23
 ７層

20 中国産染付 小碗 底部 - 4.0 -
灰白色釉を両面に施釉。畳付は露胎。素地は灰白色で緻
密。外面腰部から高台に複数の圏線。内底は圏線内に文
様あり。景徳鎮窯。

H22
 トレンチ23
 ７層

第23図
図版14

21
中国産

褐釉磁器
小碗 口縁部 7.6 - -

外面に褐釉、内面に透明釉の掛け分け。素地は白色で緻
密。内底に山水文か。外反口縁。景徳鎮窯。17c後。

H22
 トレンチ23
 ７層

第23図
図版13

出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

観 察 事 項 年度
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

22 本土産染付 碗 底部 - 6.0 -
両面に灰白色の釉を施釉。畳付は露胎。素地は暗灰白色
で緻密。黒色粒を含む。外面高台に二重圏線、内底の文
様は荒磯文と考えられる。肥前。17c後。

H22
 トレンチ23
 ７層

23 本土産陶器 壺 底部 - 9.6 -

外面に光沢のあるオリーブ黄色釉を施釉。素地は灰白色
で細かい。石英や黒色粒を含む。外底には溶着痕あり。内
底に小さな粘土の塊がくっついており、釉がドット状に散ら
ばっている。轆轤成形。信楽焼。

H22
 トレンチ23
 ７層

24
本土産

近現代磁器
鉢 口縁部 20.6 - -

外面及び内面口縁部下部までガラス質の褐釉を施釉。素
地は白色で緻密。

H22
 トレンチ23
 ７層

25 本土産陶器 碗 口縁部 - - -
外面に銅緑釉、内面に灰釉の掛け分け。素地は灰白色で
細かい。黒色粒を含む。肥前・内野山産。17c後～18c前。

H22
 トレンチ23
 ７層

26 本土産陶器 碗 底部 - 4.2 -

灰オリーブ色釉を両面に施釉。外面は高台脇まで施釉し、
内底は蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で細かい。微細な貫
入あり。外底の削りがやや粗雑。内底に目跡あり。轆轤成
形。肥前。

H22
 トレンチ23
 ７層

27 本土産陶器 擂鉢 底部 - 12.6 -
内面に灰褐色釉を施釉。外面は露胎。素地は暗灰白色で
細かい。黒色粒、白色粒、石英、赤色粒を多く含む。櫛目
は深くはっきりしている。外底に砂目の跡あり。備前。16ｃ。

H22
 トレンチ23
 ７層

28 本土産陶器 擂鉢 底部 - 7.8 -

両面はにぶい褐色、断面は褐灰色を呈する。質は細か
い。白色粒、黒色粒を僅かに含む。櫛目は深く、はっきりし
ている。底部と胴部の境は稜をもつ。第23図4と同資料と思
われる。肥前。17ｃ前。

H22
 トレンチ23
 ７層

29
初期

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 口縁部 - - -
両面に泥釉を施釉か。素地は暗褐色を呈する。石英を含
み、白色土が筋状にみられる。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

30
初期

沖縄産
無釉陶器

蓋 - 11.2 - -

外面は暗赤褐色、内面は赤褐色で、断面は褐灰色を呈す
る。石英を含む。両面の縁付近には煤が付着。被熱の影
響か、内面はアバタ状を呈する。撮みの部分から破損して
いる。

H22
 トレンチ23
 ７層

31
初期

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 19.2 - -
外面に暗褐色の泥釉を施釉。内面及び断面はにぶい赤
褐色を呈する。石英を多く含み、白色土が筋状にみられ
る。内面口縁部にサンゴ目あり。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

32
初期

沖縄産
無釉陶器

壺 底部 8.8 - -

両面に泥釉を施釉。外底は露胎。外面はにぶい黄橙色、
内面は灰色を呈する。断面は灰褐色で、石英粒を多く含
む。赤色土がブロック状に混じり、白色土が筋状にみられ
る。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

33
初期

沖縄産
無釉陶器

香炉 底部 - 16.4 -

外面に暗赤褐色の泥釉を施釉。内面は露胎。断面はにぶ
い赤褐色を呈する。石英を多く含む。赤色土及び白色土
が筋状に多くみられる。足は逆S字状を呈する、轆轤成
形。

H22
 トレンチ23
 ７層

34
初期

沖縄産
無釉陶器

香炉 底部 - 12.0 -

両面に黒褐色の泥釉を施釉。断面はにぶい赤褐色を呈す
る。石英を多く含む。赤色土及び白色土が筋状に多くみら
れる。底部の一部の粘土を上方に折り曲げて足を造り出し
ている。

H22
 トレンチ23
 ７層

35
初期

沖縄産
無釉陶器

火炉 胴部 - - -
両面に灰赤色の泥釉を施釉。断面はにぶい赤褐色を呈す
る。石英を多く含む。赤色土及び白色土が筋状に多くみら
れる。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

36
沖縄産

無釉陶器
碗

口～
底部

13.8 6.2 6.3

外面胴部上半部は橙～灰褐色の泥釉、腰部から外底は
露胎で赤褐色。内面は褐灰色の泥釉を施釉。ブロック状の
赤色土、石英、砂粒を含む。高台の造りは粗く、かなり低
い。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

37
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 13.8 - -

両面ともに橙～灰褐色を呈する。ブロック状の赤色土、石
英、砂粒を含む。口縁部に煤が付着。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

38
沖縄産

無釉陶器
碗 底部 - 5.8 -

外面は橙色、内面はにぶい橙色。断面は灰色と明赤褐色
がサンドイッチ状を呈する。ブロック状の赤色土、石英、砂
粒を含む。内底の一部に泥釉がかかる。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

39
沖縄産

無釉陶器
皿

口～
底部

12.2 6.2 3.2
外面は暗赤褐色～赤褐色で、内面は極暗赤褐色の泥釉
を施釉。ブロック状の赤色土、石英を含む。底部はベタ
底。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

第23図
図版14

第24図
図版14

第24図
図版15

年度 出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

観 察 事 項
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｃ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

40
沖縄産

無釉陶器
皿 口縁部 10.4 - -

外面はにぶい赤褐色、内面は暗赤褐色を呈する。口唇部
は泥釉がかかり、内面は自然釉がドット状に散らばってい
る。ブロック状の赤色粒、石英を多く含む。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

41
沖縄産

無釉陶器
擂鉢 口縁部 - - -

外面はにぶい赤褐色の泥釉を施釉し、内面は赤褐色を呈
する。白色粒や黒色粒を僅かに含む。口縁部は逆「L」字
状。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

42
沖縄産

無釉陶器
火炉 底部 - 12.6 -

両面ともに明赤褐色を呈する。ブロック状の赤色土、石
英、白色粒、黒色粒を含む。円錐状の脚が3点つくものと
考えられる。轆轤成形。

H22
 トレンチ23
 ７層

43
沖縄産

無釉陶器
器種
不明

底部 - 7.0 -
浅黄色の自然釉が外面胴部から外底にかけて施釉され
る。内面は灰オリーブ色で露胎。浅黄色土がマーブル状
に混じる。底部はベタ底。

H22
 トレンチ23
 ７層

44 陶質土器 皿 口縁部 - - -
両面とも明赤褐色を呈する。白色粒、黒色粒、雲母を含
む。硬質で焼成良好。

H22
 トレンチ23
 ７層

45 中国産染付 碗 口縁部 - - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は灰白色で細かい。外面胴
部にスタンプの菊花文か。福建・広東系。17c後半～18c
代。

H24
 トレンチ24
 ３層

46
中国産
瑠璃釉

小碗 底部 - 4.6 -
外面に瑠璃釉、内面に透明釉を掛け分け。素地は白色で
緻密。腰部はやや丸みをおび、高台は断面三角形状を呈
する。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 ３層

47 本土産陶器 鉢 口縁部 - - -
灰白色釉を両面に施釉し、内面は胴部途中まで施釉。素
地はにぶい赤褐色で細かい。白色粒を含む。口唇部は断
面三角形状を呈する。被熱を受けている。唐津。17c代。

H24
 トレンチ24
 ３層

48
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 11.6 - -

外面胴部上半部は灰褐色の泥釉が掛かり、胴部下半から
は露胎で赤褐色。内面はにぶい褐色の泥釉。石英、砂粒
を含む。僅かにブロック状の赤色土が混じる。口唇部は舌
状を呈する。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ３層

49 塼 Ⅲ式 - - - -
灰色系。表面はナデがやや良好。裏面は粗面。端部に段
を成形する。裏面に「へ」の字状の箆印あり。

H24
 トレンチ24
 ３層

50
中国産

褐釉磁器
小碗 底部 - 3.8 -

外面に褐釉、内面に透明釉を掛け分け。素地は白色で緻
密。外底に二重圏線、内底に二重圏線と山水文。景徳鎮
窯。17c後。

H24
 トレンチ24
 ４層

51
初期

沖縄産
無釉陶器

碗 底部 - 6.8 -
両面とも灰色を呈し、露胎。白色粒を含む。白色土が筋状
にみられる。造りは非常に粗い。外底に糸切痕と思われる
細かい筋と、ヘラ印あり。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ４層

52
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 14.0 - -

外面は明赤褐色、内面は明赤褐色～灰赤色を呈する。断
面は灰色と赤色がサンドイッチ状をなす。口唇部は舌状を
呈する。器壁は厚い。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ４層

53 中国産染付 碗 口縁部 - - -
明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で細かい。外面胴
部にスタンプの丸文か。口縁部はやや外反する。福建・広
東系。17c後半～18c代。

H24
 トレンチ24
 ５層

54 本土産染付 碗 口縁部 - - -
内外面に灰白色の釉を施釉。素地は暗灰白色で緻密。黒
色粒を僅かに含む。外面胴部に草花文か。被熱を受けて
いる。第25図55と同一個体と思われる。肥前。17c後半～。

H24
 トレンチ24
 ５層

55 本土産染付 碗 底部 - 5.7 -

内外面に灰白色の釉を施釉。素地は暗灰白色で緻密。黒
色粒を僅かに含む。外面胴部に草花文か。内底は荒磯文
か。被熱を受けている。第25図54と同一個体と思われる。
肥前。17c後半～。

H24
 トレンチ24
 ５層

56
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 11.3 - -

外面は黒褐色の泥釉で、内面は灰褐色～赤褐色を呈す
る。ブロック状の赤色土、石英を含む。口唇部は舌状を呈
し、外面口縁部下に段をもつ。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ５層

57
沖縄産

無釉陶器
碗 底部 - 6.5 -

明赤褐色を呈する。白色粒、黒色粒、石英を含む。高台は
造りが粗く、非常に低い。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ５層

58 石製品 石筆 - 3.8 0.6 0.5 断面は楕円形。端は円錐状を呈する。蝋石製。 H24
 トレンチ24
 ５層

59 銭貨
寛永
通宝

- - - 0.1
古寛永と考えられる。初鋳年代は1636年。江戸時代。造り
は雑で、青銅が均一に流し込まれていないことによる孔が
確認される。

H24
 トレンチ24
 ５層

第24図
図版15

第25図
図版15

第25図
図版16

年度 出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｅ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

80 本土産染付 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。口縁部はやや
内湾する。外面胴部に折枝梅文か。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７層

81 本土産染付 碗 口縁部 - - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は暗灰白色で緻密。黒色粒
を含む。外面口縁部に圏線、胴部に雲竜文か。内面口縁
部に圏線。直口口縁。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７層

82 本土産染付 碗 底部 - 5.7 -
灰白色釉を両面に施釉。高台途中から外底にかけては露
胎。素地は灰白色で細かい。外面腰部に唐草文。内底に
荒磯文か。腰部は稜をもつ。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７層

83 本土産陶器 碗 口縁部 - - -
両面に暗オリーブ灰色を施釉。素地はにぶい橙色で細か
い。黒色粒、砂粒を含む。外面に鉄絵による文様あり。口
縁部はやや外反する。轆轤成形。唐津。

H24
 トレンチ24
 ７層

84 本土産陶器 碗 底部 - 5.1 -

両面に透明釉を施釉。高台脇から外底にかけては露胎。
細かい貫入あり。素地は灰白色で細かい。赤色粒、黒色
粒を含む。内底に山水文。外底に銘あり。底部の成形が丁
寧。京焼風陶器。1650年～1690年代か。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７層

85 本土産陶器 擂鉢 口縁部 32.4 - -
暗褐色釉を両面の口縁部に施釉。素地は灰色を呈し、細
かい。白色粒、黒色粒を僅かに含む。内面口縁部下部に
段をもつ。櫛目9本一組。肥前。17ｃ前。

H24
 トレンチ24
 ７層

86 本土産陶器 袋物 底部 - 4.6 -
暗赤褐色釉を外面に施釉。内底に釉垂れあり。素地はに
ぶい黄橙色と灰色がサンドイッチ状を呈し、細かい。黒色
粒、白色粒を含む。内底は轆轤痕が明瞭。

H24
 トレンチ24
 ７層

87
初期

沖縄産
無釉陶器

皿
口～
底部

10.4 6.8 2.6
にぶい褐色の泥釉が両面に施され、内底と外底は露胎。
素地は橙色を呈する。石英を含む。白色土が筋状にみら
れる。ベタ底。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

88
初期

沖縄産
無釉陶器

蓋 - - - -
外面に黒褐色の泥釉を施釉。内面は露胎。素地は暗赤褐
色を呈する。石英を含む。白色土が筋状にみられる。轆轤
成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

89
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 13.6 - -

両面及び断面は橙色を呈する。石英、赤色土が混じる。轆
轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

90
沖縄産

無釉陶器
碗 底部 - 4.7 -

両面は明橙色を呈し、断面は灰色。白色粒を僅かに含
む。高台は低く、造りは粗い。外底に線刻あり。

H24
 トレンチ24
 ７層

91
沖縄産

無釉陶器
皿 底部 - 3.2 -

両面は黄灰色の泥釉を施釉し、断面は暗赤褐色を呈す
る。石英を含む。外底に線刻あり。ベタ底。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

92
沖縄産

無釉陶器
擂鉢 口縁部 - - -

外面に灰褐色の泥釉を施釉。内面は露胎。断面はにぶい
赤褐色を呈する。石英、赤色土が混じる。櫛目9本一組。
轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

93
沖縄産

無釉陶器
擂鉢 底部 - 8.6 -

外面はにぶい赤褐色～明赤褐色、内面及び断面は明赤
褐色を呈する。石英、白色粒、赤色土、石灰岩粒が混じ
る。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７層

94 硬質土器 焙烙 口縁部 - - -
内外面：淡灰白色、断面：灰白色、胎土：土師質、混入物：
赤色粒、白色粒。口縁部内面は断面三角形状を呈する。
外面口縁部は煤が付着する。

H24
 トレンチ24
 ７層

95 青銅製品 切羽 - - - - 緑錆が全面的に付着。 H24
 トレンチ24
 ７層

96 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認できる。玉縁中央部には十字状のヘラ印あり。角1有
り。

H24
 トレンチ24
 ７層

97 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が2条
確認できる。玉縁端部から中央部にかけて垂直方向の平
行する4本線のヘラ印あり。

H24
 トレンチ24
 ７層

98 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認される。玉縁中央部にはやや垂直方向の二本線に斜
位の一本線と水平方向の一本線が交差したヘラ印あり。

H24
 トレンチ24
 ７層

99 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
赤色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認できる。玉縁段部に斜位の一本線のヘラ印あり。

H24
 トレンチ24
 ７層

100 瓦
明朝系
平瓦

狭端部 - - -
褐色。凸面の狭端側にナデによる凹線がみられる。凹面に
は1条の糸綴り圧痕が確認される。角1有り。

H24
 トレンチ24
 ７層

出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ）

観 察 事 項

第26図
図版18

第27図
図版18

第27図
図版19

第28図
図版19

年度
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｆ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

第28図
図版19

101 瓦
明朝系
軒丸瓦

- - - -
褐色。瓦当部。器面は風化がみられ、外周には粘土バリが
残る。瓦当裏は縦方向の指ナデ痕が残り、凹凸面となって
いる。

H24
 トレンチ24
 ８層

102 中国産染付 碗 口縁部 14.4 - -
明オリーブ灰色釉を両面に施釉。素地は灰白色で細か
い。外面胴部にスタンプの鳳凰文と絵付けの唐草文か。福
建・広東系。17c後半～18c代。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

103 本土産染付 小碗 底部 - 4.0 -
外面に明緑灰色釉、内面に透明釉を掛け分け。畳付は露
胎。内底に明緑灰色釉の釉垂れがみられる。素地は白色
で細かい。内底に花文か。畳付に砂付着。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

104 本土産染付 高足杯 底部 - 4.0 -
外面に灰白色釉を施釉。外面胴部下半から外底にかけて
露胎。素地は灰白色で細かい。黒色粒を含む。外底中央
部は凹む。轆轤成形。肥前。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

105 本土産陶器 小碗 底部 - 4.6 -
にぶい黄色釉を両面に施釉し、外面腰部から外底にかけ
ては灰褐色釉を施釉。畳付を釉剥ぎ。灰白色で細かい。
腰部に稜をもつ。関西系。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

106 本土産陶器 鉢 口縁部 - - -
両面に灰黄褐色釉を施釉。素地はにぶい赤褐色で細か
い。石英、砂粒を含む。内面は白土で刷毛目の文様及び
象嵌による菊花文と波状文。鍔縁口縁。唐津。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

107
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 15.0 - -

外面は橙色～明赤褐色を呈し、内面は灰褐色～橙色を呈
する。断面は橙色。石英、白色、黒色粒を含む。直口口
縁。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ７・９層

108 中国産染付 碗 口縁部 12.2 - -
明オリーブ灰色釉を両面に施釉。素地は白色で細かい。
外面胴部に唐草文。内面口縁部及び内底に1本の圏線。
福建・広東系。17c後半～18c代。

H24
 トレンチ24
 ９層

109 中国産染付 皿 口縁部 - - -
明緑灰色釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。内面口縁
部に菱文、内底に2本の圏線。外反口縁。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 ９層

110 本土産陶器 碗 口縁部 - - -
外面に銅緑釉、内面に灰釉を施釉。素地は灰白色で細か
い。口縁部はやや外反する。轆轤成形。肥前・内野山産。
17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 ９層

111
沖縄産

無釉陶器
皿

口～
底部

13.9 6.0 2.5
外面は暗褐色、内面は暗褐色～明赤褐色を呈する。断面
は明赤褐色で砂粒を含む。外面口縁部に1本の沈線。口
唇部は尖り気味。ベタ底。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ９層

112
沖縄産

無釉陶器
皿 口縁部 - - -

両面及び断面は明赤褐色を呈する。砂粒を含む。口唇部
に煤が付着する。灯明皿。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 ９層

113 中国産白磁 碗 口縁部 14.8 - -
灰白色釉を両面に施釉し口唇を釉剥ぎ。素地は灰白色で
細かい。直口口縁。轆轤成形。福建・広東系。16c～17c
か。

H24
 トレンチ24
 漆と一括
 10a層

114 中国産染付 碗
口～
底部

12.2 6.6 5.0

灰白色釉を両面に施釉し、外面高台途中から畳付にかけ
て釉剥ぎ。また内底を蛇の目状に釉剥ぎする。素地は灰
白色で緻密。外面胴部にスタンプの菊花文を押し、唐草を
絵付け。外反口縁。福建・広東系。17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 漆と一括
 10a層

115 中国産染付 碗 口縁部 12.1 - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は灰白色で緻密。外面胴部
にスタンプの菊花文を押し、唐草を絵付け。直口口縁。福
建・広東系。17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
  10a層

116 中国産染付 碗 底部 - 7.0 -

明緑灰色釉を両面に施釉。畳付を釉剥ぎ。素地は白色で
緻密。外面胴部に玉取獅子文、外底に二重圏線と銘款。
内底に玉取獅子文。畳付に砂が付着する。徳化窯系。
18c。

H24
 トレンチ24
 漆と一括
 10a層

117 中国産染付 皿 口縁部 - - -
両面に透明釉を施釉。素地は白色で緻密。外面に花唐草
文か。内面に果実文様、内底にも文様あり。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 10a層

118 本土産陶器 碗 口縁部 - - -
外面に銅緑釉、内面に灰釉の掛け分け。素地は灰白色で
細かい。肥前・内野山産。17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 10a層

119 本土産陶器 鉢 底部 - - -
内面に灰白色釉を施釉。素地は灰褐色で細かい。砂粒を
含む。内面は白土で刷毛目文様。内底に砂目あり。唐津
の二彩手。

H24
 トレンチ24
 10a層

120 本土産陶器 蓋 - - - -
外面に灰白色釉を施釉。素地は赤褐色で細かい。石英、
赤色粒を含む。轆轤成形。薩摩。

H24
 トレンチ24
 10a層

第28図
図版20

第29図
図版20
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｇ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

121
初期

沖縄産
無釉陶器

器種
不明

底部 - - -

器表面は灰褐色、断面は橙色を呈する。石英、赤色粒を
含む。白色土が筋状に多くみられる。内外面ともにナデ調
整が施される。特に外面は縦方向へのナデ調整が明瞭
で、稜をもつ。内面及び上面は平坦気味に仕上げられて
いる。

H24
 トレンチ24
 10a層

122
沖縄産

無釉陶器
壺 口縁部 18.8 - -

外面に灰黄褐色の泥釉を施釉。内面は灰褐色、断面はに
ぶい赤褐色を呈する。石英を含み、筋状の白色土もわず
かにみられる。口縁部は内側へ折り返し成形。内面口縁部
下部に1本の沈線あり。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 10a層

123 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認できる。玉縁中央部にやや垂直方向の平行する3本
線のヘラ印あり。

H24
 トレンチ24
 10a層

124 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は1回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認できる。玉縁中央部に左下から右上方向への斜め線
の2本線のヘラ印あり。

H24
 トレンチ24
 10a層

125 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
褐色。凹面の広端側に桶板紐綴り圧痕が4個確認される。
凸面には波状の線描きがみられる。角1有り。

H24
 トレンチ24
 10a層

126 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
赤色。凹面の広端側に桶板紐綴り圧痕が3個確認される。
凸面には横方向の1本の線描きがみられる。角1有り。

H24
 トレンチ24
 10a層

127 中国産白磁 皿 底部 - 10.5 -

灰オリーブ色の釉を両面に施釉。外面高台脇から外底ま
で露胎。内底は蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で細かい。
黒色粒を含む。高台は低く、畳付幅は広い。内底に胎土
目あり。轆轤成形。福建・広東系。16c後～17c前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

128 中国産染付 碗 口縁部 - - -
淡灰白色の釉を両面に施釉。内面は胴部下半を露胎。素
地は白色で細かい。外面胴部に花文か。外反口縁。徳化
窯。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

129 中国産染付 碗 口縁部 - - -

明緑灰色の釉を両面に施釉。口唇部を釉剥ぎ。素地は白
色で細かい。外面胴部に唐草文、内面口縁部と胴部下半
に1本の圏線。口唇断面は方形状を呈する。福建・広東
系。17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

130 中国産染付 碗 底部 - 7.4 -

明緑灰色釉を両面に施釉。外面は高台のみ露胎。内底は
蛇の目釉剥ぎ。素地は灰白色で細かい。外面胴部に文様
あるが不明瞭。内定に1本の圏線あり。福建・広東系。17c
後～18c前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

131
中国産

褐釉磁器
碗 底部 - 4.6 -

外面に褐釉、内面に透明釉を掛け分け。素地は白色で緻
密。外底に銘あり。内底に二重圏線と山水文。景徳鎮窯。
17c後。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

132
中国産
瑠璃釉

瓶 底部 - 6.2 -
外面に瑠璃釉、内面に透明釉を掛け分け。外底は露胎だ
が、釉垂れがみられる。素地は灰白色で緻密。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

133 本土産染付 碗 口縁部 13.6 - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は暗灰白色で緻密。黒色粒
を含む。外面及び内面口縁部に1本の圏線。内面口縁部
に圏線。直口口縁。肥前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

134 本土産染付 碗 口縁部 12.4 - -
透明釉を両面に施釉。口唇部は釉剥ぎ。素地は白色で緻
密。外面胴部に草花文。直口口縁。肥前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

135 本土産染付 小碗 口縁部 8.5 - -
透明釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。外面胴部に文
様あり。直口口縁。肥前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

136 本土産染付 碗 底部 - 5.0 -
両面に灰白色の釉を施釉。畳付は露胎。素地は暗灰白色
で緻密。黒色粒を含む。外面高台に二重圏線、内底に荒
磯文。被熱の影響がみられる。肥前。17c後。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

137 本土産染付 皿 底部 - 12.0 -
両面に灰白色の釉を施釉。畳付は露胎。素地は暗灰白色
で緻密。外面胴部及び内面に文様あり。肥前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

138 本土産陶器 碗 口縁部 11.0 - -
外面に銅緑釉、内面に灰釉の掛け分け。素地は灰白色で
細かい。黒色粒を含む。肥前・内野山産。17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

139 本土産陶器 小碗
口～
底部

7.9 4.2 5.5
にぶい黄色釉を両面に施釉。畳付を釉剥ぎ。素地は灰白
色で細かい。黒色粒を含む。腰部に稜をもつ。直口口縁。
肥前。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

140 本土産陶器 擂鉢 底部 - 13.0 -

内面は灰褐色釉（泥釉？）を施釉。素地は黄灰色で細か
い。黒色、白色、透明粒を多く含む。内底は櫛目が垂直方
向に交差する。底部から胴部にかけては粘土バリが明瞭
に残っているなど、造りは粗い。備前。16ｃ。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

第29図
図版21

第30図
図版21

第31図
図版22
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第10表　南側石牆地区遺物観察一覧ｉ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

160
土器

（パナリ焼）
香炉 口縁部 - - -

器表面：明褐色、断面：灰褐色。混入物：貝殻片、千枚
岩？、石灰質砂粒。口唇部及び外面は平坦で方形状を呈
する。型枠成形によるものと思われる。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

161 煙管 - 雁首 - - -
八角形の煙管。黒褐色の泥釉を施釉。素地は暗褐色で、
赤色粒、砂粒を含む。火皿は欠損。小口：（外径）1.45cm、
（内径）0.9cm。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

162 瓦
明朝系
丸瓦

玉縁部 - - -
褐色。玉縁裏は2回の面取り。凹面には布糸綴り痕が1条
確認できる。玉縁中央部に左上から右下方向への斜め線
の3本線のヘラ印あり。角1有り。

H24
 トレンチ24
 10a・10b層

163 中国産染付 蓋 - 9.4 8.2 -
両面に灰白色釉を施釉。上面端部から畳付にかけて露
胎。素地は白色で緻密。外面に亀甲繋ぎ文と二重圏線。
景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 10c層

164
沖縄産

無釉陶器
火炉 口縁部 - - -

器表面は暗褐色の泥釉を施釉。断面は暗赤褐色を呈し、
石英、黒色粒、砂粒、ブロック状の赤色土を含む。方形状
の横耳が付く。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 10c層

165 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
褐色。凹面の広端側に桶板紐綴り圧痕が1個確認される。
角1有り。

H24
 トレンチ24
 10c層

166 中国産青磁 小碗 口縁部 8.2 - -
外面に明オリーブ灰色釉、内面に透明釉を掛け分け。素
地は白色で緻密。直口口縁。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 12層

167 中国産青磁 碗 底部 - 4.8 -
オリーブ灰色の釉を両面に施釉。外底を蛇の目状に釉剥
ぎする。貫入あり。素地は灰白色で細かい。黒色粒を含
む。内底に文様あり。龍泉窯。

H24
 トレンチ24
 12層

168 中国産染付 碗 口縁部 - - -
灰白色釉を両面に施釉。素地は白色で緻密。外面に二重
圏線と文様あり。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 12層

169 中国産染付 碗 底部 - 4.8 -
明緑灰色釉を両面に施釉。畳付を釉剥ぎ。素地は白色で
緻密。外面胴部に文様あり。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 12層

170 瓦
明朝系
平瓦

広端部 - - -
褐色。凹面の広端側に桶板紐綴り圧痕が3個確認される。
風化が著しい。

H24
 トレンチ24
 12層

171
初期

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 底部 - 11.0 -
褐色の泥釉を両面に施釉。断面は暗褐灰色を呈する。石
英を多く含む。白色土が筋状にかなり多くみられる。櫛目8
本一組と思われる。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 15層

172
沖縄産

無釉陶器
擂鉢 口縁部 - - -

外面はにぶい赤褐色～橙色、内面及び断面は橙色を呈
する。石英、赤色粒、砂粒を含む。口縁部下部を肥厚させ
る。轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 15層

173
沖縄産

無釉陶器
碗 口縁部 - - -

外面及び内面の一部に灰黄褐色の泥釉を施釉か。断面
は暗赤褐色を呈する。石英粒を含む。口唇部は尖り気味。
轆轤成形。

H24
 トレンチ24
 15層

第34図 174
中国産

褐釉陶器
瓶 口縁部 5.0 - -

両面に暗オリーブ色釉を施釉。素地は灰白色で細かい。
石英、黒色、白色粒を含む。口縁部は玉縁状を呈する。轆
轤成形。

H24
 トレンチ24
 16層

第33図
図版24

第33図
図版25

第34図
図版25
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図版 㻝3　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠍
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➨㻞㻠図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠎　　　　　　
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図版 㻝㻠 　༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物２
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図版 㻝5 　༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠏
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➨㻞㻡図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠏　　　　　　
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図版 㻝㻢　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠐
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➨㻞㻢図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠐　　　　　
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図版 㻝7 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠑
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➨㻞7図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠑
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図版 㻝㻤　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠒
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図版 㻝9　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠓
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➨㻞㻤図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠒
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➨㻞㻥図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠓
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図版 㻞0　 ༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠔
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➨㻟0図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠔
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図版 2㻝　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物䠕

㻝22

㻝23

㻝25

㻝2㻠 㻝2㻢

㻝2㻝

㻝2㻣

㻝2㻤

㻝29

㻝3㻝

㻝3㻜

➨㻟㻝図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠕

㻝㻟㻞

㻝㻟㻟

㻝㻟㻠

㻝㻟㻡

㻝㻟㻤 㻝㻠㻝

㻝㻠㻞

㻝㻠㻟

㻝㻟㻥

㻝㻠0

㻝㻠㻠

㻝㻟㻢

㻝㻟7

䝖䝺䞁䝏㻞㻠䞊㻝0㼍䞉㻝0㼎ᒙ

0 10cm

0 10cm

(144)



93

➨㻟㻝図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀䠕
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図版 22　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物 㻝㻜
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➨㻟㻞図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀㻝0
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図版 23　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物 㻝㻝
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➨㻟㻟図 　༡ഃ▼∥地区ฟᅵ㑇≀㻝㻝
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図版 2㻠　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物 㻝2
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図版 25　 ༡ഃ▼∥ᆅ༊ฟᅵ遺物 㻝3
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第３節 表土・撹乱層の遺物 

 右掖門地区及び南側石牆地区の表土・撹乱層から出土した遺物と共に、三門地区の表土・撹乱層

から出土した遺物についてもまとめて報告する。三門地区に関しては、今回の報告の対象ではない

が、表土・撹乱層出土遺物に関しては、三地区分をまとめて報告することとした。 

 本層からは総数 3802点が出土している。その内訳をみると、瓦、塼、陶磁器類を中心に多種多様

な遺物がみられる。ここでは遺物の種類別に報告する。 

 

１.中国産青磁（１～８） 

 中国産青磁は 84点が得られている。器種は碗、小碗、皿、盤、壺、瓶、香炉、袋物が確認され、

碗や皿が多い。龍泉窯製品が最も多く、その他に景徳鎮窯製品が僅かに見られる。個別の遺物につ

いての詳細は、観察表に記載する。 

 

第11表　中国産青磁出土状況

小碗 盤 酒会壺 袋物 香炉 器種不明

口縁部 胴部 底部 底部 口縁部 胴部 底部 胴部 口縁部 胴部 胴部 底部 胴部 胴部 胴部 胴部

22 33 3 1 3 1 2 2 1 2 3 2 1 3 1 4 84

合計
碗 皿 瓶 壺

第12表　中国産青磁観察一覧　

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

1 碗 口縁部 11.1 - -
にぶい黄色味を帯び
た釉を両面に施釉。
両面に細かい貫入。

白色で粗い。微細な
黒色粒を少量含む。

外面に細蓮弁文。轆轤成形。龍
泉窯産で15c後半～16c前半。

H19
 トレンチ４
 撹乱

2 碗 口縁部 14.2 - -
灰オリーブ色の釉を
両面に施釉。

灰白色でやや細か
い。

外面に細蓮弁文。轆轤成形。龍
泉窯産で15c後半～16c前半。

H19  撹乱

3 碗 口縁部 - - -
明オリーブ灰色の釉
を両面に施釉。両面
に粗い貫入。

灰白色でやや細か
い。

外面に陰圏線、内面に気泡が
見られる。龍泉窯産で15c後半
～16c前半？。

H19
 トレンチ２
 撹乱

4 碗 口縁部 13.0 - -
オリーブ灰色の釉を
両面に施釉。

灰白色でやや細か
い。黒色粒、白色粒を
含む。

無文。轆轤成形。龍泉窯産で
15c後半～16c前半。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

5 碗 口縁部 - - -
明オリーブ灰色の釉
を両面に施釉。

灰白色で緻密。黒色
粒、白色粒を含む。

口縁部上部に一条、胴部に二
条の沈線。轆轤成形。龍泉窯
産。

H19
 トレンチ４
 撹乱

6 碗 底部 - 4.6 -
灰オリーブ色の釉を
両面に施釉。前面に
荒い貫入。

灰白色で粗い。白色
粒を少量、黒色粒を
やや含む。

外面に細蓮弁文。内面に牡丹
唐草文。龍泉窯産。

H19  撹乱

7 皿 口縁部 11.6 - -
オリーブ灰色の釉を
両面に施釉。

灰白色でやや細か
い。白色粒と黒色粒
をやや含む。

無文。轆轤成形。龍泉窯産で
14c中～後半。

H19
 三門
 トレンチ21
 撹乱

8 皿 口縁部 - - -
明灰黄緑色の釉を両
面に施釉。両面に粗
い貫入。

灰白色で細かい。白
色粒を極少量、黒色
粒を少量含む。

外面は無文、内面にヘラ彫りで
蓮弁文。轆轤成形。龍泉窯産。

H19
 石敷
 南側拡張部
 撹乱

第35図
図版26

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

器種 部位

➨㻟㻡図 　୰ᅜ⏘㟷☢
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㻡
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2

㻟 0 10cm
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図版 2㻢　 ୰ᅜ⏘㟷☢
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4

5

㻢

7
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２.中国産白磁（9～21）	
 

	
 表土・撹乱層出土の中国産白磁の総数は 78 点出土しており、碗、小碗、皿、杯、小杯、瓶、蓋、

蓮華が確認されている。年代は 16 世紀～19 世紀で、16 世紀～17 世紀の資料が多い。以下、個々の

所見は遺物観察表でまとめる。	
 

	
 

①碗（9～13）	
 

	
 図化したものは全て口縁部のみで外反と直口に大別できる。景徳鎮窯と福建・広東系があり、16

世紀である。景徳鎮窯産（9・10・12・13）は成形が丁寧であるが、福建・広東系（11）は粗製の碗

である。	
 

	
 

②小碗（19）	
 

	
 清代の徳化窯産であり、薄手で型成形である。	
 

	
 

③皿（14～18）	
 

	
 景徳鎮窯産（14）は 16 世紀の端反口縁皿である。福建・広東系は粗製の皿で、16・17 は灯明皿、

15・18 は抉り高台である。	
 

	
 

④小杯（20・21）	
 

	
 景徳鎮窯産で近世の資料である。20 は薄手で、21 は比較的厚手である。	
 

	
 

第13表　中国産白磁出土状況

杯 瓶

口～底部 口縁部 胴部 口縁部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 口～底部 口縁部 底部 胴部 口～底部 口縁部

1 18 16 1 1 2 7 1 6 4 1 4 1 1 1 1 3 1

碗 小碗 皿 小杯 灯明皿
蓋 蓮華

➨㻝㻟⾲　୰ᅜ⏘ⓑ☢ฟᅵ≧ἣ
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第14表　中国産白磁観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

9 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。貫
入なし。

白色で緻密、黒色粒
を含む。

無文で轆轤成形。口唇がや
や尖る外反。景徳鎮窯で16
ｃ。

H19
 トレンチ４
 撹乱

10 碗 口縁部 - - -
口唇断面が丸い外反。灰
白色釉を両面に施釉。粗
い貫入あり。

灰白色で緻密。
無文で轆轤成形。口唇断面
が丸い外反。景徳鎮窯で16
ｃ。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

11 碗 口縁部 - - -
灰白色釉を両面に施釉
し口唇の外面を釉剥ぎ。
両面に細かい貫入あり。

灰白色で細かい。

轆轤成形で口縁に細い隆
起線を一条廻らす。口唇が
やや厚く外反。福建・広東
系で16ｃ。

H19
 トレンチ４
 撹乱

12 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。貫
入なし。

白色で緻密、黒色粒
を含む。

無文で轆轤成形。直口の碗
で口縁下部を浅くくぼませ
る。景徳鎮窯で16ｃ。

H19
 トレンチ２
 撹乱

13 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。貫
入なし。

白色でガラス質で緻
密。

無文で轆轤成形。直口の碗
で口縁下部を浅くくぼませ
る。景徳鎮窯で16ｃ。

H21
 三門北
 撹乱

14 皿 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。貫
入なし。

白色で緻密、黒色粒
を含む。

無文で轆轤成形。端反口縁
皿。景徳鎮窯で16ｃ。

H21
 南側石牆
 トレンチ１
 撹乱

15 皿
口～
底部

7.8 4.0 1.5
光沢のある透明釉を内面
から畳付まで施釉。貫入
なし。

灰白色で細かい。黒
色粒を含む。

無文で轆轤成形。直口。抉
り高台で目跡が２箇所残る。
内底にも目跡の溶着跡あ
り。福建産で16ｃ。

H19
 トレンチ９
 撹乱

16 皿
口～
底部

9.2 4.8 2.5

灰色釉を内面にのみ施
釉後、口唇部を釉剥ぎ。
外面に所々はねた釉薬
が残る。全体に細かい貫
入あり。

灰色で緻密。黒色粒
を含む。

無文で轆轤成形。直口で粗
製の皿。外底に煤付着。灯
明皿。福建産で16ｃ後。

H20
 三門北
 トレンチ７
 撹乱

17 皿 口縁部 9.6 - -

灰色釉を内面にのみ施
釉後、口唇部を釉剥ぎ。
外面に所々はねた釉薬
が残る。微細な貫入あり。

灰色で緻密。
無文で轆轤成形。直口の粗
製の皿。外面に煤付着。灯
明皿。福建産で16ｃ後。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

18 皿
口～
底部

- - -
光沢のある透明釉を両面
に施釉。貫入なし。

灰白色で細かい。
無文で轆轤成形。直口。抉
り高台か。福建産で16ｃ。

H19
 トレンチ５
 撹乱

19 小碗 底部 - 5.2 -
光沢のある透明釉を両面
に施釉後、畳付を釉剥
ぎ。貫入なし。

白色で緻密。
型成形。畳付に砂付着。徳
化窯で18～19ｃ前。

H19
 トレンチ４
 撹乱

20 小杯
口～
底部

2.85 1.3 1.95
透明釉を両面に施釉。貫
入なし。

白色で緻密。
無文で型成形か。景徳鎮窯
で近世。

H22
 南側石牆
 トレンチ22
 撹乱

21 小杯 底部 - 1.8 -
透明釉を両面に施釉後、
畳付を釉剥ぎ。粗い貫入
あり。

白色で緻密。
無文で轆轤成形。景徳鎮窯
で近世。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

第36図
図版27

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

器種 部位
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３.中国産染付・青磁染付（22～48）	
 

	
 表土・撹乱層出土の中国産染付の総数は 264 点、青磁染付は２点出土しており、碗、小碗、皿、

小皿、杯、小杯、瓶、壺、鉢、香炉がある。年代は 16 世紀～19 世紀で、17 世紀後半～18 世紀前半

のものが多い。以下、個々の所見は遺物観察表でまとめる。	
 

	
 

①碗（22～32）	
 

	
 景徳鎮窯、福建・広東系、徳化窯がある。景徳鎮窯産で 28 は口縁が直口するタイプ、30 は外反

するタイプと思われる。福建・広東系の 23・24 はコンニャク印判で施文したものである。	
 

	
 

②小碗（37～40、47・48）	
 

	
 景徳鎮窯、徳化窯があり景徳鎮窯産の 47・48 は外面に青磁釉が施釉されている。景徳鎮窯産で外

反するもの（37・39）は薄手で外反の角度がきつめである。	
 

	
 

③皿（33～36）	
 

	
 景徳鎮窯、徳化窯、漳州窯、福建産がある。漳州窯産は白化粧が比較的厚い。	
 

	
 

④小杯（41～43）	
 

	
 景徳鎮窯で 42 は碁笥底になる可能性がある。	
 

	
 

⑤盤（44）	
 

	
 内底に草花文が描かれており、元代の末から明代初頭にかけての資料と思われる。	
 

	
 

⑥瓶（45）	
 

	
 景徳鎮窯で底部近くの外面に渦文を施文する。中城御殿跡に出土例がある。	
 

	
 

⑦香炉（46）	
 

	
 景徳鎮窯で内面に煤が残る。	
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第15表　中国産染付・青磁染付出土状況

小⋁ ᧰ ㋬ ᄅ

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口䌾底部 口縁部 胴部 底部 胴部 胴部 底部 口縁部 口縁部 底部 胴部 胴部 底部 底部

46 57 29 15 5 6 1 8 13 11 1 1 1 2 7 2 1 7 1 1

染䇭付

碗 小碗 ⋁ ⋚ 小᧰ ↉

袋物 香炉

胴部 底部 口縁部 胴部 口縁部 底部

1 1 5 42 1 1 266

染 付

小碗

青磁染付

合計器種不明

第16表　中国産染付・青磁染付観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

22 染付 碗 口縁部 - - -
両面に透明釉を施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に花唐草文か。轆
轤成形。口縁外面の釉
が厚い。景徳鎮窯。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

23 染付 碗 口縁部 14.6 - -
明緑灰色釉を両面に
施釉。釉垂れ顕著。貫
入なし。

灰白色で細かい。

外面にスタンプによる鳳
凰文か。轆轤成形。福
建・広東系で17c後～
18c前。

H22
 トレンチ24
 撹乱

24 染付 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

灰白色で細かい。

外面にスタンプによる鳳
凰文か。轆轤成形。福
建・広東系で17c後～
18c前。

H19
 石敷
 南側拡張部
 撹乱

25 染付 碗 口縁部 13.6 - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に梅花文に寿字
文。型成形。徳化窯で
18c。

H24
 トレンチ24
 表採

26 染付 碗 口縁部 12.4 - -
両面に透明釉を施釉。
細かい貫入が部分的
にある。

淡黄白色で粗い。黒
色粒を含む。

外面に草花文。轆轤成
形。福建・広東系で17ｃ
後～18ｃ前。

H24
 トレンチ24
 撹乱

27 染付 碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

灰白色で細かい。
外面に草花文。外反の
口唇は尖る。轆轤成
形。徳化窯で18ｃ。

H24
 トレンチ24
 撹乱

28 染付 碗 底部 - - -
明緑灰色釉を両面に
施釉。貫入なし。

白色で緻密。

外面にアラベスク文、内
底に渦花文。轆轤成
形。景徳鎮窯で15ｃ末
～16c中葉。

H21
 三門北
 表採

29 染付 碗 底部 - 5.0 -
透明釉を施釉後、畳付
を釉剥ぎ。貫入なし。

白色で緻密。
外底に「萬○」の銘あ
り。内底に玉取獅子文。
轆轤成形。景徳鎮窯。

H20
 三門
 トレンチ8
 撹乱

30 染付 碗 底部 - 5.3 -
透明釉を両面に施釉
後、畳付を釉剥ぎ。貫
入なし。

白色で緻密。

外面に花唐草文、内底
に草花文、外底に銘あ
り。轆轤成形。景徳鎮窯
で17ｃ前半。

H20
 三門北
 撹乱

31 染付 碗 底部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に丸文、内底に草
花文か。轆轤成形。福
建産。

H24
 トレンチ24
 撹乱

32 染付 碗 底部 - 8.8 -
明緑灰色釉を両面に
施釉後、内底を蛇の目
釉剥ぎ。貫入なし。

灰白色で細かい。
轆轤成形。福建・広東
系で17c後～18c前。

H24
 トレンチ24
 撹乱

33 染付 皿
口～
底部

12.4 7.1 2.55

明緑灰色釉を両面に
施釉後、畳付を釉剥
ぎ。全体に粗い貫入あ
り。

白色で緻密。

外面に宝相華唐草文、
内底に玉取獅子文。轆
轤成形。景徳鎮窯で16
ｃ前～中葉。

H19
 トレンチ4
 撹乱

34 染付 皿 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

灰白色で細かい。
内面に草花文。轆轤成
形。福建産。

H24
 トレンチ24
 撹乱

35 染付 皿 底部 - 8.4 -
透明釉を両面に施釉
後、畳付を釉剥ぎ。貫
入なし。

白色で緻密。
内底に不明文様、植物
か、外底に不明の銘。
型成形。徳化窯で18c。

H20
 三門北
 トレンチ7
 撹乱

第37図
図版28

年度 出土地
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位

法量（ｃｍ） 観察事項
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第16表　中国産染付・青磁染付観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

36 染付 皿 胴部 - - -

両面を白化粧後に呉
須で絵付けその上から
透明釉を施釉。白化粧
は厚め。粗い貫入あ
り。

淡黄白色で粗い。黒
色粒を含む。

内面口縁部の圏線区画
内に鱗文、内底には魚
文か。轆轤成形。漳州
窯で16ｃ末～17ｃ。

H24
 トレンチ24
 撹乱

37 染付 小碗 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

白色で緻密。

外面に草文、内面腰部
に2本の圏線。口縁が
大きく外反する。轆轤成
形。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 撹乱

38 染付 小碗 口縁部 7.8 - -
透明釉を両面に施釉
後、口唇内面を釉剥
ぎ。貫入なし。

白色で緻密。
外面に唐草文。口禿
碗。型成形。徳化窯。

H21
 南側石牆
 トレンチ1
 撹乱

39 染付 小碗 口縁部 5.4 - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に文様あり。轆轤
成形。景徳鎮窯。

H19
 トレンチ4
 撹乱

40 染付 小碗 底部 - 5.6 -
透明釉を両面に施釉
後、畳付釉剥ぎ。焼成
が悪い。貫入なし。

白色で細かい。
外面に草花文。畳付に
砂付着。型成形。徳化
窯で18ｃ。

H24
 トレンチ24
 撹乱

41 染付 小杯 口縁部 - - -
透明釉を両面に施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に草花文か。轆轤
成形。景徳鎮窯で17c
後～18c前。

H19
 トレンチ5
 撹乱

42 染付 小杯 口縁部 5.6 - -
両面に透明釉を施釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に草花文。轆轤成
形。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 撹乱

43 染付 小杯 底部 - 2.4 -
透明釉を両面に施釉
後、畳付を釉剥ぎ。貫
入なし。

白色で緻密。
外面に渦文と鋸歯文、
外底に銘あり。景徳鎮
窯。

H24
 トレンチ24
 撹乱

44 染付 盤 底部 - - -

内外面に明緑灰色釉
を施釉後、畳付を釉剥
ぎ。微細な気泡あり。
貫入なし。

灰白色で細かい。
外面に蓮弁文か、内底
に草花文。轆轤成形。
元末明代。

H20
 三門北
 撹乱

45 染付 瓶 底部 - 6.0 -

外面に明緑灰色釉、
内面に透明釉を施釉
後、畳付を釉剥ぎ。貫
入なし。

白色で細かい。小さ
な空洞あり。

外面に渦文。轆轤成
形。景徳鎮窯で16ｃ。

H19
 トレンチ２
 撹乱

46 染付 香炉 底部 - - -
外面に明緑灰色釉を
施釉。貫入なし。

白色で緻密。黒色粒
を含む。

外面に蓮弁文。轆轤成
形。景徳鎮窯で16ｃ。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

47
青磁
染付

小碗 口縁部 - - -

外面には青磁釉、内面
には透明釉を施釉。細
かい気泡あり。貫入な
し。

白色で緻密。
内面胴部に八卦文。轆
轤成形。景徳鎮窯。

H24
 トレンチ24
 撹乱

48
青磁
染付

小碗 底部 - 3.5 -

外面に青磁釉、内面に
明緑灰色釉を施釉後、
畳付を釉剥ぎ。外面に
微細な気泡あり。貫入
なし。

白色で緻密。黒色粒
を含む。

外底に銘款。轆轤成
形。景徳鎮窯。

H22
 南側石牆
 トレンチ22
 撹乱

第37図
図版28

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
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４.中国産褐釉陶器・無釉陶器（49～54）	
 

	
 中国産褐釉陶器は、89 点が得られている。器種は壺と瓶が確認され、壺は 87 点、瓶は２点で壺

が圧倒的に多い。代表的な４点を図化した。個別の遺物についての詳細は、観察表に記載する。	
 

	
 中国産無釉陶器は、11 点が得られている。器種は壺、急須、茶器、蓋、鉢が確認されている。壺

が最も多い。代表的な２点を図化した。	
 

鉢（53）は素地に石英を多く含むため、比較的新しい製品と考えられる。	
 

茶器（54）は紫泥茶器の取っ手である。宜興窯産で清代の製品と考えられる。	
 

	
 

	
 

第17表　中国産褐釉陶器・無釉陶器出土状況

壺 急須 茶器

口縁部 胴部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 胴部 胴部 取手

1 1 3 77 7 1 3 3 2 1 1 100

合計

褐釉陶器

蓋
鉢瓶 壺

無釉陶器

第18表　中国産褐釉陶器・無釉陶器観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

49
褐釉
陶器

壺 口縁部 18.2 - -
オリーブ褐色の釉
を両面に施釉。

灰白色でやや細かく、
白色鉱物や赤褐色鉱
物を含む。

無文。中国産。 H24
 トレンチ24
 撹乱

50
褐釉
陶器

壺 底部 - 16.2 -
外面暗褐色、内面
灰黄褐色釉施釉。

鈍橙色でやや細かく、
白色鉱物や黒色鉱物
を含む。

無文。轆轤成形。中国
産。

H24
 三門
 トレンチ13
 撹乱

51
褐釉
陶器

壺 底部 - - -
オリーブ褐色の釉
を両面に施釉後、
外面を釉剥ぎ。

灰黄褐色でやや細か
い。白色鉱物を含む。

無文。底部内面に鉄が
酸化したような跡があ
り。轆轤成形。中国産。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

52
褐釉
陶器

瓶 口縁部 7.0 - -
黒褐色の釉を両面
に施釉。

赤褐色でやや細かく、
白色鉱物と石英を含
む。

漏斗状口縁の瓶。内面
口縁部～胴部にかけて
縦半分が露胎。

H24
 トレンチ24
 撹乱

53
無釉
陶器

鉢 口縁部 30.0 - - 無釉。

外側が橙色、内側が灰
色で両側とも緻密。白
色鉱物を含む。石英を
含む。

口唇部が平坦。口縁部
が逆L字を呈している。
中国南部産か？

H20  三門 撹乱

54
無釉
陶器

茶器 取手 - - - 無釉。 赤灰色。
紫泥茶器の取っ手。（宜
興窯清代か？）

H19
 東西トレンチ
 撹乱

第38図
図版29

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
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５.その他の中国産陶磁器（55～60）	
 

	
 その他の中国産陶磁器は、褐釉磁器５点、瑠璃釉８点、色絵 14 点、三彩２点、翡翠釉１点、天目

１点が得られている。個別の遺物についての詳細は、観察表に記載する。	
 

第19表　その他中国産陶磁器出土状況

翡翠釉 天目

碗 小碗 小杯 瓶 器種不明 小碗 皿 盤 小杯 袋物 器種不明 壺 器種不明 器種不明 碗

口縁部 底部 底部 口縁部 口縁部 胴部 胴部 口縁部 胴部 底部 底部 底部 底部 胴部 胴部 底部 胴部 胴部 胴部

4 1 2 1 2 1 2 2 3 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 31

褐釉磁器 三彩瑠璃釉 色絵

合計碗小碗

第20表　その他の中国産陶磁器観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

55
褐釉
磁器

小碗 口縁部 8.1 - -
外面褐柚、内面透
明釉を施釉。

白色で細かい。黒色
粒子をやや含む。

口縁が外反し、口縁内面・
内面端部に圏線。中国景
徳鎮窯産。17ｃ後。

H24
 トレンチ24
 撹乱

56
褐柚
磁器

小碗 口縁部 8.6 - -
外面褐柚、内面透
明釉を施釉。

白色で細かい。黒褐
色粒子を含む。

口縁が外反。景徳鎮窯
産。17ｃ後。

H22
 三門
 トレンチ21
 ７層

57 瑠璃釉 碗 底部 - 4.6 -
外面瑠璃色釉、内
面青灰色釉施釉。

白色で緻密。
型押し成形。無文。畳付
は露胎。景徳鎮窯産。

H24
 トレンチ24
 撹乱

58 瑠璃釉 小杯 口縁部 4.0 - -
外面瑠璃色釉、内
面透明釉施釉。

白色で緻密。
型押し成形。無文。口縁
部は直口。景徳鎮窯産。

H20
 三門北
 撹乱

59
色絵

（粉彩）
小杯 底部 - 1.4 -

外面黄緑色の釉、
内面透明釉。

灰白色で緻密。
畳付が釉剥ぎされている。
高台が碁笥底ぎみ。文様
は唐草文。18～19ｃ。

H20
 三門北
 撹乱

60 三彩 壺 底部 - - -
緑色釉と黄釉を外
面施釉。緑色釉を
内面に施釉。

淡黄色でやや細かい。

轆轤成形。細かい貫入が
見られる。外面に2本単位
の陰刻線で弧状に描き、
それを繋ぎ合わせる文様
が見られる。

H24
 トレンチ24
 撹乱

第39図
図版30

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
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図版 3㻜　 䛭䛾௚䛾୰ᅜ⏘㝡☢ჾ
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57

58

59

㻢㻜

６.東南アジア産陶磁器 

 東南アジア産陶磁器は、タイ産褐釉陶器が３点、半練土器が１点得られている。いずれも壺の胴

部小破片のため、今回は図化せず、集計のみ行った。 

７.本土産磁器（61～69） 

 表土・撹乱層出土の本土産磁器の総数は 398点出土しており、碗、皿、壺、杯、瓶、香炉、鉢、

擂鉢、急須、蓋など多くの種類が確認されている。以下、個々の所見は遺物観察表にまとめる。 

 

①染付（61～64） 

 図化したものは全て肥前産である。1650～1670年代のもの（61）や轆轤成形後に型打ち成形のも

の（63）などがある。 

 

②近現代（65～69） 

 図化したものは全て瀬戸・美濃産である。碗、急須、仏具の瓶（69）など様々な器種の資料が出

土している。 

 

 

➨㻠0図 　ᮏᅵ⏘☢ჾ
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67
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第22表　本土産磁器観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

61 染付 碗 口縁部 11.2 - -
両面に透明釉を施
釉。貫入なし。

白色で細かい。
外面に松文。轆轤成
形。肥前で1650～1670
年代。

H24
 トレンチ24
 撹乱

62 染付 碗 底部 - 4.2 -
両面に透明釉を施
釉。貫入なし。

白色で細かい。

外面に草花文、内底に
銘あり。畳付に砂付着。
轆轤成形。肥前で17ｃ
か。

H24
 トレンチ24
 撹乱

63 染付 皿 口縁部 16.0 - -
両面に透明釉を施
釉。貫入なし。

白色で細かい。

外面に唐草文、内面は
区画内に草花文。轆轤
成形後、型打ち成形。
肥前で18ｃ後。

H19
 トレンチ6
 撹乱

64 染付 鉢 底部 - 6.0 -
両面に青灰白色釉
を施釉後、畳付釉
剥ぎ。貫入なし。

灰白色で細かい。
内底に魚文、外面にも
文様あり。轆轤成形。肥
前で19ｃ。

H21
 三門北
 表土

65
近現
代

急須 口縁部 7.6 - -
外面は透明釉を施
釉、内面は無釉。
貫入なし。

白色で緻密。
外面に梅花文。轆轤成
形。瀬戸・美濃で近現
代。

H19
 トレンチ4
 撹乱

66
近現
代

小碗 口～底 7.4 3.2 5.1
両面に透明釉を施
釉後、畳付を釉剥
ぎ。

白色でガラス質で緻
密。

外面に松竹梅文。瀬
戸・美濃で近現代。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

67
近現
代

小碗 口縁部 7.8 - -
両面に透明釉を施
釉。貫入なし。

白色でガラス質で緻
密。

口縁外面にクロム釉で2
本の圏線。瀬戸・美濃
で近現代。

H19
 トレンチ4
 撹乱

68
近現
代

急須 底部 - - -

外面にクロム青磁
釉、内面に透明釉
を施釉後、底部を
釉剥ぎ。貫入なし。

白色で緻密。
内面の轆轤目が目立
つ。轆轤成形。瀬戸・美
濃で近現代。

H18
 トレンチ1
 撹乱

69
近現
代

瓶 底部 - 5.6 -

外面に透明釉を施
釉後畳付を釉剥
ぎ。内面は頸部下
まで施釉。粗い貫
入あり。

灰白色で細かい。
外面に草花文。耳には
刻み目が入る。仏具。
瀬戸・美濃で近現代。

H18
 トレンチ1
 撹乱

第40図
図版31

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
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図版 3㻝　 ᮏᅵ⏘☢ჾ

㻢㻝
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69

８.本土産陶器（70～78） 

 表土・撹乱層出土の本土産陶器の総数は 97点である。産地別にみると、肥前（肥前系含む）、関

西系、薩摩などがある。肥前では京焼風肥前（71）や唐津焼（70・74）、薩摩産では堂平窯の蓋（77）

がある。 

第23表　本土産陶器出土状況

皿 鉢 植木鉢

口縁部 胴部 底部 口縁部 底部 底部 口縁部 口縁部 胴部 底部 底部 胴部 底部 胴部 底部 胴部 底部 口縁部 胴部

8 13 1 2 1 1 2 2 1 3 1 1 2 5 23 1 3 1 3 23 97

合計
碗 小碗 擂鉢 急須

蓋
壺 袋物 器種不明

第24表　本土産陶器観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

70 碗 口縁部 10.2 - -
両面に浅黄色～褐
色釉を施釉。細かい
貫入あり。

鈍黄橙色で細かい。
砂粒を含む。

口縁下部を少し厚くし口唇は
内湾。無文。轆轤成形。唐
津。

H24
 トレンチ24
 撹乱

71 皿 底部 - 4.8 -
両面に透明釉を施
釉、底部は露胎。
細かい貫入あり。

淡橙色で細かい。黒
色粒を含む。

内底に山水文。底部の成形
が丁寧。轆轤成形。京焼風
肥前で17ｃ。

H24
 トレンチ24
 撹乱

72 碗 底部 - 4.8 -
両面に褐釉を施釉。
底部は無釉。粗い
貫入あり。

灰白色で細かい。
内底やや尖る。肥前で17ｃ末
～18ｃ前。

H24
 トレンチ24
 撹乱

73 小碗 口縁部 7.3 - -
両面に自然釉を施
釉、外面は光沢な
し。貫入なし。

灰白色で細かい。
直口。無文。轆轤痕あり。肥
前。

H24
 トレンチ24
 撹乱

74 鉢 口縁部 - - -
両面に灰白色釉を
施釉。貫入なし。

橙色で細かい。砂粒
を含む。

平口縁で内湾。唐津の二彩
手、櫛刷毛目鉢で17ｃ前。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

75 擂鉢 底部 - 15.4 -

両面に自然釉を施
釉し外面のみ褐釉
を施釉。底部は無
釉。貫入なし。

灰褐色で細かい。砂
粒を含む。

丹波の擂鉢。近世。 H19
 石敷
 南側拡張部
 撹乱

76 壺 底部 - - -
内面にのみ泥釉を
施釉。

灰色で細かい。砂粒
を含む。

底部は撫で調整なし。内面に
被熱か。薩摩。

H24
 トレンチ24
 撹乱

第41図
図版32

出土地年度

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

器種 部位
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第24表　本土産陶器観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

77 蓋 庇 - - - 両面に泥釉を施釉。
赤灰色で細かい。砂粒を
含む。

平口縁で内湾。口唇に貝
の目跡あり。無文。轆轤成
形。薩摩で17ｃ前。

H21
 三門北
 撹乱

78 急須 底部 - - -
両面に泥釉を施釉。
底部は無文。

底部は淡橙色、胴部は淡
黄色で細かい。淡橙色は
赤色粒を含む。

脚痕あり。轆轤成形。関西
系。

H18
 トレンチ１
 撹乱

第41図
図版32

出土地
挿図番号
図版番号

器種 部位

法量（ｃｍ） 観察事項

年度
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９.沖縄産施釉陶器（79～104） 

 表土・撹乱層から出土した沖縄産施釉陶器の総数は 551点である。種類別にみると、碗、小碗、

皿、小皿、小杯、瓶、瓶子、壺、鉢、鍋、香炉、火炉、火取、蓋、急須、酒器、袋物、灯明具、水

滴などである。そのうち、26点を図示した。個々の遺物の詳細は観察表に記す。 

 

 
第25表　沖縄産施釉陶器出土状況

皿 ዊ皿 ዊ᧰

口䌾底部 口縁部 胴部 底部 口䌾底部 口縁部 胴部 底部 底部 胴部 口䌾底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 胴部 底部

1 50 80 18 4 29 20 33 2 1 1 14 14 6 2 9 1 1

㋬⏀ ዊ⏀ ↉ ↉ሶ

口縁部 胴部 底部 ᵈ口 ᛠᚻ 耳 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

5 21 15 1 2 5 17 4 20 3 1 7 2 2 2 1 40 1 1 1 1

㍿ᕆ㗇 ㈬器 ⴼ‛ ᳓Ṣ
⬄

ᄅ

灯明皿 灯明具

口縁部 胴部 底部 耳 口縁部 胴部 底部 口縁部 口縁部 口縁部 胴部 底部

6 4 1 1 7 3 1 1 2 7 77 3 551

合計
香炉 火炉火取 器種不明

第26表　沖縄産施釉陶器観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

79 碗 底部 - 6.6 -
両面ともに灰釉を施釉。
外面は高台脇、内面は
胴部下部まで施釉。

内側灰色、外側浅黄橙
色で細かい。

高台断面三角形。 H24
 トレンチ24
 撹乱

80 碗
口～
底部

13.6 6.1 6.9
両面に白釉を施釉。畳
付釉剥ぎ。内底は蛇の
目釉剥ぎ。

灰色で細かい。細かい
白色粒をやや含む。

口縁は外反。外面に呉
須と褐釉で花文を描く。

H19  撹乱

81 皿 底部 - 4.0 -
外面残存部は無釉、内
面は灰釉を施釉。内底
蛇の目釉剥ぎ。

灰色で細かい。

高台断面三角形。内底
目跡あり。胴部下半及び
高台内に煤付着。高台
から高台内部まで白土
付着。

H18
 トレンチ１
 撹乱

82 小碗
口～
底部

9.8 4.5 4.6

外面胴部下半から口縁
内面縁は褐釉、内面は
透明釉を二度掛け。内
底蛇の目釉剥ぎ。

淡黄色で細かい。 口縁は外反。 H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

83 小碗
口～
底部

8.2 3.4 4.3
両面に褐釉を施釉、畳
付釉剥ぎ。

淡黄色でやや粗い。

口縁は内湾。高台断面
三角形。全体的に造りが
粗く、高台は内削りが浅
く低い。内底及び外底に
焼成時の傷あり。

H18
 トレンチ１
 撹乱

84 小碗
口～
底部

9.1 3.7 4.75

外面から口縁部内面縁
は褐釉、内面は灰釉を
二度掛け。内底蛇の目
釉剥ぎ。

灰白色で細かい。
口縁は外反。内底に白
土付着。

H24
 トレンチ24
 撹乱

85 小碗 底部 - 3.7 -
外面は褐釉、内面は灰
釉を掛け分け。内底蛇の
目釉剥ぎ。

にぶい橙色で細かい。 高台断面三角形。 H18
 トレンチ１
 撹乱

86 小碗 底部 - 4.2 -

外面及び外底は黒釉、
内面は白釉を掛け分け。
内底蛇の目釉剥ぎ。畳
付釉剥ぎ。

灰黄色でやや粗い。 内底目跡あり。 H19
 東西トレンチ
 撹乱

87 小碗 底部 - 3.7 -
両面に灰釉を施釉。内
底蛇の目釉剥ぎ。

灰色でやや粗い。
内底目跡あり。畳付に白
土付着。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

第42図
図版33

出土地

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

器種 部位 年度
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第26表　沖縄産施釉陶器観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

88 小碗 底部 - 4.1 -
表面に白化粧を施
し、上に灰釉を施
釉。畳付釉剥ぎ。

灰色で粗い。白色粒、
黒色粒をやや含む。

内底目跡あり。全体的に
造りが粗い。外面面取り。

H19  撹乱

89 小杯
口～
底部

4.6 2.2 2.5
両面に白釉を施釉。
外面は高台脇まで
施釉。

灰白色でやや粗い。
口縁は外反。内底目跡あ
り。

H19  撹乱

90 鉢 口縁部 21.5 - - 両面に褐釉を施釉。 淡黄色でやや粗い。 口縁逆「L」字状の鉢。 H24
 トレンチ24
 撹乱

91 鉢 口縁部 - - - 両面に灰釉を施釉。 灰色でやや粗い。
口縁が肥厚。轆轤痕が明
瞭。

H22
 トレンチ23
 撹乱

92 瓶子 脚部 - 7.6 -
外面は灰釉と暗茶褐
色の釉を施釉。内面
は無釉。

灰白色で細かい。黒色
粒および白色粒を僅か
に含む。

高台が袴状に広がる瓶子
の脚部。轆轤痕が明瞭。
端部が玉縁状を呈する。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

93 酒器 底部 - 7.0 -

外面は白化粧を施し
呉須と緑釉を流しか
け、上から透明釉を
施釉。内面は無釉。
畳付釉剥ぎ。

にぶい黄橙色でやや
粗い。細かい黒色粒を
含む。

胴部に二本の圏線を巡ら
せる。注ぎ口は後から貼り
付けて形成したか。内面
轆轤痕が明瞭。底部の削
りは丁寧で内側に向けて
やや高めに削られており
外側部分のみ着く。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

94 急須 口縁部 6.4 - -
外面は灰釉、内面は
白釉を施釉。

灰白色で細かい。雲母
及び暗赤褐色粒を僅
かに含む。

胴部に白粘土で形成され
た厚みのある亀を貼り付
ける。湧田Ⅳに類例あり。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

95 急須 底部 - 4.8 -
外面は胴部下半ま
で灰釉を施釉。内面
は無釉。

灰褐色で細かい。細か
い白色粒を含む。

内底中央部に膨らみをも
ち、底部はやや上げ底ぎ
み。

H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

96 蓋 撮み
撮み径
5.8

- -
外面は褐釉を施釉。
内面は無釉。

黄灰色でやや粗い。や
や粗めの白色粒を含
む。

撮み高台状の蓋。撮み部
分を内側に削るように形
成。

H24
 トレンチ24
 撹乱

97 蓋 袴～庇 13.0 11.2 -

外面は庇部分まで
黒釉を施釉。袴部分
及び内面は無釉。袴
端部にやや黒釉が
付着する。

灰白色で緻密。細かい
白色粒及び黒色粒を
含む。

無文、轆轤成形。 H24
 トレンチ24
 埋ガメ内
 撹乱

98 蓋 袴～庇 6.5 5.0 -
外面は庇部分まで
褐釉を施釉。袴部分
及び内面は無釉。

灰黄色で緻密。細かい
白色粒を含む。

袴部分は薄く形成。造り
は丁寧。急須の蓋か。

H19  撹乱

99 鍋 口縁部 16.2 - -
両面ともに黒釉を施
釉。口縁部の蓋受け
は無釉。

淡黄色でやや細かい。
細かい黒色粒を含む。
一部、褐色粒が僅かに
みられる。

蓋受けに白土が付着。 H22
 南側石牆
 トレンチ23
 撹乱

100 火取 口縁部 10.6 - -
外面は白釉、内面は
無釉。口縁部に呉須
を施す。

灰黄色でやや粗い。
轆轤成形。成形後のナデ
が丁寧。

H24
 トレンチ24
 撹乱

101 火取 口縁部 10.4 - -
口縁部内面縁から
外面底部まで褐釉を
施釉。内面は無釉。

にぶい橙色で粗い。や
や粗い白色粒及び細
かい黒色粒を僅かに含
む。

口縁部下に二条、底部直
上に二条圏線を引く。轆
轤痕が明瞭。残存部から
ベタ底と考えられる。

H19  撹乱

102 火取 口縁部 10.4 - -
口縁部内面縁から
外面に灰釉、内面に
薄い鉄釉を施釉。

灰白色で細かい。黒色
粒及び僅かに細かい
白色粒を含む。

口縁部逆「L」字状を呈す
る。轆轤痕明瞭。

H24
 トレンチ24
 撹乱

103 香炉 底部 - 8.4 -
外面は灰釉を施釉。
内面は無釉。

浅黄橙色でやや粗い。
白色粒及び僅かに黒
色粒を含む。

外面に白土による象嵌の
圏線が5条確認できる。内
底には円状に白土が塗ら
れる。足は獣面を呈する
（獅子か）。

H19
 トレンチ３
 撹乱

104 香炉 口縁部 - - -
両面ともに褐釉を施
釉。

白灰色でやや粗い。細
かい黒色粒及び僅か
に白色粒を含む。

口縁は肥厚し内湾する。
轆轤痕が確認できる。

H24
 トレンチ24
 撹乱

第42図
図版34

出土地
挿図番号
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10.初期沖縄産無釉陶器（105～110） 

 表土・撹乱層から出土した初期沖縄産無釉陶器の総数 39点である。種類別にみると、碗、皿、壺、

火炉、擂鉢などがある。そのうち、６点を図示した。個々の資料の詳細は観察表に記す。 

 

 第27表　初期沖縄産無釉陶器出土状況

皿 火炉 器種不明

口縁部 底部 底部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 胴部 胴部

4 1 1 1 1 5 5 1 14 1 5 39

合計
碗 鉢 擂鉢 壺

第28表　初期沖縄産無釉陶器観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

105 碗 口縁部 12.6 - -
両面ともに橙色。灰ま
たは炭などの影響か
黒ずみ混じる。

にぶい赤褐色、灰色で粗
い。白色粒を含む。白色
の筋がマーブル状にやや
混じる。

口唇断面丸く、轆轤痕
明瞭。

H24
 トレンチ24
 撹乱

106 擂鉢 口縁部 - - -
外面は褐灰色、内面
は灰赤色。

にぶい褐色でやや細か
い。白色粒を含む。白色
の筋がマーブル状に混じ
る。

口縁部外面下をくぼま
せ稜を形成。口縁部内
面下に間隔をあけ櫛目
を施文。

H24
 トレンチ24
 撹乱

107 擂鉢 口縁部 32.8 - - 両面ともに暗赤褐色。

暗赤褐色でやや細かい。
粗い白色粒を含む。白色
の筋がマーブル状にやや
混じる。

口縁外面下をくぼませ
稜を形成。口縁内面下
に間隔をあけ櫛目10～
11本を施文。

H24
 トレンチ24
 撹乱

108 蓋 庇 - - - 両面ともに灰色。
にぶい褐色で細かい。白
色粒を含む。白色の筋が
マーブル状に混じる。

ナデが丁寧。 H19
 東西トレンチ
 撹乱

109 壺 口縁部 16.4 - -

外面オリーブ黒色、内
面黒褐色。口唇部か
ら口縁部内面まで黒
褐色の泥釉を施釉。

暗赤褐色で細かい。細か
い白色粒を含む。白色の
筋がマーブル状にやや混
じる。

口縁部は外側折り返し
成形。口縁部内面にサ
ンゴ目あり。

H18
 トレンチ1
 撹乱

110 壺 底部 - - -
外面は黒褐色の泥釉
を全面に施釉。内面
は灰色～暗灰色。

暗赤褐色で粗い。粗い白
色粒が多く含まれる。白色
の筋がマーブル状に多く
混じる。

両面ともに轆轤痕が明
瞭。底部の形成が丁寧
で、稜がはっきりしてい
る。

H18
 トレンチ1
 撹乱

第44図
図版35

出土地

法量（ｃｍ） 観察事項
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11.沖縄産無釉陶器（111～123）	
 

	
 表土・撹乱層から出土した沖縄産無釉陶器の総数は 359 点である。種類別にみると、碗、皿、灯

明皿、瓶、壺、小壺、鉢、擂鉢、甕、香炉、火炉、蓋、急須、茶器、植木鉢などである。そのうち、

13 点を図示した。個々の遺物の詳細は観察表に記す。	
 

	
 

第29表　沖縄産無釉陶器出土状況

ᬀᧁ㋬ ↉

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 底部 胴部 口縁部 胴部 ᛠᚻ

1 12 14 8 2 10 2 3 1 14 9 1 15 25 2 1 1 3 2 1

⏀ 皿 ㋬ ᠪ㋬ ᕆ㗇

小壺 茶器 茶器か 香炉

口縁部 胴部 底部 底部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 胴部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部

11 8 105 12 1 13 1 7 20 1 1 1 2 1 5 2 1 1 39 359

合計
壺 壺・甕 甕 灯明皿 火炉 器種不明

蓋

第30表　沖縄産無釉陶器観察一覧ａ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

111 碗
口～
底部

13.2 5.5 6.5
口縁部内面縁から外
面畳付裏まで暗赤灰
色の泥釉を施釉。

内側にぶい赤褐色、外側褐灰色
で粗い。にぶい褐色部分に粗い
橙色粒を及び白色粒、褐灰色部
分に細かい白色粒を含む。

口縁部内湾。轆轤痕
が明瞭。畳付部分の
削りが粗い。

H24
 トレンチ24
 撹乱

112 碗 口縁部 12.5 - -

外面は口縁部内面
縁から胴部下半まで
黒褐色、胴部下は明
赤褐色、内面は赤褐
色を呈する。

にぶい赤褐色で細かい。僅かに
白色粒を含む。

口縁部外反。轆轤痕
が明瞭。

H24
 トレンチ24
 撹乱

113 碗 底部 - 6.4 -
両面ともに青灰色を
呈する。

内側灰褐色、外面灰色でやや粗
い。白色粒を含む。

内面ナデが丁寧。 H19
 石積み前
 撹乱

114 碗 底部 - 5.4 -
外面は赤褐色、内面
はに灰赤色。

にぶい褐色で細かい。橙色粒を
含む。

内面のナデが丁寧。
胴部外面の轆轤痕
が明瞭。外底にヘラ
描きあり。

H24
 トレンチ24
 撹乱

第45図
図版36

出土地

法量（ｃｍ） 観察事項
挿図番号
図版番号

器種 部位 年度
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第30表　沖縄産無釉陶器観察一覧ｂ

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

釉（色・範囲・貫入） 素地（色・質・混和材） 文様等

115 皿
口～
底部

10.2 4.4 2.75
外面は明赤褐色～黒
色、内面は明赤褐色～
褐灰色。

にぶい褐色でやや粗
い。白色粒、透明粒僅
かに含む。

全体的に粗く、底部の造りが雑。 H24
 トレンチ24
 撹乱

116 鉢
口～
底部

47.4 23.3 20.0
外面は灰褐色～赤褐
色、内面は灰黄褐色～
灰褐色。

にぶい赤褐色で細か
い。細かい白色粒を含
む。

口縁部が逆「L」字状の鉢。外面
に凸文２条、その間に波状文を
めぐらせ、上から丸文を貼り付け
る。内面石灰分多く付着する。

H22
 南側石牆
 トレンチ22
 撹乱

117 擂鉢 口縁部 - - -
外面灰褐色、内面橙
色。

橙色、灰赤色で細か
い。細かい白色粒を含
む。

内面口縁部下から櫛目を密に造
る。口縁部に注ぎ口と思われる
凹みあり。

H18
 トレンチ１
 撹乱

118 植木鉢 底部 - 7.1 -
両面ともに、にぶい赤
褐色。底部の一部が黒
ずむ。

明赤褐色でやや粗い。
胴部のナデ調整は丁寧。高台は
間隔をあけ抉りを入れる。

H19
 トレンチ５
 撹乱

119 茶器 底部 - 7.3 -
両面ともに鈍い赤褐
色、外底明赤褐色。

橙色でやや粗い。白色
粒及び雲母を僅かに含
む。

内面の轆轤痕は明瞭。外面はナ
デが丁寧。高台低く造る。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

120 壺 口縁部 14.6 - - 両面ともに赤褐色。
にぶい赤褐色でやや
粗い。白色粒を含む。

口縁玉縁状。横方向及び縦方
向のナデ調整あり。

H18
 トレンチ１
 撹乱

121 壺 底部 - 17.0 -
外面はにぶい橙色、内
面は明赤褐色。

内側明赤褐色、外側灰
色で粗い。白色粒及び
黒色粒を含む。僅かに
橙色粒が見られる。

内面の轆轤痕が明瞭。底部を削
り稜を造る。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

122 甕 口縁部 90.0 - -
外面明赤褐色、内面黄
灰色～灰褐色

明赤褐色でやや粗い。
白色粒及び黒色粒を
含む。

口縁部が逆「L」字状を呈する。
口唇部に沈線一条施す。口縁
部下に沈線を数条巡らせ、その
下に丸文貼り付ける。内面から
焼成時につけられたと思われる
空気穴が７か所確認できる。内
面轆轤痕明瞭。

H20
 三門北
 撹乱

123 香炉 底部 - 13.0 - 両面ともに灰褐色

灰褐色で細かい。細か
い白色粒及びやや粗
めの橙粒を含む。橙粒
は所々筋になるところも
ある。

三つの足をもつ香炉だと考えら
れる。足はS字状を呈す。しっか
り面取りされており、稜がはっきり
している。造りは丁寧。

H20
 三門北
 トレンチ７
 撹乱

第45図
図版36

第46図
図版36

第46図
図版37
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12.陶質土器（124～129） 

 表土・撹乱層で出土した陶質土器の総数は 67点である。器種別にみると碗、皿、灯明皿、壺、鉢、

鍋、香炉、火炉、蓋、急須、土瓶などである。そのうち、６点を図示した。個々の資料の詳細は観

察表に記す。 

 

第31表　陶質土器観察一覧

口径
（長軸）

底径
（短軸）

器高
（厚さ）

器色 素地（色・質・混和材） 文様等

124 碗 底部 - 5.8 - 両面ともに橙色。
橙色、にぶい赤褐色で軟質。粗い赤
褐色粒及び白色粒、細かい黒色粒
及びガラス質粒子を含む。

内面ナデ丁寧。高台削りが
浅く低い。

H24
 トレンチ24
 撹乱

125 鉢 底部 - 14.8 -
外面はにぶい黄
褐色、内面橙色。

橙色、灰色で軟質。やや粗めの赤色
粒及び、細かい白色粒、黒色粒、ガ
ラス質粒子を含む。

ベタ底の鉢。内面轆轤痕が
明瞭。

H19  撹乱

126 香炉 底部 - - - 両面ともに橙色。
橙色で硬質。粗いにぶい赤褐色粒、
細かい白色粒、ガラス質粒子、黒色
粒を含む。

香炉の足の部分と考えられ
る。内側に孔を穿つ。

H24
 トレンチ24
 撹乱

127 火炉 口縁部 - - -
外面は明赤褐
色、内面は暗赤
褐色。

橙色、にぶい橙色で硬質。粗いにぶ
い赤褐色粒及び黒色粒、細かいガ
ラス質粒子及び白色粒を含む。

口縁断面「T」字状の火炉。 H21
 南側石牆
 トレンチ１
 撹乱

128 火炉 口縁部 17.2 - -
外面は灰褐色、
内面はにぶい赤
褐色。

橙色で硬質。細かいにぶい赤褐色
粒及び白色粒、黒色粒、ガラス質粒
子を含む。

口縁内側に突起を貼り付け
る。突起及び内面は煤付着。
口縁外面下に二条の沈線を
巡らせる。

H24
 トレンチ24
 撹乱

129 火炉 口縁部 - - - 両面ともに橙色。
褐灰色で硬質。白色粒及び細かい
赤褐色粒、ガラス質粒子を含む。

口縁部をくの字に湾曲させる
火炉。口唇に煤が付着。

H19
 トレンチ２
 撹乱

第47図
図版38
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第32表　陶質土器出土状況

碗 土瓶 壺 香炉 灯明皿

底部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 底部 口縁部 口縁部 胴部 口縁部 耳 底部 底部 口縁部 底部 耳 胴部 口縁部 胴部

2 1 2 8 1 2 1 1 4 5 1 1 1 1 3 2 2 1 2 26 67

合計
急須 器種不明皿 鉢 鍋 火炉

蓋
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13.瓦質土器（130）	
 

	
 表土・撹乱層から出土している総数は 10 点である。器種別にみると、コンロ、鉢、植木鉢、袋物

などが出土している。中には、表面が加工され欄干の破片の可能性が考えられる資料も見られたが、

小破片で天地不明のため、図示していない。今回は植木鉢を１点のみ図示した。	
 

	
 130 は、外面はにぶい褐色、内面はにぶい橙色を呈

する植木鉢の胴部である。断面はにぶい橙色～灰褐色

を呈し軟質である。赤褐色の粒及び細かい白色粒、ガ

ラス質粒子を含む。表面には菊草文を施し、その下に

波状の凸帯をつける。	
 

	
 

	
 

第33表　瓦質土器出土状況

植木鉢 袋物 コンロ 器種不明

口縁部 胴部 胴部 底部 胴部 胴部

1 1 1 1 1 5 10

合計
鉢
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14.土器・硬質土器	
 

	
 土器は宮古式土器、パナリ焼、硬質土器（本土産焙烙）などが出土している。総数は 29 点で、そ

の内訳をみると、宮古式土器が９点、パナリ焼が６点、硬質土器が１点、土器片が 13 点となってい

る。宮古式土器は多量の砂粒や赤色土粒が混入し、パナリ焼は多量の貝殻片が混入する。硬質土器

は土師質な胎土を呈しており、中城御殿跡で出土例がみられる。いずれも小破片のため今回は集計

のみ行い、図化はしていない。	
 

	
 

	
 

	
 

15.漆製品（131）	
 

	
 漆製品は壺が１点出土し、その他漆が塗られた木材片が数点、漆の塗膜片が若干出土した。その

うち、壺については図化を行い、壺と木材片の一部については成分分析を明治大学大学院理工学研

究科に委託した。この分析の詳細については、第４章自然科学分析の項で述べる。ここでは漆が塗

られた壺について詳細を述べることとする。	
 

	
 今回見つかった漆塗りの壺は、底径：17.8cm、残存高：17cm で、底部についてはほぼ完全に残っ

ていたが、口縁部から胴部上半部は欠損していた。素地は土であり、にぶい橙色を呈する軟質の土

器である。混入物は微細な白色粒がみられる。	
 

	
 器形は縦長の形になるとみられ、胴部は丸みをもち、底部は上げ底状を呈する。内底には１条の

突帯の一部が残っており、本来は円形状または半円状に巡らされていたものと考えられる。また、

胴部や内底には轆轤痕が確認される。	
 

	
 外面は、牡丹と考えられる植物や唐草とともに格子状の文様が陽刻で表現され、文様と文様の間

の隙間にも細かいドット状の彫り文様で埋めているなど、非常に緻密である。この文様の盛り上が

った部分には赤色の漆がよく残っており、陽刻された文様だけでも華やかだが、漆の塗布によって

さらに華やかさが増している。	
 

	
 漆は、赤色と黒色の二種類が塗布されているものと思われる。内底や外底面にまで黒色の漆がみ

られることより、両面に黒漆を塗布し、さらにその上から赤漆を外面底部まで塗布したものとみら

れる。内面には赤色は確認されない。	
 

	
 また、興味深いこととして、外面底部の一部分に文字が彫り込まれていることがわかった（図版

40）。遺物の取り上げ時には気付かなかったが、後に整理の段階で破片の接合作業をした時に確認で

きた。文字は枠の中に彫られており、上から順に「易」？、「南」、「安」もしくは「案」？という文

字が考えられるが、その意味は判然としない。だが、後の項で出てくる漆の成分分析の結果をみる

と、ベトナム産の漆の成分が検出されていることから、ベトナムの「安南」と何らかの可能性があ

るとも考えられる。その場合、ベトナム産の製品という可能性も考えられよう。しかし、本資料の

胎土は沖縄産という見方もあれば、沖縄産ではないという見方もあり、現時点ではどちらとも言い

難い。	
 

	
 この漆製品は、撹乱の土から見つかっており、年代等についても詳細は不明である。しかし外面

に彫り込まれた文様の雰囲気は、1920 年代に製作されていたとされる琉球古典焼と似たような感を

受ける。	
 

	
 これまでに見つかっている漆製品については、その多くは木製で、素材が焼物である漆製品の出

土事例はほとんどない。また、記録や伝世品にもみられないことから、この壺が円覚寺にとってど

のような意味のある壺なのか、詳細については今後の課題としたい。	
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 器形は縦長の形になるとみられ、胴部は丸みをもち、底部は上げ底状を呈する。内底には１条の

突帯の一部が残っており、本来は円形状または半円状に巡らされていたものと考えられる。また、

胴部や内底には轆轤痕が確認される。	
 

	
 外面は、牡丹と考えられる植物や唐草とともに格子状の文様が陽刻で表現され、文様と文様の間

の隙間にも細かいドット状の彫り文様で埋めているなど、非常に緻密である。この文様の盛り上が

った部分には赤色の漆がよく残っており、陽刻された文様だけでも華やかだが、漆の塗布によって

さらに華やかさが増している。	
 

	
 漆は、赤色と黒色の二種類が塗布されているものと思われる。内底や外底面にまで黒色の漆がみ

られることより、両面に黒漆を塗布し、さらにその上から赤漆を外面底部まで塗布したものとみら

れる。内面には赤色は確認されない。	
 

	
 また、興味深いこととして、外面底部の一部分に文字が彫り込まれていることがわかった（図版

40）。遺物の取り上げ時には気付かなかったが、後に整理の段階で破片の接合作業をした時に確認で

きた。文字は枠の中に彫られており、上から順に「易」？、「南」、「安」もしくは「案」？という文

字が考えられるが、その意味は判然としない。だが、後の項で出てくる漆の成分分析の結果をみる

と、ベトナム産の漆の成分が検出されていることから、ベトナムの「安南」と何らかの可能性があ

るとも考えられる。その場合、ベトナム産の製品という可能性も考えられよう。しかし、本資料の

胎土は沖縄産という見方もあれば、沖縄産ではないという見方もあり、現時点ではどちらとも言い

難い。	
 

	
 この漆製品は、撹乱の土から見つかっており、年代等についても詳細は不明である。しかし外面

に彫り込まれた文様の雰囲気は、1920 年代に製作されていたとされる琉球古典焼と似たような感を

受ける。	
 

	
 これまでに見つかっている漆製品については、その多くは木製で、素材が焼物である漆製品の出

土事例はほとんどない。また、記録や伝世品にもみられないことから、この壺が円覚寺にとってど

のような意味のある壺なのか、詳細については今後の課題としたい。	
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図版 㻠㻜　 ⁽〇ရ
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16.石製品（132～135）	
 

	
 表土・撹乱層から出土している石製品の総数は 14 点である。種類別にみると砥石１点、礎盤７点、

印鑑１点あり、その他器種不明の資料もみられる。また、石材もみられたが今回は数量化していな

い。以下、４点の資料について詳細を記す。	
 

	
 132 は表面に僧侶の顔を彫る石製品である。残存長軸：4.5 ㎝、残存短軸：3.7 ㎝、残存厚さ：1.2

㎝、材質は千枚岩と思われる。僧侶の顔は作りが粗い。裏面は剥離もみられるが、その後研磨され

た跡が見受けられる。側面には研磨痕が残り、上面には凸状に段が形成される。具体的な用途は不

明。H24 トレンチ 24 撹乱。	
 

	
 133 は「香正」と彫られている印鑑である。残存長軸：1.1 ㎝、残存短軸：0.9 ㎝、残存厚さ：3.6

㎝、白色を呈し、材質は被熱のためか変質しているため、不明である。石材の産地に関しては、沖

縄では採取されないものの可能性が高い。H19 東西トレンチ撹乱。	
 

	
 134・135 はいずれも輝緑岩製の礎盤である。上面観が真円形で縁に丸状の抉りを巡らせる。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

上面に柱の跡及び円形の臍穴が認められる。また、上面部分は研磨が粗く、やや凹凸を呈す。抉り
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上面に柱の跡及び円形の臍穴が認められる。また、上面部分は研磨が粗く、やや凹凸を呈す。抉り

以下の部位は研磨が丁寧にされる。 

（134)          （135） 

 a：36.8㎝、b：27.5㎝、 a：45.6㎝、b：36.1 ㎝、 

 c：23.1㎝、d：6.6㎝、  c：28.0㎝、d：6.7㎝、 

 e：6.0㎝、 f：20.0㎝、  e：5.1㎝、 f：18.2㎝、 

 g：17.1㎝         g：13.5㎝ 

 

 

a

g

d

b

ef

c

<

凡
例>

➨㻡㻝図 　▼〇ရ䠎
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17.玉製品（136～138）	
 

	
 表土・撹乱層から出土している玉製品の総数は３点である。以下、資料について詳細を記す。	
 

	
 136～138 は穿孔のみられる玉製品で表面及び側面は丁寧に研磨が行われている。裏面は表面に比

べると仕上げが荒いままであることから、何かにはめ込んで使用したものかと考えらえる。136 は

透明感のある白色を呈する資料である。被熱のためか一部、茶褐色に変色する。本資料の表面穿孔

部分の周囲に円状に残る跡が確認され、留めていた金具の跡ではないかと考えられる。残存長軸：

4.6 ㎝、残存短軸：3.6 ㎝、厚さ：1.5 ㎝、孔経：0.35 ㎝、H19 トレンチ６撹乱からの出土。137 は

透明感の無い灰色を呈する資料である。残存長軸：2.6 ㎝、残存短軸：2.4 ㎝、厚さ：0.6 ㎝、孔経：

0.8 ㎝、H19 トレンチ６撹乱からの出土。138 はやや透明感のある白色を呈し、リーフ状の形をなす

資料と思われる。資料中央に穿孔がされている。残存長軸：4.5 ㎝、残存短軸：4.5 ㎝、厚さ：0.65

㎝、孔経：0.7 ㎝、H19 トレンチ６撹乱からの出土。	
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18.骨製品（139・140）	
 

	
 骨製品はヘラが２点出土した。いずれも哺乳類骨を加工したものと考えられ、全体的に丁寧に磨

かれている。139 は裁縫用と思われるもので柄部には径２mm の孔がある。断面は柄部で楕円形を呈

し、刃部では薄く平たくなる。また刃部は両面に磨きがみられるが、表面に比べ裏面では磨かれる

範囲が狭い。長軸 13.20cm、短軸 2.19cm、厚さ 0.93cm、重量 16.41g。H19 トレンチ３撹乱。140 は

破損のため頭部の形状は不明だが、残存部は棒状で断面は円形を呈し、端部では薄く剣先状に細く

なる。長軸 9.86cm、短軸 0.76cm、厚さ 0.7cm、重量 3.26g。H19 東西トレンチ撹乱。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

19.貝製品（141～145）	
 

	
 貝製品は貝製ボタン５点、貝ボタンの原料（チョウセンサザエ）９点、加工痕のある貝（ヌノメ

ガイ）１点が出土した。141～145 には貝製ボタン４点、貝ボタンの原料１点を図示し、個々の特徴

は観察表に記した。	
 

	
 貝製ボタンは４点とも形状が異なるが、全体的に丁寧に磨かれている。なかには孔の間の厚みを

薄くするような削りがあるものや、裏面の段に糸を通す孔があり機械製と考えられるものがある。

145 の貝ボタンの原料と考えられるものは、孔径のわかるもののなかに 141 の貝製ボタンの大きさ

と同等のものがあり、出土地も同じため原料と製品の関係である可能性が考えられる。	
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20.円盤状製品（146～149）	
 

	
 円盤状製品は未製品を含め、中国産磁器２点、中国産陶器２点、沖縄産施釉陶器３点、沖縄産無

釉陶器３点、瓦４点の計 14 点が出土した。全体的な特徴として剥離調整はあまり丁寧ではなく、両

面から行われているが外面からのものが多い。146 は中国産褐釉陶器の胴部片で、調整はあまり丁

寧ではなく楕円形を呈する。長軸 3.8cm、短軸 3.2cm、厚さ 0.9cm、重量 19.23g。H19 トレンチ５撹

乱。147 は沖縄産施釉陶器の底部片で、調整はあまり丁寧ではなく楕円形を呈する。長軸 4.83cm、

短軸 4.53cm、厚さ 0.5cm、重量 26.65g。H20 三門北埋ガメ内撹乱。148 は沖縄産無釉陶器の胴部片

で、比較的大型で調整も丁寧で円形を呈する。長軸 8.03cm、短軸 7.41cm、厚さ 1.4cm、重量 113.33g。

H24 トレンチ 24 撹乱。149 は瓦の筒部で、調整は雑で不定形を呈する。長軸 5.2cm、短軸 4.1cm、厚

さ 1.1cm、重量 30.14g。H22 三門トレンチ 21 第８層。	
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第34表　貝製品観察一覧

種類
口径

（長軸）
底径

（短軸）
器高

（厚さ）
観察事項 年度 出土地

141 貝ボタン 1.86 1.85 0.21
中心に段をつくるように縁部が削られる。表面には孔の間の厚みを
薄くするように削った痕がある。重量0.45g。

H19 東西トレンチ 撹乱

142 貝ボタン 1.31 1.27 0.18
断面は皿状に湾曲し、表面には孔の間の厚みを薄くするように
削った痕がある。また糸を通したような痕もみられる。重量1.12g。

H19 トレンチ３ 撹乱

143 貝ボタン 1.17 1.14 0.24

やや小さいが厚みがあり、断面がレンズ状を呈するように縁部が削
られる。孔の間隔はやや狭い。裏面には孔の間の厚みを薄くする
ような削りがあり、同様のものよりやや大きく削られる。また、糸を通
したような痕もみられる。重量1.56g。

H19  トレンチ３ 撹乱

144 貝ボタン 1.89 1.87 0.2
両面ともに丁寧に磨かれており、裏面には段をつくる。糸を通す孔
は裏面の段を貫通するようにあいている。段部の厚さ0.42cm、重量
1.56g。

H22  撹乱

145
貝ボタン
の原料

6.37 3.78 4.13
体層に円形を呈する穿孔の痕が10孔あり、うち２孔には破損がな
い。重量34.15g。

H19  トレンチ３ 撹乱

挿図番号
図版番号

第54図
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21.煙管（150） 

 煙管は火皿から口付までが一 

体となった青銅製の延べ煙管１ 

点が出土した。 

 火皿の手前にキズとへこみが

みられ、火種を落とした際の痕

と考えられる。吸口では両側面

と表面、裏面を押しつぶし口付 

を整形したと思われるへこみなどみられ、口付は「8」の字状を呈する。また吸口の表面と裏面に櫛

状のキズがみられる。長軸 10.98cm、短軸１cm、厚さ 0.9cm、重量 22.90g。H19撹乱。  
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面から行われているが外面からのものが多い。146 は中国産褐釉陶器の胴部片で、調整はあまり丁

寧ではなく楕円形を呈する。長軸 3.8cm、短軸 3.2cm、厚さ 0.9cm、重量 19.23g。H19 トレンチ５撹

乱。147 は沖縄産施釉陶器の底部片で、調整はあまり丁寧ではなく楕円形を呈する。長軸 4.83cm、

短軸 4.53cm、厚さ 0.5cm、重量 26.65g。H20 三門北埋ガメ内撹乱。148 は沖縄産無釉陶器の胴部片

で、比較的大型で調整も丁寧で円形を呈する。長軸 8.03cm、短軸 7.41cm、厚さ 1.4cm、重量 113.33g。

H24 トレンチ 24 撹乱。149 は瓦の筒部で、調整は雑で不定形を呈する。長軸 5.2cm、短軸 4.1cm、厚

さ 1.1cm、重量 30.14g。H22 三門トレンチ 21 第８層。	
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22.銭貨（151～153）	
 

	
 銭貨は近世以前の有文銭５点、無

文銭９点、近・現代のものが 11 点、

アメリカ製のものが２点、銭種不明

６点の計 33 点が出土した。151～153

には寛永通宝１点、無文銭２点を図

示した。151 は寛永通宝で、錆によ

り「寛」の文字が不明瞭である。背

には「文」の文字がみられる。直径

2.52cm、孔径 0.56cm、厚さ 0.15cm、

重量 3.3g。H21 南側石牆トレンチ１

南側拡張部撹乱。152 は無文銭で、

孔はやや歪である。直径 15.7cm、孔

径 7.2cm、厚さ 0.06cm、	
 

重量 0.5g。H22 表採。153 は無文銭で 152 より若干小さく、一部にひび割れがみられる。直径 13.1cm、

孔径 6.5cm、厚さ 0.08cm、重量 0.36g。H19 トレンチ西端拡張部撹乱。	
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23.青銅製品（154～160）	
 

	
 青銅製品は鍵の金具１点、飾り金具（鍵、座金具含む）10 点、飾り金具と思われるもの１点、鋲

１点、蝶番１点、鐘３点、ボタン(米軍製含む)４点、バックル２点、鐶２点、タバコ入れ１点、薬

莢１点、お守り１点、器種不明８点の計 37 点が出土した。154～159 には鋲１点、蝶番１点、飾り

金具２点、鐶２点、お守り１点を図示し、個々の遺物の特徴は観察表に記した。	
 

	
 155 は唐草の葉の数がやや異なるが、156 とともに円覚寺跡に類例がみられる。また魚々子が密に

施されていることから日本製と考えられる。160 は福寶とよばれるお守りと考えられるもので、県

内での類例がなく詳細は不明である。	
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第35表　青銅製品観察一覧

種類
口径

（長軸）
底径

（短軸）
器高

（厚さ）
観察事項 年度 出土地

154 鋲 2.59 0.41 0.31
頭部は半球状で、鍍金は残っているが破損により文様などはみられない 。軸断面は方形
で、先端がくさび状に尖る。頭部の厚さ1.08cm重量2.07g。

H20
 三門北 トレンチ７
 撹乱

155 蝶番 8.3 6.39 0.1

一部歪んでいるが完形の蝶番で、全体的に鍍金も残り文様も確認できる。形状は木瓜状
に近く、一部を筒状に折り曲げ軸受けをつくり、中には軸が残る。文様は枠線の内に魚々
子が隙間なく列をなして打たれ、それを切るように唐草が彫られている。軸受け部の厚さ
0.52cm重量45.69g。

H20  三門北 撹乱

156
飾り
金具

10.14 1.91 0.08

一方の端部を欠損するが、全体的に鍍金も残り文様も確認できる。形状は両端が如意頭
文を象るものとおもわれ、金具を留めるための鋲孔が３孔あり、うち１つには長軸1.33cm、
短軸0.2cm厚さ0.22cm、頭部径0.37cmの鋲が１本付いている。文様は枠線の内に魚々子
が隙間なく列をなして打たれ、それを切るように唐草が彫られる。重量9.84g。

H19
 東西トレンチ
 撹乱

157
飾り
金具

13.05 4.9 0.9
破損や湾曲がみられ、鍍金や文様は確認できない。両端は魚尾状になると考えられ、金
具を留めるための鋲孔が６孔、６～８㎜孔が５孔、やや形の崩れた長方形状の孔が２孔、
菊花状の孔が２孔確認できる。重量23.70g。

H20
 三門北 トレンチ７
 撹乱

158 鐶 2.29 2.25 0.24 文様等はみられず、接合の痕が確認できる。孔径1.8cm、重量1.46g。 H19
 東西トレンチ
 撹乱

159 鐶 22 21.5 2.1 文様等はみられず、接合の痕が確認できる。孔径1.76cm重量1.09g。 H19
 東西トレンチ
 撹乱

160 お守り 2.7 2.61 1.5
表面には開運下總國成田山の文字が彫られ、裏面には不動明王が描かれている。重量
5.16g。

H22  表採

挿図番号
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第36表　鉄製品観察一覧

種類
口径

（長軸）
底径

（短軸）
器高

（厚さ）
観察事項 年度 出土地

161 角釘 7.34 0.8 1.2
全体的に錆膨れが酷く、軸部では錆割れを起こしている。横
断面は長方形を呈する。重量16.98g。

H19  東西トレンチ 撹乱

162 角釘 8.52 1.07 6.8
頭部は欠損しており、端部の形状は錆膨れで判然としない。
横断面は長方形を呈する。重量15.25g。

H20  三門北 トレンチ７ 撹乱

163 角釘 5.63 0.48 0.47
頭部・端部が欠損しており、横断面は正方形を呈する。重量
17.04g。

H22  三門 トレンチ20 撹乱

164 角釘 8.15 1.05 0.58
頭部が逆Ｌ字状に折れる形状をしており、横断面は長方形を
呈する。重量4.54g。

H20  三門北 トレンチ７ 撹乱

165 角釘 13.13 0.75 0.87
端部をやや欠損した大型の釘で、横断面は長方形を呈す
る。重量36.09g。

H20  三門北 撹乱
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24.鉄製品（161～165）	
 

	
 鉄製品は角釘 68 点、丸釘 25 点、金具１点、金具と思われるもの１点、釣針 1 点、器種不明１点

の計 97 点が出土した。161～165 に角釘５点を図示し、個々の遺物特徴は観察表に記した。161 は頭

部が扁平で、165 は頭部が「Ｔ」字状を呈するため巻頭釘と考えられる。	
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25.瓦（166～181）	
 

	
 瓦は撹乱層から明朝系瓦と大和系瓦が総数 881 点出土した。明朝系瓦においては、軒丸瓦 35 点、

軒平瓦 16 点、丸瓦 268 点、平瓦 540 点、大和系瓦においては、丸瓦２点、平瓦６点が得られた。そ

れぞれ灰色系と赤色系（褐色を含む）がある。大和系瓦は小破片のため、図化していない。以下、

明朝系瓦を種類別に記述する。なお、本報告書では上原靜氏の分類（上原	
 2013）を参考にした。個々

の特徴については観察表に記載する。	
 

	
 

（1）軒丸瓦:軒丸瓦は 35 点得られた。瓦当文様は、葉や茎が簡略化され花部のみを大きく描く側視

２型が得られた。今回は側視１型及び正視型は出土していない。色調別には褐色と赤色が出土した。	
 

	
 

（2）軒平瓦:軒平瓦は 16 点得られた。瓦当文様は、花を横から見た文様構図の草花文の側視１型が

得られた。色調別には灰色、褐色、赤色が出土した。	
 

	
 

（3）丸瓦:丸瓦は 268 点得られた。	
 

ヘラ描き印については、171 において玉縁部頂部に左上から右下方向への斜め１本線のヘラ描きが

確認できた。釉については、177 において玉縁部にマンガン釉が施釉されているのが確認できた。

漆喰については筒部凸面と側面側に付着するものが最も多い。	
 

	
 

（4）平瓦:平瓦は 540 点得られた。	
 

ヘラ描き印については、180 において凸面筒部に垂直方向の１本線のヘラ描きが確認できた。また、

広端部においては桶紐綴り圧痕が４～６つ程が確認できた。	
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第37表　大和系瓦出土状況

端部 筒部 狭端部 筒部 広端部

1 1 2 2 2 8

丸瓦 平瓦

合計褐色 褐色

第38表　明朝系瓦当出土状況

灰色 赤色 灰色 赤

瓦当部 瓦当部 筒部 瓦当部 瓦当部 瓦当部 瓦当部（小型瓦当） 瓦当部

3 24 2 6 2 6 1 7 51

軒丸瓦 軒平瓦

合計褐色 褐色

➨㻟7⾲　኱࿴⣔⎰ฟᅵ≧ἣ ➨㻟㻤⾲　᫂ᮅ⣔⎰ᙜฟᅵ≧ἣ
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第40表　瓦観察一覧

種類 部位 年度 出土地

166 軒丸瓦 瓦当部 H20
 三門北
 トレンチ７ 撹乱

167 軒丸瓦 瓦当部 H20  三門北 撹乱

168 軒平瓦 瓦当部 H20
 三門北
 トレンチ７ 撹乱

169 軒平瓦 瓦当部 H19  トレンチ４ 撹乱

170 軒平瓦 瓦当部 H21  三門北 撹乱

171 丸瓦 玉縁～筒部 H19  トレンチ４ 撹乱

172 丸瓦 玉縁～筒部 H20  三門北 撹乱

173 丸瓦 玉縁～筒部 H19  トレンチ４ 撹乱

174 丸瓦 玉縁～筒部 H19
 東西トレンチ
 撹乱

175 丸瓦 玉縁～筒部 H19  トレンチ４ 撹乱

176 丸瓦 玉縁～筒部 H19  トレンチ５ 撹乱

177 丸瓦 玉縁～筒部 H19  トレンチ５ 撹乱

178 平瓦 広端部 H19
 東西トレンチ
 撹乱

179 平瓦 広端部 H19  トレンチ４ 撹乱

180 平瓦 狭端部 H19
 東西トレンチ
 撹乱

181 平瓦
広端部～
狭端部

H20  三門北 撹乱

明朝系平瓦。色調は灰色。桶紐綴り圧痕が4つ見られる。凹面左上部と側面
に漆喰あり。

明朝系平瓦。色調は灰色。凸面広端側に横方向の沈線が見られる。凸面筒
部に垂直方向の一本線のヘラ描きあり。縫目糸痕も見られる。

明朝系平瓦。色調は赤色。広端部には桶紐綴り圧痕が6つ見られる。広端部
には角が2つ、狭端部には角が1つあり。

明朝系丸瓦。色調は褐色。筒部凸面と側目側に漆喰あり。

明朝系丸瓦。色調は赤色。玉縁部には角が1つあり。玉縁端面と凹み面に漆
喰あり。

明朝系丸瓦。色調は赤色。凹み面に布目圧痕が見られる。

明朝系丸瓦。色調は赤色。玉縁部には角が1つあり。玉縁部にはマンガン釉
が施釉されている。筒部には3本一組の筋が走る。

明朝系平瓦。色調は灰色。桶紐綴り圧痕が4つ見られる。

明朝系軒平瓦。色調は褐色。平瓦部と瓦当面に漆喰の付着が見られる。上
原：御茶ⅢBa01式（側視1型）。

明朝系軒平瓦。色調は赤色。上原：御茶ⅢBa01式（側視1型）。

明朝系丸瓦。色調は灰色。玉縁部には角が1あり。筒部凸面と側面側に漆喰
あり。玉縁部頂部に左上から右下方向への斜め1本線のヘラ描きが見られ
る。

明朝系丸瓦。色調は褐色。玉縁部には角が2つあり。筒部凸面と側目側に漆
喰あり。

明朝系丸瓦。色調は褐色。玉縁部には角が1つあり。筒部凸面と側目側に漆
喰あり。

明朝系軒丸瓦。色調は褐色。漆喰と炭が付着している。上原：円覚Ⅲｂ01式
（側視2型）。

観察事項

明朝系軒丸瓦。色調は赤色。上原：円覚Ⅲa01式（側視2型）。

明朝系軒平瓦。色調は灰色。上原：円覚ⅢBa01式（側視1型）。
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26.塼（182～197）	
 

	
 塼は総数 409 点が出土した。その平面形態から分類して４タイプが得られている。なお、分類は

上原靜氏の分類（上原 2011）を参考にした。個々の特徴については観察表に記載する。	
 

	
 

Ⅰ式：平面に敷き並べるタイプ（182～193）	
 

	
 平面形が正方形と三角形を呈するのが基本形態である。地面及び壁に設置し、床や壁の舗装化粧

材として使用されたと考えられる。還元焼成炎の灰色系製品と、酸化炎焼成の赤色系製品の二群に

分け、その厚みで細分した。	
 

①灰色製品	
 

	
 1．正方形	
 

	
 	
 	
 Ａａ類：一辺の長さが 24～26cm で、5～6cm 台の最も厚いタイプ。	
 

	
 	
 	
 Ａｂ類：3～4cm の薄手のタイプ。	
 

	
 2．三角形	
 

	
 	
 	
 Ｂａ類：5～6cm 台の厚みのあるタイプ。成形には基本的に四角塼を対角線から切り取っ	
 

	
 	
 	
 て二枚にしたもので、切り取った側面に横方向の線状痕が見られる。	
 

	
 	
 	
 Ｂｂ類：3～4cm 台の薄手のタイプ。	
 

②赤色製品	
 

	
 1．正方形	
 

	
 	
 	
 Ａａ類：一辺の長さが 24～26cm で、5～6cm 台の最も厚いタイプ。	
 

	
 	
 	
 Ａｂ類：3～4cm の薄手のタイプ。	
 

	
 2．三角形	
 

	
 	
 	
 Ｂａ類：5～6cm 台の厚みのあるタイプ。	
 

	
 	
 	
 Ｂｂ類：3～4cm 台の薄手のタイプ。	
 

	
 

182～187 は平面形が正方形を呈する。189～193 は平面形が三角形を呈する。	
 

	
 

Ⅱ式：積み重ね用タイプ（194）	
 

	
 平面形が長方形を呈する。地面状に積み上げて設置し、壁に使用されたと考えられる。色調によ

り赤色と灰色があり、その大きさ、厚みなどから数タイプに分けられる。	
 

①灰色製品（褐色製品も含む）	
 

	
 還元焼成炎の灰色製品で、大きくＡ～Ｃの３タイプに分けられる。そしてそれぞれに厚みによる

違いが認められる。	
 

	
 Ａ類：短軸約 12cm、長軸約 24cm、厚み 3.4cm のもので、現時点では最小塼である。	
 

	
 Ｂ類：短軸約 17cm、長軸約 31cm、厚み 3.3～3.4cm。また、厚みが 3.3～3.9cm をＢ１、4.0～	
 	
 

	
 4.4cm をＢ２に細分できる。	
 

	
 Ｃ類：短軸約 22cm、長軸約 33cm、厚み 3.5～4.4cm。また、厚みが 3.5～3.9cm をＣ１、4.0～	
 	
 

	
 4.4cm をＣ２に細分できる。	
 

②赤色製品	
 

	
 酸化炎焼成の赤色製品で、Ａ～Ｄの４タイプに分けられる。そしてそれぞれに厚みによる違いが

認められる。	
 

	
 Ａ類：短軸約 11cm、長軸約 31cm、厚み 4.0～4.5cm のもので、灰色側に比べると縦長の形を	
 

	
 呈する。	
 

	
 Ｂ類：短軸約 17cm、長軸約 33cm、厚み約 3.6cm の薄手と、4.3cm の厚いものがある。このグルー

プには側面の角を取り除いて丸くしたものがある。	
 

	
 Ｃ類：短軸約 18cm、長軸約 33cm のもので、厚みにより 2 タイプに分けられる。ａ類は 3.0	
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 ～3.6cm の薄手と、ｂ類は 4.0～4.5cm の厚手がある。なお、前者のａ類は僅かであるが、	
 

	
 厚み 2.8cm と極薄の種類も見られる。この類型の大きさは灰色群にはみられないものである。	
 

	
 Ｄ類：このタイプは完全形は得られていない。短軸が約 19.8cm と最も長く、厚みは約 3.2cm	
 	
 

	
 のものと、もう一つは短軸が約 20.5cm、厚みが約 4.3cm のものである。この種類も２種類に	
 

	
 細分できる。	
 

	
 

194 は平面形が長方形を呈する。	
 

	
 

Ⅲ式：端部噛み合わせタイプ（195）	
 

	
 平面形が一般的に長方形で、長軸の側面か短軸の両側面に段を形成し、それぞれを噛み合わせて

使用される。地面及び地中に設置し、排水処理施設に使用されたと考えられる。	
 

	
 	
 

195 は長軸の側面に段を成形する。	
 

	
 

Ⅳ式：下駄状タイプ（196）	
 

	
 棒状やカギ状に整形された下駄状の突起を有する。屋上に設置し、雨水処理に使用されたと考え

られる。	
 

196 は長軸に対して垂直に中央に下駄状の突起が付く。	
 

	
 

	
 出土塼には窯印の刻印とヘラ印があり、これらは生産工程における生乾きの状態時に記された。

刻印は印鑑のような工具による押印文で、ヘラ印は箆状工具により手書きによる点や線状の描き線

である。刻印を有するものは１点、ヘラ印を有するものは７点確認できた。以下に特徴を記載する。	
 

	
 

１．刻印	
 

188 は側面に圏線が確認できる。圏線内の文字は不鮮明。	
 

	
 

２．ヘラ印	
 

182・184・190・192・193 は側面に長い横位の一本線に、斜めの短い一本線が確認できる。	
 

185 は側面に長い横位の一本線に、斜めの短い二本線が確認できる。	
 

191 は側面に横位の一本線を確認。	
 

	
 

	
 今回の調査では煉瓦も出土しており、ここでふれておく。煉瓦は 19 点出土し、中には両面と側面
に漆喰が付着しているものも確認された。	
 

	
 

	
 

	
 
第41表　塼出土状況

ⅠAa ⅠAb ⅠA・Ba ⅠA・Bb ⅠBa ⅠBb 㸉 㸊 分類不明 ⅠAa ⅠAb ⅠA・Ba ⅠA・Bb ⅠBa ⅠBb 㸈 㸉 㸊 分類不明

2 5 13 30 1 4 4 5 17 2 26 24 111 2 5 1 7 4 59

Ἧ色 ⶊ色

ⅠAb ⅠA・Ba ⅠA・Bb ⅠBb 分類不明

26 2 42 2 15 409

合計
赤色
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第42表　塼観察一覧

種類 部位 年度 出土地

182 塼 角４有り H20  三門北 撹乱

183 塼 角２有り H19  東西トレンチ 撹乱

184 塼 角４有り H20
 三門北
 トレンチ7 撹乱

185 塼 角４有り H20  三門北 撹乱

186 塼 角２有り H19  東西トレンチ 撹乱

187 塼 角２有り H24
 トレンチ24
 漆と一括 10a層

188 塼 角１有り H20
 三門北 トレンチ10
 石積１ 撹乱

189 塼 角１有り H19  東西トレンチ 撹乱

190 塼 角１有り H19
 石敷 南側拡張部
 撹乱

191 塼 角１有り H19
 石敷 南側拡張部
 撹乱

192 塼 角２有り H20  三門北 撹乱

193 塼 角３有り H24
 トレンチ24
 漆と一括 10a層

194 塼 角２有り H19  撹乱

195 塼 破片 H19  東西トレンチ 撹乱

196 塼 破片 H19  撹乱

197 煉瓦 H19  トレンチ5 撹乱

Ⅱ式。色調は褐色。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗
面。

Ⅲ式。色調は灰色。長軸の一端が斜めに伸びていることより、平面形は三
角形になる可能性あり。長軸の側面に段を成形する。両面は丁寧に撫でを
施し、滑らかである。

Ⅳ式。色調は褐色。表面の撫で調整は良好。長軸に対して中央に垂直に
下駄状の突起が付く。

両面と側面に漆喰が付着している。

ⅠBb式。色調は灰色。表面は撫で調整が良好で滑らかだが、やや凹面を
呈する。裏面は粗面。

ⅠBa式。色調は褐色。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。側面にヘラ
印あり。

ⅠBb式。色調は灰色。表面は撫で調整が良好で滑らか。裏面は粗面。側
面にヘラ印あり。

ⅠBb式。色調は褐色。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。側面にヘラ
印あり。

ⅠBb式。色調は赤色。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗
面。側面にヘラ印あり。

ⅠAb式。色調は褐色。表面は撫で調整が良好。裏面は粗面。側面にヘラ
印あり。

ⅠAb式。色調は褐色。表面は撫でが施され、やや凹面を呈する。裏面は粗
面。側面にヘラ印あり。

ⅠAb式。色調は赤色。表面は撫で調整が良好だが、やや凹面を呈する。
裏面は粗面で、漆喰あり。

ⅠAｂ式。色調は赤色。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗
面。

ⅠA・Bb式。色調は赤色。表面は平坦に仕上げられるが、風化の為か、ア
バタ状を呈する。裏面は粗面。側面に刻印あり。

観察事項

ⅠAa式。色調は灰色。表面は撫で調整は良好。裏面は粗面。側面にヘラ
印あり。

ⅠAa式。色調は灰色。表面は撫で調整が良好で、滑らかである。裏面は粗
面。

第66図
図版55

挿図番号
図版番号

第64図
図版53

第64図
図版54

第65図
図版54

第65図
図版55
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➨㻢㻢図 　ሾ䠏
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図版 55　 ᦻ䠏
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27.ガラス製品（198） 

 表土・撹乱層から出土したガラス製品は総数 104点で、ガラス

ビーズ、皿、瓶、蓋、アンプル等が出土した。ガラスビーズ以外

の製品については集計のみ行い、図化していない。なお個々の出

土数については集計表を参照されたい。 

 ガラスビーズ（198）は円形を呈し、色調は緑色。螺旋状の筋

が観察でき、保存状態は良好である。厚さ 0.4cm。 図版 5㻢
䜺䝷䝇〇ရ

198

➨ 㻢7 図
䜺䝷䝇〇ရ

198

1cm0

第43表　ガラス製品出土状況

ビーズ 皿 瓶 薬瓶 目薬瓶 アンプル 蓋 撹拌棒 薬棒 ガラス棒 温度計 注射 ライターか 器種不明 合計

1 5 62 1 1 9 3 1 1 1 1 2 1 15 104

第４節 自然遺物 

 

１.貝類遺体 

 今回の調査では、貝類遺体も採集されている。その詳細について巻貝類等は第 44表に、二枚貝類は

第 45表に示した。 

 

➨㻠㻟⾲　䜺䝷䝇〇ရฟᅵ≧ἣ
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図版 5㻣　 ㈅㢮遺体 䠄ୖ 㻦 ᕳ㈅　ୗ 㻦 ஧ᯛ㈅䠅　䈜 ␒ྕ䛿⾲䛸୍⮴䚹
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２.脊椎動物遺体 

 今回の調査では、脊椎動物遺体も採集されており、魚類、鳥類、哺乳類が確認されている。詳細

については以下のとおりである。 

 

＜検出された動物遺体種名一覧＞ 

脊椎動物門 Phylum VERTEBRATA 
軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

  メジロザメ目 Order Carcharhiniformes 
メジロザメ科 Family Carcharhinidae 
属・種不明 Gen.et sp.indet. 

硬骨魚綱 Class Osteichthyes 
  スズキ目 Order Perciformes 
   ハタ科 Family Serranidae 
       属・種不明 Gen.et sp.indet 
   ベラ科 Family Labridae 
    コブダイ Semicossyphus reticulatus 
鳥綱 Class Aves 

  キジ目 Order Galliformes 
   キジ科 Family Phasianidae 
    ニワトリ Gallus gallus var. domesticus 
    科・属不明 Fam.et gen.indet 

 

 
哺乳綱 Class Mammalia 

  食肉目 Order Carnivora 
   イヌ科 Family Canidae 
    イヌ Canis familiaris 
   偶蹄目 Order Artiodactyla 
   イノシシ科 Family Suidae 
     ブタ Sus scrofa var. domesticus 
     ウシ科 Family Bovidae 
      ウシ Bos Taurus 
    ヤギ Capura hirucus 
 

 

 

 

 

 

 
第46表　魚類出土一覧

種類 部位 左右 出土地 個数

脊椎骨 ― 　撹乱 1

脊椎骨 ― 　撹乱 1

脊椎骨 ― 　撹乱 1

ハタ科 主上顎骨 左
　右掖門地区
  トレンチ２ 西端拡張部 炭混り土

1

種不明 脊椎骨 ― 　撹乱 1

メジロザメ

第47表　ニワトリ出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

 烏口骨 右  近位部 　撹乱 1

右  骨体 　撹乱 5

左  骨体 　撹乱 2

 骨体 　撹乱 1

 遠位端 　撹乱 1

左  骨体 　撹乱 1

 完存 　撹乱 1

 近位端～骨体 　撹乱 1

左  骨体 　撹乱 1

 近位部～骨体 　撹乱 1

 骨体～遠位部 　撹乱 1

 骨体～遠位端 　撹乱 1

 遠位骨端のみ 　撹乱 （1）

 骨体 　撹乱 2

 遠位端 　撹乱 1

右  骨体～遠位部 　撹乱 ♀ 1

 骨体 　撹乱 ♀ 1

 骨体～遠位端 　撹乱
♂ 1
♀ 1

 趾骨 － 　撹乱 1

注　（　）：破片、♀：メス、♂：オス

 上腕骨

 尺骨
右

右

右

左

中足骨
左

 大腿骨

 頸骨

第48表　トリ出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

橈骨 右 近位端 　撹乱 1

左 近位端 　撹乱 ①

左 骨体 　撹乱 1

中手骨? 不明 骨体～遠位端
　南側石牆地区
　トレンチ24　7層

1

右 近位部～遠位端 　撹乱 ①

左 骨体 　撹乱 1

左 骨体 　撹乱 1

右 骨体
　右掖門地区
　石積み裏込め内

1

趾骨 ― 完存 　撹乱 1

注　○ ： キズあり

尺骨

脛骨

➨㻠㻢⾲　㨶㢮ฟᅵ୍ぴ ➨㻠7⾲　䝙䝽䝖䝸ฟᅵ୍ぴ

➨㻠㻤⾲　䝖䝸ฟᅵ୍ぴ
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第49表　イヌ出土一覧

 部位 左右 残存部位 個数 出土地

左～右  頭頂骨～前頭骨 1

右  鼻骨 1

左  鼻骨 1

―  蝶形骨体 1

 I
1 1

 I
2 1

 I
3 1

 C 1

 P
1 1

 P
3,4

M
1,2 1

 I
1 1

 I
2 1

 P
3,4

M
1,2 1

 C 1
 P2,3,4M1 1
 I2 1
 I3 1
 CP1,2,3,4M1,2 1
 I1? 1
 I3 1

―  環椎 1

―  頸椎 2

―  胸椎 10

―  尾椎 4

 近位端 7

 近位端～骨体 1

左  近位端 5

 骨体 11

 遠位端 4

右  骨体～遠位端 1

左  骨体～遠位端 1

右  完存 1

左  近位骨端はずれ～遠位端 1

右  完存 1

左  完存 1

右  近位端～骨体 1

左  近位端～骨体 1

 Ⅱ　完存 1

 Ⅲ　完存 1

 Ⅳ　完存 1

 Ⅴ　近位部～遠位端 1

 Ⅱ　完存 1

 Ⅲ　完存 1

 Ⅳ　完存 1

 Ⅴ　近位端 1

右  腸骨部～坐骨 1

左  腸骨部 1

右  近位端 1

左  近位骨端はずれ～遠位端 1

右  完存 1

左  近位端～遠位骨端はずれ 1

右  近位端～遠位部 1

左  完存 1

距骨 左  完存 1

 Ⅱ　完存 1

 Ⅲ　完存 1

 Ⅳ　近位端～骨体 1

 Ⅴ　完存 1

 Ⅱ　完存 1

 Ⅳ　完存 1

 Ⅴ　完存 1

中手・中足骨 不明  骨体～遠位端 1

基節骨 ―  完存 8

中節骨 ―  完存 2

末節骨 ―  完存 1

部位不明 ― 1

110

右

頭蓋骨

上顎骨

下顎骨

肩甲骨

橈骨

尺骨

椎体

肋骨

上腕骨

中手骨

左

中足骨

撹 乱

合 計

右

左

右

左

右

不明

右

左

踵骨

寛骨

大腿骨

脛骨

第50表　ブタ出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

下顎骨 左  下顎骨   撹乱 1

左  骨体   撹乱 1

  南側石牆地区
  トレンチ24 10ａ・10ｂ層

1

  撹乱 1

 破片   撹乱 1

左  骨体   撹乱 1

不明  骨体   撹乱 1

上腕骨 右  破片   撹乱 2

右  破片   撹乱 1

左  破片   撹乱 1

 近位部～骨体   撹乱 1

 遠位部
  南側石牆地区
  トレンチ24 10ａ・10ｂ層

1

左  骨体   撹乱 1

右  近位端はずれ～骨体   撹乱 1

左  近位部～遠位部
  右掖門地区
  トレンチ２
  西端拡張部 炭混り土

1

中手・
中足骨

不明  骨体～遠位骨端はずれ
  右掖門地区
  北側サブトレ

1

右  Ⅱ　遠位骨端はずれ   撹乱 1

左  Ⅱ　近位端～遠位部   撹乱 1

右

中足骨

 骨体
不明

肩甲骨

大腿骨

肋骨

脛骨

踵骨

第51表　ウシ出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

下顎骨 右 M1 南側石牆地区  トレンチ24　12層 1

第52表　ヤギ出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

Ｉ1
  南側石牆地区
　トレンチ24　７層

1

ｄｍ2,3,4M1   撹乱 ｛①｝

上腕骨 左 遠位部
  右掖門地区
  トレンチ2　西端拡張部　炭混じり土

1

注　○ ： キズあり、｛　｝：幼

下顎骨 右

第53表　種不明出土一覧

部位 左右 残存部位 出土地 個数

椎体 不明 椎体   撹乱 1

肋骨 不明 骨体   撹乱 1

大腿骨 左 破片   撹乱 1

中手・中足骨? 不明 破片   撹乱 1

不明 骨体   撹乱 2

不明 破片
  南側石牆地区
  トレンチ24 ３層

1

不明 破片
  南側石牆地区
  トレンチ24 10ａ・10ｂ層

1

不明 破片   撹乱 4

部位不明

➨㻠㻥⾲　䜲䝚ฟᅵ୍ぴ ➨㻡0⾲　䝤䝍ฟᅵ୍ぴ

➨㻡㻝⾲　䜴䝅ฟᅵ୍ぴ

➨㻡㻞⾲　䝲䜼ฟᅵ୍ぴ

➨㻡㻟⾲　✀୙᫂ฟᅵ୍ぴ
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図版 5㻤　 脊椎動物遺体䠍

䝯䝆䝻䝄䝯　1. ⬨᳝骨　䝃䜹䝘　2. 䝝䝍⛉ 左 ୺上顎骨　3. 左 尺骨 キズあり　4. 左右୙᫂ 中手骨　5. 右 脛骨 キ

ズあり　6. ㊑骨　䝙䝽䝖䝸　7. 右 大腿骨　8. 右 脛骨　9. 左 中足骨 䗠　10. 左 中足骨 䗢　イヌ　11. 左右 㢌㡬骨

䡚๓㢌骨　12. 右 上顎骨䠬3,4M1,2　13. 左 下顎骨 㻯P1,2,3,4M1,2　14. ⎔᳝　15. 㢕᳝　16. 㢕᳝　17. ⬚᳝　18. 左 ⫪

⏥骨　19. 右　上腕骨　20. 左 ᶨ骨
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図版 59　 脊椎動物遺体２

イヌ　21. 右 尺骨　22. 右 中手骨 Ⅱ　23. 右 中手骨 Ⅲ　24. 右 中手骨 Ⅳ　25. 右 中手骨 Ⅴ　26. 右 寛骨　

27. 左 大腿骨　28. 右 脛骨　29. 左 踵骨　30. 左 距骨　31. 右 中足骨 Ⅱ　32. 右 中足骨 Ⅲ　33. 右 中足骨 Ⅳ

34. 右 中足骨 Ⅴ　35. 基節骨　36. 中節骨　37. 末節骨　ブタ　38. 右 中手骨 Ⅱ　ウシ　39. 右 下顎骨 M1　ヤギ

40. 右 ｄｍ2,3,4M1 幼 キズあり　41. 左 上腕骨
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╙㧡┨ ౞ⷡኹ〔のㆮ‛の⑼ቇ分析の結果 
 

ᧄᄙ⾆ਯ、ḡᵻஜᄥ、ች⣶ື雄 
᣿ᴦᄢቇᄢቇ㒮ℂᎿቇ⎇ⓥ⑼ᔕ用化ቇኾ᡹ 

 
 

1. ᭎ⷐ 

 

 ᧄ⎇ⓥႎ๔は、౞ⷡኹ〔から಴࿯ߒたޟエ⾰の὾‛のṭ塗りのᄅޠとޟ赤色のᧁ ޠの㧞ὐߟߦ

いて⑼ቇ分析ߒた結果ߟߦいてまとめた。 
 
2. ታ㛎 
2-1. ಽᨆ⹜ᢱߡ޿ߟߦ 
⹜料）ޠ 赤色のᧁޟ  No.105-2）࿑  60 

౞ⷡኹਃ㐷ർ࿾඙のᠣੂ層からᓧられた⾗料で、⊒ជのᜂᒰ⠪はਃ㐷のᑪ‛ߦ㑐わるน

⢻ᕈも޽ると考えてขり਄ߍていた。 
 ࿑ 61（⹜料No.196-2）ޠᄅ࡮‛エ⾰の὾ޟ 

౞ⷡኹ〔のᠣੂ層から಴࿯ߒた⾗料で、࿯ེᄖ㕙は、‖ਤとᕁわれるᬀ‛と、ᩰሶᢥ᭽

がᓂられ、この਄ߦ赤色が塗られていた。࿯ེ のౝᄖ㕙は㤥色ࠍਥ૕とߒ、ᄖ㕙の৻ㇱ

り、☻☸な޽ኒで✺ߟめて⚦☸かᭂ、ߒ๒ࠍる。ౝㇱの⢝࿯はⶊ色ߔは赤色ㇱ分がᱷሽߦ

⍾☸は߶とߤࠎ⷗えߘߕの☸ᓘ࠭ࠗࠨはឥߞていた。また、ห⾗料とห৻୘૕の⾗料ߟߦ

いて、⢝࿯分析߅ࠍこなߞた。⢝࿯分析の⾗料は࿑ 62と࿑ 63ߔ␜ߦ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  60 䇸⿒⦡のᧁ 䇹 図  61 䇸エ⾰の὾‛䊶ᄅ䇹  

図  62 分析࿯ེ⹜ᢱ(ᄖ㕙) 

       

図  63 分析࿯ེ⹜ᢱ(ౝ㕙)       

䉴䉬䊷䊦は䋱cm 䉴䉬䊷䊦は䋱cm 
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2-2. ᣣᧄ・ਛ࿖࡯ࡑࡦࡖࡒ߮ࠃ߅ࡓ࠽࠻ࡌޔ↥ṭ⤑の⺞⵾ 

 分析のᮡຠとして用いた日本࡮中国、ࡌトナࡓおよ߮ࡖࡒンマー産漆膜の調製は､⑔島⋵ળᵤ⧯᧻

Ꮢ㇠外の漆┄地඙に生⢒するウルシの木 TR[icRdendrRn vernicifluum からᓧられた漆液、中国ၔญ産

生漆（Ꮢ⽼ຠ）、ࡌトナࡓ TamThanh ⋵ Hung Hoa Ꮢ㇠外の漆⇌に生⢒するハゼノキ TR[icRdendrRn 
succedaneum から採取した漆液､タイࡖࡒ࡮ンマーに生⢒するࡉラ࠶ク࠷リー *luWa usiWaWa からᓧ

られた漆液を、それߙれ76Ǵmアࡊリࠤーᄕでࠟラス᧼に塗Ꮣした｡その後、日本と中国産漆は25͠､ 
70%RHで、ࡌトナࡓとタイࡖࡒ࡮ンマー産漆は25͠､ 80%RHのᕡ᷷ᕡḨੇ῎器の中でੇ῎さߖた。

その後､Ᏹ᷷で一年㑆以上経ㆊしたものをᮡຠとして用いた｡ 
2-3. ⑼ቇಽᨆのᣇᴺޔⵝ⟎߮ࠃ߅ಽᨆ᧦ઙߡ޿ߟߦ 

 㧞つの⹜料にኻしてクࡠスセクシ࡚ン、熱分解гGC／MS 分析、Ⱟశ X ✢分析（XGT-5200）およ

߮熱分解гGC／MS 分析およ߮胎土分析でそれߙれ分析し⹏ଔした。 
2-3-1. 塗膜ᢿ面（クࡠスセクシ࡚ン）分析について 
 ᢿ面分析は漆の小 をࠛࡐキシ樹脂にၒめㄟߺ、⎬ൻさߖた後⭯くスライスして㗼ᓸ㏜でⷰኤす

る手ᴺである。ෘさᢙǴm まで⭯くすることでశをㅘㆊする様になるので、̌ 下地に૗を用いたか̍

や̌૗層に漆を重ߨ塗りしたか̍などを明らかにすることが出᧪る。․に⭯い塗り重ߨの分析など

に関しては᦭用な手ᴺである。 
2-3-2. 壺の胎土分析について 
 分析⹜料はᰴの方ᴺで⭯ を作製した。土器をಾᢿᯏで3 × 2.5cm⒟ᐲのᄢ߈さにಾᢿし、ᱷりの

⹜料は଻存した。土器 にࠛࡐキシ樹脂を含ᶐさߖて⵬ᒝし、土器の㋦直ᢿ面ಾ （ෘさ 3 mm）

をಾᢿし、岩石⭯ と同ߓ要㗔で⭯ を作製した。さらに࠶ࡈൻ᳓⚛酸⫳᳇でࠛ࠴࠶ング後、ࠦࡃ

ルト੝⎣酸ナトリウࡓ㘻和ṁ液にᶐしてࠞリ㐳石を㤛色にᨴ色しࡄ࡟ࡊラートにした。また以下に

␜す方ᴺで岩石鉱物成分のࡕード分析を行なった。஍శ㗼ᓸ㏜下において、ࡐイントࠞウンタを用

い、ス࠹ージの⒖േ࠴࠶ࡇを⭯ 㐳ㄝ方ะに0.3 mm、⍴ㄝ方ะに0.4 mmとし、⭯ で 2,000 ࡐイン

トを⸘᷹した。⸘ᢙኻ⽎は、☸ᓘ0.05 mm以上の岩石鉱物☸子およ߮これより⚦☸のマトリクス（「☼

土」）ㇱ分とし、植物⃯酸体はすߴてマトリ࠶クスに含めた。 
2-3-3. Ⱟశ ; ✢分析（;G7-����） 
 ⿛ᩏဳ㔚子㗼ᓸ㏜／ࠛࡀルࠡー分ᢔဳX✢分శᴺ (SEM／EDX) による塗膜の表面ⷰኤと顔料や

㊄ዻのర⚛分析を行った。塗膜の表面やᢿ面を1000୚以上の㜞୚率でⷰኤすることが出᧪る手ᴺが

SEMである。物⾰のಳಲがỗしいものであってもかなりᱜ⏕にⷰኤすることが可能である。また、

同ⵝ⟎にઃዻしているEDXはర⚛の種類を್೎で߈るⵝ⟎であり、ᢿ面分析に用いた⹜料のᢿ面の

ฦ層にどのような顔料や㊄ዻが೑用されているかを解明することが可能である。 
2-3-4. 熱分解�ࠟスクࡠマトグラࡈ／⾰㊂分析ⵝ⟎ 
 漆器の೸⪭ の分析には､熱分解—ࠟスクࡠマトグラࡈ／⾰㊂分析ⵝ⟎を用いた｡本ⵝ⟎は熱分解

ⵝ⟎､ࠟスクࡠマトグラࡈ､⾰㊂分析ⵝ⟎およ߮データಣℂⵝ⟎から構成されている｡この分析は熱

分解ⵝ⟎で､ᓸ㊂な漆膜 を⍍㑆的に㜞᷷にして熱分解し､ᓧられた生成物をࠟスクࡠマトグラࡈの

キࡇࡗラリーࠞラࡓにዉ入し､ฦ成分に分㔌する｡その後⾰㊂分析⸘でฦ成分のࡄイࡠグラࡓ､マス

クࡠマトグラࡓおよ߮⾰㊂スࡍクトルを᷹定した｡ 
 本ⵝ⟎名と分析᧦ઙをᰴに␜した｡ 
�分析ⵝ⟎! 
 熱分解ⵝ⟎はࡠࡈンࠖ࠹ア㨯ラࡏ␠製ࡉ࠳ルシ࡚࠶トࡄイࡠライࠩーHP-2010D､ࠟスクࡠマトグ

ラࡈはHP␠製ࠟスクࡠマトグラࡓHP6890､⾰㊂分析ⵝ⟎はHPG 5972A､データಣℂⵝ⟎はHPG 
1701AJ､キࡇࡗラリー分㔌ࠞラࡓは Ultra Alloy PY 1(100% methylsilicone), 30m ､ 直ᓘ0.25mmǾ､膜

ෘは0.25Ǵmを用いた｡ 
�分析᧦ઙ! 
 熱分解᷷ᐲは500͠、イࠝンൻ㔚࿶は70eV、ࠟ スクࡠマトグラࠞࡓラ᷷ࡓᐲ:40㧙280͠ (rate ; 20°
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C /min)、ࠗ ンࠫࠚクション᷷ᐲ: 250͠、ࠗ ンࠗࠚࡈ࡯࠲ス᷷ᐲ: 280͠、⾰㊂分析⸘ቶౝ᷷ᐲ: 180͠、

ࠞラࡓᵹ㊂: 1.0 ,ࡓ࠙࡝ࡋmi/minで᷹ቯߒた。 
�ᾲ分⸃—ガスクロࠣ࠻ࡑラ࡯ࠖࡈ㧛⾰㊂分析⸘ࠃߦるṭ膜の分析! 
 ṭ膜の৻ 1㨪0.5 mg⒟ᐲࠍᾲ分⸃ⵝ⟎の⹜料ࠞߦࡊ࠶౉れ㨮 500͠で㧝⑽㑆ടᾲߒ㨮਄⸥の分析

᧦ઙで᷹ቯߒた㨫 
 
3. 結ᨐߣ⠨ኤ 
3-1. ᧲ධࠕࠫࠕのṭᶧߡ޿ߟߦ ����� 
 ṭはᣣᧄ㨯ਛ࿖のߺならߕ᧲ධࠕࠫࠕの⻉࿖でもṭᶧはណขߐれ㨮いߕれもṭᎿ⧓ེの塗ⵝ߿ធ⌕

೷ߦ使われている㨫ߒかߒṭは↢⢒ߔる࿾ၞࠃߦりߘの⒳㘃は⇣なり㨮฽まれているᚑ分⚵ᚑも⇣な

る㨫ᣣᧄ߿ਛ࿖ߦ↢⢒ߔるṭは T. vernicifluum ߦዻߒ㨮࠙࡞シࠝ࡞࡯ (分ሶ㊂320) がਥⷐなᚑ分で

がਥⷐ (分ሶ㊂348) ࡞࡯ࠦ࠶T. succedaneum でラ ࠠࡁ࠯ࡂているはߒ⢒↢ߦࡓ࠽࠻る㨫৻ᣇ㨮ベ޽

なᚑ分で㨮ࡖࡒンߦ࡯ࡑ↢⢒ߔるṭは *. usiWaWa で࡞࡯ࠝ࠴࠴ (分ሶ㊂348) がਥⷐなᚑ分のṭで޽

る（╙68࿑）㨫これらࠍᮡຠߦ用いてዊᰃのᾲ分⸃—GC㧛MS分析の結果とᲧセߔることでṭの⒳㘃

 。たߒหቯࠍ
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3-2. ᧄ壺の「ዊ片」ߚ޿↪ࠍಽᨆ結ᨐߣ⠨ኤ�
3-2-1. Py-GC/MS 分析の結果 
 ᧄᄅのޟዊ ࠍޠᾲ分⸃—GC㧛MS ᴺで分析ߒた。ߘの結果ṭ膜ਛの࠙࡞シࠝ࡞࡯㊀ว‛がᾲ分

てᓧられるߒ⸂ 3гࡍン࠺࠲シ࡞࡯ࡁࠚࡈ࡞ (P15࡮分ሶ㊂ 304) と 3г࡞࡯ࡁࠚࡈ࡞࠴ࡊࡋ (P7࡮分ሶ

㊂ 198) が⏕認ߐれた。またṭ膜ਛのラ࡞࡯ࠦ࠶㊀ว‛がᾲ分⸃ߒてᓧられる 3г࠺࠲ࡊࡋシࠚࡈ࡞

分ሶ㊂࡮P17) ࡞࡯ࡁ 332) と 3г࡞࡯ࡁࠚࡈ࡞࠾ࡁ (P9࡮分ሶ㊂ 226) が⏕認ߐれた。これらのこと

からᧄዊᰃߦはᣣᧄ߿ਛ࿖の࠙࡞シ T. vernicifluum のṭᶧߌߛでなࠠࡁ࠯ࡂߊ T.  succedaneum の

ṭᶧᚑ分が使われていることが分かߞた（╙ 69 ࿑）。 
 この塗膜の㧝層⋡ࠍߌߛᵈᗧߒて೸㔌ߒ、ᾲ分⸃—GC㧛MS 分析ߒたとこ࡞࠙ࠈシࠝ࡞࡯↱᧪の

化ว‛が認められたことから、これߦはᣣᧄ߿ਛ࿖のṭ T. vernicifluum が使われていた（╙ 70 ࿑）。 
 એ਄の結果からṭ塗りのᄅߦ使われたṭᶧの৻ߟはࠠࡁ࠯ࡂ T. succedaneum で、このṭᶧは⃻࿷

ベ߿ࡓ࠽࠻บḧߦ↢⢒ߘ、ߒの᮸ᶧࠍ೑用ߒてṭ塗りߦ使われている。ߒかࠠࡁ࠯ࡂߒは℄⃿࠯ࡂ

とも๭߫れᴒ✽ߦも޽るが、このᧁからṭᶧのណขはⴕなわれていない。ࠠࡁ࠯ࡂはਛ࿖の᧲シ࠽

ᶏᴪጯからධᣇߦも޽り、ᣣᧄでは਻Ꮊ߿྾࿖޽ߦるが、これらのታは⦟⾰の࠶ࡢクスࠍ฽߻こと

からᧁⱼと๭߫れるロ࠙のណขがⴕわれ߈たがṭᶧのណขはⴕわれていない。かߟて℄⃿ではߤの

ていない。੹ᓟᄙߞ分かߊࠃߛていたかはまߞ使ߦ߁ࠃのߤ、ߒこから౉ᚻߤࠍな⒳㘃のṭᶧ߁ࠃ

 。たいと考えているߒ᣿⸂ࠍれらの໧㗴ߘ、ることでߔቇ分析⑼ࠍの℄⃿ṭེߊ
 
 
 

第 68 図 ṭᶧのਥⷐ䈭⢽⾰ᚑ分 

㧦࠙࡞シࠝ࡞࡯(Ꮐ)、ラ࡞࡯ࠦ࠶(ਛᄩ)、࡞࡯ࠝ࠴࠴(ฝ) 
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3-2-2. クロスセクション分析の結果 
 クロスセクションの観察から塗膜は３層からなり、この赤色の顔料は、X 線分析から水銀と鉄が

認められたことから朱とベンガラが用いられていたと考えている。また X 線分析でヒ素 (As)が認め

られたことから雄黄（硫化ヒ素）も使われていたと考えている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 69 図 塗膜の熱分解－ＧＣ／ＭＳ 分析の⚿ᨐ 

第 70 図 塗膜䋱ጀ⋡の熱分解－ＧＣ／ＭＳ 分析の⚿ᨐ 

図  64 ⿒⦡塗膜の䉪䊨䉴䉶䉪䉲䊢䊮 
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 また X ✢分析でマンࠟン（Mn）が認められたことから㋦丹（྾酸ൻਃ㋦）も使われていたと

考えている。 
3-2-3. 胎土分析の結果 
 漆塗りの壺の⭯ ᢿ面における漆塗膜の⁁ᴫ㧦漆塗りの壺の⭯ のౝ外面に漆塗り塗膜がᱷ存し

ていた（࿑ 65㨪67）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

࿑ 65㧦石英とࠞリ㐳石からなる花崗岩類、スࠤールは0.1mm、下方ࡐーラーだけ 

࿑ 66㧦ౝ面、下地層、赤色層、ⶊ色層のㅪ⛯、スࠤールは0.2mm、⪭኿శだけౝ面、下地層、赤色層、 

    ⶊ色層の᜛ᄢ౮⌀、スࠤールは0.1mm、⪭኿శだけ 

࿑ 67㧦౮⌀࿑ 66の᜛ᄢ、スࠤールは0.1mm、下方ࡐーラーだけ㧗⪭኿శ 

 

 ஍శ㗼ᓸ㏜にᢳめ上方からの⪭኿ᾖ明ⵝ⟎を組ߺ合わߖて⭯ をⷰኤしたところ、外面は、土器

胎土表面にෘさ����a�����ȝ�mの黒ⶊ色下地層が認められた。下地層の色調は表面ઃ近がᦨもỚく胎

土ౝㇱにะかってỚᐲがẋᷫした。下地層の上にはෘさ��a����ȝ�m߶ど、ᦨᄢ���ȝ�mのㅘ明ᗵのある

㤛色層が重なっていた。㤛色層の上面はᐔမであり、その上૏には、��ȝ�m以下のဋ⾰な⚦☸赤色☸

子の集合からなるਇㅘ明な赤色層がᦨᄢ ���ȝ�mのෘさでㇱ分的にᱷ存して重なっていた。赤色顔料

の少ないㇱ分では、赤色層の上ㇱがή色ㅘ明となっていた。一方、ౝ面は⡺⌒で黒色に⷗えるが層

⁁構ㅧを␜し、中ᄩㇱに赤色層を᜽在していた。ᦨ下ㇱの下地層は、ෘさ���a����ȝmの黒ⶊ色で表

面にะかって色調がỚくなる。その上に��a���ȝ�mのᶿ᳸のᖡい赤色顔料を伴うਇㅘ明な赤色層がෘ

さ���a����ȝ�m、ᦨᄢ���ȝ�mでಳಲを伴って重なっていた。さらに上૏にਇ⚐物を含߻ㅘ明ᐲの低い

ⶊ色層がෘさ���a����ȝ�mで重なっていた。これらౝ面の層⁁構ㅧは଻存⁁ᘒが比較的⦟ᅢでㅪ⛯性

にንんでいた。 

第 71 図 ⿒⦡塗膜のర⚛分析 

図  65 ṭ塗膜の⁁ᴫ䋱 図  66 ṭ塗膜の⁁ᴫ䋲 図  67 ṭ塗膜の⁁ᴫ䋳 
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 胎土中の岩石鉱物組成分析結果を╙55表に␜した。

⹜料ో体の砂☸子࡮赤ⶊ色☸子࡮マトリクスの割合（☸

子構成）およ߮ 砂☸子の岩石鉱物組成およ߮重鉱物組

成を╙72࿑に␜した。重鉱物組成はฝ஥にၮᢙを表␜

した。☸子構成にභめる砂☸子の割合（含砂率）は、

㧞㧑とᭂめて低いことが․ᓽである。ᄢㇱ分が☼土お

よ߮シルトࠨイ࠭の☸子から構成されるマトリクスで

ある。砂☸子における岩石鉱物組成は石英ࠞ࡮リ㐳石࡮

ᢳ㐳石のシ鉱物が70㧑以上をභめ、重鉱物の割合は

㧥㧑である。岩石はᭂめて少なく、変⾰Ἣ山岩類、ή

色Ἣ山ࠟラス、変⾰岩石がฦ㧝ࡐイントずつ⸘ᢙされ、

߶かに花崗岩類とᵆ⾰岩が検出された。変⾰Ἣ山岩類

はࠞリウࡓのᨴ色෻ᔕを␜すことから߶߷流⚉岩⾰と

ផ定される。重鉱物の⸘ᢙは㧤ࡐイントで、組成࿑を

作成すると白雲母が半ᢙをභめ、ᰴに黒雲母が多く、

✛色᥉通ⷺ㐹石࡮✛☄石が⛯く。重鉱物のၮᢙが少な

いため⹦⚦はਇ明であるが少なくとも白雲母が多い௑

ะは⭯ ⷰኤからታᗵで߈る。白雲母はෘさᢙ㨪10 ȝ�
mで、㐳さが50㨪����ȝ�m⒟のものが᥉通に認められた。

⭯ による岩石学的ᖱ報によってේ料産地をផ定する

႐合岩石組成が᦭ലであるが、今࿁は岩石☸子の含᦭

がᭂめて少なく、ේ料産地ផ定が࿎㔍であった。しか 
し石英ࠞ࡮リ㐳石࡮ᢳ㐳石࡮ 黒雲母࡮白雲母ⷺ࡮㐹石などの鉱物とともに花崗岩類が検出されたこ

とからマトリクスを構成するේ料ၸⓍ物の⛎Ḯ地ၞには主に花崗岩類の関ਈがផ定された。また岩

石としては流⚉岩⾰の変⾰Ἣ山岩類、ή色Ἣ山ࠟラス、ᵆ⾰岩の存在からこれらの岩石がᷙ入する

ようなἫ山岩とၸⓍ岩を上流ၞにもつၸⓍ物がේ料とផ定された。 
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第 72 図 ⚵ᚑ図 ࿯ེ⢝࿯のጤ⍹㋶‛⚵ᚑ 

 

第 55 ⴫ ࿯ེ⢝࿯ਛのጤ⍹㋶‛ 

（数字はポイント数を、＋は係数以外の検出以外を示す） 
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 そこでᰴに沖縄およ߮東南アジアのわずかな⾗料をၮにそれらを比較しේ料産地のផ定を⹜ߺた。

沖縄島のၮ⋚岩は྾ਁච⚥Ꮺの南⷏߳のᑧ㐳と考えられており、石Ἧ岩ࡖ࠴࡮ート、✛色岩࡮ජᨎ

岩࡮ ☼᧼岩࡮㗁岩࡮砂岩などが分Ꮣしている。これらのၮ⋚岩をⷒって後期中ᣂ世から前期ᦝᣂ世

にかけてၸⓍした主にᵆ⾰࡮砂⾰ၸⓍ物からなる島ዥ層⟲がᐢく沖縄島に分Ꮣする。これらはਇᢛ

合で琉球層⟲がⷒう。琉球層⟲は石Ἧ⾰の琉球石Ἧ岩と㕖石Ἧ⾰ၸⓍ物の国頭␕層とᲑਐ砂␕層か

ら構成される。また琉球列島の深成岩類については白雲母を含߻花崗岩類がᄶ⟤⟲島、ᓼਯ島、ደ

ਭ島などで⍮られている（日本の地⾰ޡ਻Ꮊ地方ޢ✬集ᆔຬળ 1992）。  
 沖縄島南ㇱの南ၔᏒᱞ⧓ᵢฝ㒙ࠨキタリᵢ出土の縄文土器の胎土分析により石Ἧ岩や方解石が含

まれず変成岩 や雲母類がⷰኤされることからㆮ跡๟ㄝのၸⓍ物を用いて製作されたものでないこ

とがផ定され、砂☸のଏ⛎Ḯとして沖縄島中ർㇱの名⼔層やཅ㓁層に↱᧪するၸⓍ物が୥⵬である

ことを␜されている（2011山ፒ߶か）。一方南ၔᏒࡠࡗーࡗᵢⓣ出土グスク土器胎土からは海ᵗ性

生物ㆮ㜈や方解石などが含まれることから地రේ料を用いて土器が製作された可能性がផ定された。

また石၂島ᄢ↰ේㆮ跡࡮ᵄᾖ㑆島下↰ේ貝Ⴆ出土の下↰ේᑼ土器を分析し、ࡖ࠴ートࡎ࡮ルンࠚࡈ

ルスを含߻㧭類、 岩を含߻㧮類、石英☸のߺを含߻㧯類に分類し、ฦㆮ跡の๟ㄝ地⾰がこれらの

胎土の․ᓽとは⇣なることから土器の⒖േやේ料の⒖േによってもたらされた可能性がᜰ៰された

（2012 山ፒ߶か）。ただし石၂島にはこれら関ㅪ地⾰が分Ꮣしていることから島ౝでの土器作り

の可能性もある。以上報告された土器ではᄢㇱ分が☻い砂☸を含߻こと、琉球石Ἧ岩分Ꮣ地ၞにお

いては海ᵗ生物ㆮ㜈や方解石などの὇酸Ⴎ鉱物が多く含まれていることなどの点で漆塗りの壺とは

⇣なる。しかし含砂率が低くマトリクス主体の土器もわずかに存在すること、石英が含まれる土器

が少なくないこと、白雲母を伴う花崗岩類が琉球列島において存在することなどから漆塗り壺との

共通性が認められることから沖縄産の可能性がある。黒雲母と白雲母との割合については沖縄で報

告された胎土中の雲母類が㘑ൻしていることもあり⃻⁁ではᛠីされていないが今後データを⫾Ⓧ

することにより産地ផ定の手がかりになる可能性がある。今後漆塗り壺とᤨ期の近い沖縄産土器の

胎土を比較することで産地をផ定する必要がある。 
 ̘一方ࡌトナࡓ南ㇱࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝの土器ではRach Nuiㆮ跡出土縄Ꮺ文深㋬土器、An Sonㆮ跡出

土ᥧ色⏴⎇土器、Go Cao Su ㆮ跡出土赤色スリࡊ࠶土器などの胎土マトリクス中に石英࡮白雲母࡮

黒雲母などの鉱物のᷙ入が認められる（⸼㧝）。ࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝはࠨイࠧンᎹによる沖Ⓧ低地と

その⷏஥のࠦࡔンᎹによる沖Ⓧ低地とがㅪ⛯する地ၞに૏⟎するが、アンナン漆を産する地ၞでは

なく、ࡆルマ漆の分Ꮣၞ下流に⋧ᒰする。前述のࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝ土器は☻☸☸子がᷙ入すること

から、漆塗り壺とは胎土の構成が⇣なるもののマトリクス中の鉱物に共通性がߺられることは重要

である。また漆塗り壺の☸子ࠨイ࠭がឥっていて分⚖が⦟ᅢなことはᄢ߈な沖Ⓧ低地におけるၸⓍ

物の․ᓽと共通性が認められる。ただし今࿁比較したࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝ出土土器はᭂめて㒢定的な

⾗料であり、産地が⏕定しておらずㆮ跡๟ㄝ地⾰を෻ᤋした胎土かਇ明であること、ᣂ石器ᤨઍの

土器など漆塗り壺土とはᤨ期Ꮕがᄢ߈いことなどਇ⏕定要⚛が多い。ࡎーࡒ࠴ンᏒからࠞンࡏジア

にかけては₵ᱞ岩がᐢく分Ꮣしているがࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝの上記土器胎土にはそれらのᓇ㗀を認め

られないことから土器が⒖േしている可能性もุ定で߈ない（Fontaine 1971）。したがってࡎー࠴

ンᏒ๟ㄝ土器との比較結果は、漆塗り壺がᐢく東南アジア産の可能性がありᓧることを␜ໂするࡒ

⒟ᐲのものとして解㉼で߈る。さてࡌトナ࡮ࡓハノイ๟ㄝの⚃ᴡ上流は中国雲南⋭であるがࡌトナ

国ౝの⚃ᴡ流ၞには花崗岩類、 㤗岩、ၸⓍ岩などがᐢく分Ꮣし結᥏ 岩を伴う。上流ၞに花崗ࡓ

岩類が߶とんど分Ꮣしないࡎーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝ地⾰よりも⚃ᴡᐔ野におけるၸⓍ物の方が漆塗り壺の

胎土組成に近いように考えている。今後の多くの⹜料を用いて比較調ᩏすることがᓙたれる。一方

アンナン漆の分Ꮣするบḧにおいては花崗岩類の分Ꮣは߶とんどなく、 㤗岩࡮結᥏ 岩などが分

Ꮣするのは東ㇱの山ጪ地ၞが主体であり、บḧ⷏南ㇱのᐔ野を構成するᴡᎹ上流ၞにはၸⓍ岩がᐢ

く分Ꮣしている（経ᷣㇱ中ᄩ地⾰調ᩏ所 2000）。これらの表層地⾰の⁁ᴫから್ᢿすると漆塗り壺

の胎土との類ૃ性の㜞いၸⓍ物がบḧ⷏南ㇱの沖Ⓧ低地に分Ꮣしている可能性は、ࡌトナࡓർㇱに
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比較して低いものとផ定されるが、沖縄島に近いアンナン漆の産地であること、およ߮ၸⓍ岩中の

鉱物☸子のౣၸⓍの可能性もุ定で߈ないことから、今後ᦝなる⏕認調ᩏが必要である。 
 以上のことから㚂㉿ၔ跡๟ㄝㆮ構から出土した漆塗りの壺を胎土分析した結果、含砂率がᭂめて

低く、石英ࠞ࡮リ㐳石࡮ᢳ㐳石を主体とし白雲母࡮黒雲母ⷺ࡮㐹石࡮✛☄石を伴う鉱物組成と変⾰

Ἣ山岩類࡮Ἣ山ࠟラス࡮ᵆ⾰岩࡮花崗岩類をわずかに伴う․ᓽが認められ、マトリクスを構成する

ේ料ၸⓍ物の⛎Ḯ地ၞには主に花崗岩類の関ਈがផ定された。沖縄出土土器との比較では類ૃ性の

㜞い土器の存在は認められなかったが類ૃ性が⷗いだߖる地ၞ的․ᓽがあり、漆塗り土器が沖縄産

である可能性があり、今後の調ᩏで産地ផ定の可能性をតりたい。一方ࡌトナࡎࡓーࡒ࠴ンᏒ๟ㄝ

土器との比較ではマトリクス中に石英࡮白雲母が存在することで共通性が認められ漆塗り土器がᐢ

く東南アジア地ၞの土器である可能性が␜ໂされた。地⾰࿑との比較により漆塗り土器のේ料産地

の可能性はアンナン漆が生⢒するࡌトナࡓർㇱの⚃ᴡᐔ野の可能性が㜞まり、บḧの可能性は低い

と考えている。今࿁の調ᩏは੍ኤ的なものであり産地ផ定の♖ᐲも低いことから今後の調ᩏで♖ᐲ

を㜞めたいと考えている。 
 ⸼㧝 ᡿⷏᧛᣽਽᳁から 1996年にឭଏされた⹜料であり、分析の結果をࡌトナࡓ⺆に⸶して 
1997年9᦬の考古学ળ⼏に報告したいとの⑳ାをいただいていたが、その後の経✲についてはਇ明で

ある。 
 
3-3. ౞ⷡኹਃ㐷ർ࿾඙ࠄ߆಴࿯ߚߒ「赤色のᧁ片」 
3-3-1. クࡠスセクシ࡚ン分析の結果 
 円覚寺跡から出土した赤色の木 のクࡠスセクシ࡚ンをⷰኤしたところ、木 に塗料を㧝層だけ

◲නに塗った塗ⵝ構ㅧであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 赤色の「木 」は、樹種⚦⢩ⷰኤにより「イ࠿マキዻ」3RdRcarSus macrRSK\llus Sweet であった。

イ࠿マキは琉球の㜞⚖ᑪ▽材で、ᒰᤨㄘ᳃は使用で߈なかった。 
 

図  68 ⿒⦡塗膜の䉪䊨䉴䉶䉪䉲䊢䊮 
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�-�-2.	
 蛍光 X 線分析の結果  
	
 赤色の木片を蛍光 X 線分析で分析した結果、主として水銀（Hg）、鉄（Fe）および鉛（Pb）が認

められた。このことから赤色顔料は朱、ベンガラと鉛丹の使用が考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
	
 蛍光 X 線分析の結果から鉛（Pb）の存在が認められた。この鉛は「黄褐色の顔料である鉛丹（四

酸化三鉛）の利用」が考えられるが、塗料に油（グリセライド）が用いられたことから、油を直接

木材に塗ると乾燥硬化に時間がかかることから、いったん乾性油をボイル油（重合油）として、そ

れを用いることが一般的であり、その際鉛丹を含むドライヤー（光明丹）が用いられたことも考え

られる。 
 

第 73 図 赤色塗膜のクロスセクション 

第 74 図 赤色塗膜の元素分析 
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3-3-3. Py-GC/MS 分析の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 顔料分析から赤色顔料は朱であり、塗膜の熱分解—GC／MS 分析から脂肪酸類が認められたこと

から、塗料には油（グリセライド）が使われていて漆は使われていなかった。 
 
4. 結論 
4-1. 赤色痕付きの「軟質の焼物・壺」片 
 円覚寺跡の撹乱層から出土した壺は、表面に牡丹と思われる植物が描かれ、格子文様が彫られ、

この上に朱漆が塗られていた。その漆は、日本や中国の漆液 T. vernicifluum とアンナン漆（ハゼノ

キの変種）T. succedaneum が使われていた。  
 なぜウルシの木 T. vernicifluumの樹液だけを使われずにハゼノキ T. succedaneumの樹液が使われて

いたのか、その漆液はどこで採取された漆液か､どんな経路で入手して使われたのかなどの疑問は、

今後多くの琉球漆器を分析し、データを収集し、比較検討する必要があると考えている。これに関

係して、例えば琉球では 15 世紀ころ日本から生漆を輸入し､漆器を中国に輸出していたという記録

もあることから､海外から漆液を輸入していたと考えられている。しかし､これ以前の 14 世紀には東

南アジア諸国との交易の中で､文物の交流があったということを考えると､東南アジアから漆液を輸

入していた可能性もある｡本小櫃は 1500 年ころのもので、以下の記述は小櫃と直接関係ないが､17

世紀初頭から 18 世紀半ばに八重山諸島で漆を植林していたとする史料もある｡近世後期における琉

球王府貝摺奉行所の漆器の製作仕様を記録した貝摺奉行所文書には｢吉野漆｣ ｢和地漆｣ ｢唐地漆｣な

ど漆の名称が記入されており､日本産や中国産の漆を使用した可能性があるが､これらの漆がどのよ

うな種類の漆であったか、またどこで採取された漆を使ったかなどについては解明されていない｡

このように「琉球漆器の製作にどのような漆液が用いられたのか」という疑問について歴史的な古

い漆器を用いた科学分析で漆の産地同定を行うことは意義が深い。この問題が解決すると琉球漆器

の材料の調達先や生産体系が明らかになると考えている｡ 
 また一方、漆塗りの壺の胎土分析の結果から壺を構成する岩石鉱物組成分析で含砂率が低くマト

リクス主体の土器もわずかに存在すること、石英が含まれる土器が少なくないこと、白雲母を伴う

花崗岩類が琉球列島において存在することなどの点で漆塗り壺との共通性が認められることから沖

縄産の可能性がある。ただ黒雲母と白雲母との割合については、沖縄で報告された胎土中の雲母類

第 75 図 塗膜の熱分解－ＧＣ／ＭＳ 分析（m/z 60） 

 ｂうん 



171

が風化していることもあり、現状では把握されていないが、今後データを蓄積することにより産地

推定の手がかりになる可能性がある。漆塗り壺と時期の近い多くの沖縄産土器の胎土を比較するこ

とで産地を推定する必要がある。一方、ベトナムホーチミン市周辺土器との比較では、マトリクス

中に石英・白雲母などが存在することで共通性が認められ、漆塗り土器が広く東南アジア地域の土

器である可能性があり得ることが示唆された。地質図との比較により漆塗り土器の原料産地の可能

性は、アンナン漆が分布するベトナム北部の紅河平野では可能性が高く、台湾では低めに予想され

る。今回の調査は予察的なものであり、産地推定の精度もかなり低いものであることから今後の調

査によってさらに精度を高めていく必要があると考えている。 
 
4-2. 円覚寺三門北地区から出土した「赤色の木片」  
	
 顔料分析から赤色顔料は朱であり、塗膜の熱分解—GC／MS 分析から脂肪酸類が認められたこと

から、塗料は乾性油（グリセライド）が使われていて漆は使われていなかった。 
これは日射の強い琉球では漆は紫外線で劣化しやすいため、外用の塗料として乾性油が利用された

のではないかと考えている。 
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第６Ɲ	
 総Ě	
 

	
 平成18年度～��年度、�4年度に実施した右掖門地区及び南側石牆地区における調査成果の報告を

ƿった。ここでは遺構、遺物に大別し、総Ěをƿう。	
 

	
 

ȃ	
 遺構について	
 

	
 右掖門地区	
 

	
 本地区にてŋ出された遺構は、石牆及び石牆に�うと考えられるŧ遺構や石敷、ý物のÊÒのº

Áに敷かれていたと考えられる石敷、そして参ǥの石敷などがある。	
 

	
 石牆は円覚寺跡を¯りÁんでいる石ƙみで、前回調査ではĿ確認であった御ŰË付近から西側の

右掖門Ĳ¶:¶かってŋ出された。右掖門ºǝでも石牆がŋ出されたことで、石牆のüびるfイン

をĞえることができた。この平成18・19年度の調査により、円覚寺の北側においても石牆がŒÞし

ているŶŞが確認できたことで、平成14年度から実施していた石牆の復元Ĭ備にļ¡なĘがかりを

Ĉることができた。また、石牆の前面には、ŧと考えられる石敷（石敷２）や、ĠŘをƺくするた

めに敷いたと考えらえる石敷（石敷４）が広がるŶŞも確認できた。このようなŶŞは、境内内Ǩ

にて確認されている。境内外については、石�ȃが石牆の根石で、ŧŶ遺構1がその前面のŧとなる

±ƹďも考えられるが、ºǝのƓÓがƽしく遺構のつながりが確認できないため、判然としない。	
 

	
 ƭいて、ý物のÊÒのºÁに敷かれていたと考えられる遺構は、平成18年度の調査で見つかった

石敷ȃで、前回調査成果を参Űすると、ŷÜƛのÊÒ北側で見つかった石敷に�ていることによる。

近世段ǵにはこの石敷の上にŹſ石ŪíをƒいたƑ�が敷かれていたことがわかっている。ŷÜƛ

は第二éŖのáûとして�ý時から近世にかけて使Ƃされたとされる。よって、この石敷は近世あ

るいは近世より古い段ǵにƥかれたものとも考えられる。	
 

	
 őに、参ǥと考えられるのが石敷３である。右掖門からŃ側:約17ȋüびる。Ń側は後世の撹乱

によってŒっていないため、往時はどのƤÁまで敷かれていたのかについては判然としない。石敷

３のƍpの造成層からは近世ƎĂの遺物がĈられていることより、近世段ǵにƥかれたものと考え

られる。	
 

	
 

	
 南側石牆地区	
 

	
 本地区にてŋ出された遺構は、石ƙみ、石敷、石�がある。これらは時期で大きく三時期に分け

られる。ıしい遺構から¯り上げていく。	
 

	
 ま%戦後に構ƥされたと考えらえるのが石�２である。ĵ琉球大学に�う構造物の±ƹďが考え

られる。ƭいて、戦前までŒっていた円覚寺の遺構と考えられるのがĲăŶの遺構である。17世紀

後半から18世紀代の造成土の上にƥかれていると考えらえることより、このĲăŶの遺構は、近世

段ǵにƥかれた円覚寺の内Ǩ遺構で、戦前まではŒっていたものと考えられる。ŐƹについてはŘ

Ŧ遺構の±ƹďが考えられるが、ǌƫについては今後の調査によりたい。	
 

	
 そして、ĲăŶの遺構よりpǨにてŋ出された遺構が、石ƙみȃ・２、石敷ȇ、石�３・４であ

る。これらの遺構の年代については、上面にÌƙしていた遺物¢·層は17世紀から18世紀代の遺物

がu�であったことより、近世にƥかれたか、あるいは近世段ǵにはすでにƥかれていた遺構と考

えられる。これらの遺構のう*、石ƙみȃ（石牆）については、「首里古地図」にみられる。	
 

	
 	
 

	
 今回ŋ出された遺構の中で、特に石牆についてはĬ備対象となっていて、現ÆもĬ備事ŌをǤめ

ているため、もうèしǌしくまとめたい。	
 

	
 石牆は平成9～13年度までの調査で、円覚寺のŃ側にてŋ出されていた。その後、石牆の復元Ĭ備

がŚ定し、平成14年度からはこのŒÞが確認されたŃ側の石牆から復元Ĭ備をǤめてきた。そして

平成18年度からは、Ŀ確認であったƣėにおける石牆の確認調査を�び実施し、平成�4年度までに
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北側の右掖門地区における石牆と南側における石牆のŒÞŶŞが判明した。現ÆƿわれているĬ備

は、これらの成果をÊに実施している。	
 

	
 石牆について、今回の調査で明らかになった特ơす;き事ǻを２つ挙げる。一つは、石牆の構ƥ

Ĳşに関することで、石牆は石Ūíの�石をƂいたƎĲƙみで、根石をクチeの地ìƍ上にğえて

いるƣėと、根石を造成土にğえているƣėがある。後ƶのÎ´、地ìより地Ƌがÿいため、石牆

の強度がÿいと考えられる。そこで石牆の強度q足を補うために、石牆の前面に石�を構ƥして石

牆を補強するなど、強Ãな石牆をƥくためのîÙをÈ間見ることができた。	
 

	
 二つƌは、石牆のfインに関してである。石牆は「首里古地図」にĤかれていることは第４Ɲで

もふれた。「首里古地図」では南側の石牆は左掖門Ĳ¶に真っƍ�üび%に、首里城側（南側）:

OーブをĤいてĺがるŎÜがĤかれている。今回、平成�4年度のトレンチ�4の調査の結果、ŋ出さ

れた石牆の西端がやや首里城側:ĺがるようなŶŞを確認することができた（図版69）。この石牆

が本Ăに首里城側:Oーブしてĺがっていくのか、それとも左掖門Ĳ¶:とüびていくのか、石牆

のƭきのfインを確認することがčǄである。しかし、今回の調査では明確に確認することができ

なかったため、今後のǎǼとしたい。もし今後の調査によって、石牆が首里城側:OーブをĤいて

ĺがるŶŞが確認されたÎ´、「首里古地図」とƟ´するため、円覚寺の復元Ĭ備にあたっては、

µ資料は大きなĘがかりとなる。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 また、そのz特ơす;き事ǻとして、円覚寺の地ăを´わ&てみていくと、円覚寺の地ăはqǠ

Ř層であるクチeがÊƋとなっており、しかもºǝの地ăは、石Ūísǳで南北に高まりをěつ�

地になっていた。この石Ūísǳに·まれたØŘは石Ūí層のpǨをǡって円覚寺Ĳ¶:ŠれǞ?

ŎƎを¸しており、Ă地はť地ôか、Řはけのđい土地であったことがĒ定される。そのようなŶ

Şでは、ĠŘŐƹの強化がǫǄとなってくるため、今回確認された石牆の前面のŧあるいは石敷は、

ĠŘのîÙの一つとǈえる。実際、トレンチ�4の調査の際、降Ƿでトレンチ内がŘŜする事Ĕが�

度かあり、Ř中aン_でŘęき�Ōをƿっても、石敷ȇ付近からŘが湧いてくるŶŞがみられた。

この湧Řは西側:ŠれていくŶŞであったことより、円覚寺は��的にŃ側から西側:Ưい�İを

もって造¾され、境内にŠれてきたŘは、西側の放生池側:¶かってŠれるように設ǉされている

ものと考えられる。前回調査においても近世段ǵの遺構で、ĠŘのための石造りのŧがƱŏにŋ出

されており、円覚寺におけるĠŘŐƹの強化の一端がうかがわれる。	
 

	
 

	
 右棭門における復元のŎƎ	
 

	
 円覚寺は戦中及び戦後の撹乱によって、往時のý物ƢはそのÛをƇめていなかったが、戦後、ĵ

図版 㻢㻥　 ༡ഃ▼∥地区

石牆西➃ 䠄໭䛛䜙䠅 石牆西➃ 䠄ᮾ䛛䜙䠅



174

琉球政府文化財保護委員会が中心となり、昭和43（1968）年に総門、放生池、右掖門、左掖門など

が復元された。その内、右棭門については、トレンチ19の調査によって復元の一端も確認できたの

でここでふれたい。	
 

	
 サブトレンチ３の掘削の結果、門の根石と考えられる石の上に厚さ６～15cmのコンクリートを張

り付けて、門を復元していることが判明した（図版70）。つまり、実際の門の高さよりかさ上げさ

れて復元されていた。また、門と石敷３の間にある石段が置かれている土には現代遺物が混ざって

いた（第９図	
 第３、４層）。そのため、この石段は、円覚寺往時に造られたものではなく、門の復

元の際に設置されたものと考えられる。石段の設置理由については、門の接地面が往時の高さより

も高く復元され、石敷との間の高低差が広がったために、石段を設置したことが考えられる。右掖

門については、境内側が写った古写真などがなく、かねてから石段については、往時から設置され

ていたものか、それとも戦後の復元時に設置されたものかが判然としなかった。しかし、今回の調

査によって、戦後の復元時に設置されたものということが判明した。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

２	
 遺物について	
 

	
 本報告の対象となったの右棭門地区、南側石牆地区及び三門地区の表土・撹乱層からは約6千点近

い遺物が出土している。遺物の種類は多種に及ぶが、円覚寺は戦前まで使われていたこともあり、

近世～近代の遺物が大半を占める。	
 

	
 出土遺物の中で最も多いのは、陶磁器類である。産地別にみると、沖縄産陶器が最も多い。国外

は中国・タイ・ベトナム産、国内は肥前産を中心に、薩摩産、備前産、関西系などの製品がみられ

る。最も多く出土した沖縄産陶器について補足すると、施釉陶器と無釉陶器が出土し、中でも無釉

陶器が多い。無釉陶器は御内原北地区出土資料や中城御殿跡地出土資料などを参考に、大きく二つ

に大別した。一つは、那覇市湧田古窯跡を中心に焼成されたことが考えられる資料で、その中でも

薩摩焼の影響が強く認められる一群と平成19年度に実施した首里城跡御内原北地区発掘調査の際、

17世紀前半に位置づけられるゴミ穴（シーリ遺構）からまとまって出土した一群を初期沖縄産無釉

陶器として分類し、もう一つは初期の無釉陶器とは区別して、17世紀後半以降に焼成されたと考え

られる製品を無釉陶器として分類した。初期の製品は一定量出土しており、碗、皿、鉢、擂鉢、壺、

火炉、香炉などがみられる。	
 

	
 陶磁器以外で特徴的な遺物として、漆製品が挙げられる。漆製品は、軟質の土器である。これま

でに見つかっている漆製品はその多くが木製のものであり、今回見つかった漆製品のように、焼物

に漆を塗布した製品の出土事例はほとんどなく、非常に珍しい資料である。科学分析の結果、日本

や中国に生息するウルシの漆液とベトナムや台湾に生息するハゼノキの漆液（アンナン漆）が使わ

れていることが判明しているが、壺の表面に彫られた「易」？、「南」、「安」もしくは「案」？

図版 70　 右掖門地区

䝖䝺ン䝏 19 䝃䝤䝖䝺䠏 ᰿石᳨ฟ≧ἣ 䠄ᮾ䛛䜙䠅
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という文字との関連が気になるところである。また、胎土分析に関しては、漆塗りの壺と年代の近

い資料との胎土の比較が必要であり、今後も分析数を増やすことで産地などの詳細が判明してくる

ものと思われる。 

 また、三門地区の撹乱層から出土した赤色の木片については、イヌマキ属と判明した。イヌマキ

は琉球の高級木材とされる。この木片は、三門の建物部分の破片の一部である可能性も考えられ、

近い将来、復元整備が計画されている三門に関する資料として、重要な結果が得られた。 

 続いて、特徴的な遺物として、沖縄産陶器の香炉がある。第31図144の香炉など、初期の製品で器

形や文様にこだわりを感じるものがみられた。 

 また、その他に特徴的な遺物として玉製品が挙げられる。玉製品は光沢や透明感などの美しさや

その希少性から珍重され、主に首里城跡周辺を中心に出土がみられるが、今回、円覚寺において玉

製品が数点見つかったことは特筆される。 

 これまで特徴的な遺物を抜粋してみたが、円覚寺から出土した遺物は、首里城跡周辺で出土する

遺物と類似する傾向もうかがえることや、類例の少ない貴重な資料も得られている状況からは、第

二尚氏の菩提寺として、格式の高い寺院であった様相の一端をうかがうことができる。 

 最後に、発掘調査及び資料整理作業にあたっては、多くの方々に指導助言・協力を賜った。記し

て感謝を申し上げたい。 
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調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

ᣧဈఝ子 2000『ᣣᧄ・中࿖の文᭽੐ౖ』ⷞ覚ࠗࠩ࠺ン⎇ⓥᚲ✬ 

ਃ᧖㓉ᢅ・᭏原ᤘੑ 1998『ҋᣂⵝ Ҍ㒻⏛ེᨴઃ文᭽੐ౖ』ᨰ書ᚱ 
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૒⾐県立਻Ꮊ㒻⏛文化㙚 1998『平成 10年度ડ↹ዷ 沖縄の߽߈߿の－ධᶏࠄ߆の㚅ࠅ－』૒⾐県立਻Ꮊ㒻⏛文化㙚 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『ᄤ⇇寺跡(Σ)－首里᧡㙚地ਅ㚢ゞ႐౉ࠅญᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化

財センター調査報告書 第２集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2003『首里城跡－ฝឆ㐷෸߮๟ㄝ地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第

14集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2007『ᷰ地᧛跡－⥃᷼㆏〝㇊ⷓ㧝ภ✢ᢛ஻ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査報告－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 46集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－ᶻ㗅㐷⷏地区・ᄺ␹㐷埋↛地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調

査報告書 第 68集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

㣮ఽፉ県立埋蔵文化財センター2006『ၴ平┇跡』㣮ఽፉ県立埋蔵文化財センター調査報告書(106) 㣮ఽፉ県立埋蔵文化財センター 

਻Ꮊㄭ਎㒻⏛学会 2000『਻Ꮊ㒻⏛の✬年－਻Ꮊㄭ਎㒻⏛学会 10๟年⸥ᔨ－』਻Ꮊㄭ਎㒻⏛学会 

ᳯᚭ遺跡⎇ⓥ会 2001『図⺑ ᳯᚭ考古学⎇ⓥ੐ౖ』ᨰ書ᚱ 

஻೨Ꮢᱧ史᳃ଶ資料㙚 2006『஻೨ᱧ史ࠜࡈーࡓ࡜ ஻೨὾・ᶏの㆏・ᄞࠜࡈーࡓ࡜ 2006㨪஻೨὾のᱧ史ߣᧂ᧪௝ߡ߼ߣ߽ࠍ㨪』஻

೨Ꮢᱧ史᳃ଶ資料㙚 

 

第㧠章 

 第㧟▵ ⴫࿯・ᠣੂጀの遺‛ 

 㧝.中࿖↥㕍⏛ 

੩ㇺ࿖立ඳ‛㙚・⺒ᄁᣂ⡞␠(✬) 2013『․೎ዷⷩ会 㝯ᖺのᷡᦺ㒻⏛』⺒ᄁᣂ⡞␠ 

大㒋Ꮢ立᧲ᵗ㒻⏛美術㙚(✬) 2011『࿖㓙੤ᵹડ↹ዷ ⏉✛の⪇・᣿ઍ㦖ᴰ┇㕍⏛－大┇ᬤᵢጤ┇ဇ発掘成ᨐዷ』ᩣᑼ会␠ࡢࡅࠨࠕ

ー࠼࡞ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 ２.中࿖↥⊕⏛ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 㧟.中࿖↥ᨴઃ・㕍⏛ᨴઃ 

沖縄県教育委員会 1993『ḝ↰古┇跡(Σ)－県ᐡ⥢ⴕ᡽᫟ᑪ⸳ߦ係ࠆ発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 111集 沖縄県教育委

員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

ᣧဈఝ子 2000『ᣣᧄ・中࿖の文᭽੐ౖ』ⷞ覚ࠗࠩ࠺ン⎇ⓥᚲ✬ 

ਃ᧖㓉ᢅ・᭏原ᤘੑ 1998『ҋᣂⵝ Ҍ㒻⏛ེᨴઃ文᭽੐ౖ』ᨰ書ᚱ 

 

 ４.中国産褐釉陶器・無釉陶器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

京都国立博物館・読売新聞社(編) 2013『特別展覧会 魅惑の清朝陶磁』読売新聞社 

 

 ５.その他の中国産陶磁器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『首里城跡－管理用道路地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第１集 

沖縄県立埋蔵文化財センター 

大分市歴史資料館 2003『平成 15年度秋季（第 22回）特別展 豊後府内 南蛮の彩り～南蛮の貿易陶磁器～』大分市歴史資料館 

京都国立博物館・読売新聞社(編) 2013『特別展覧会 魅惑の清朝陶磁』読売新聞社 

 

 ７.本土産磁器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Ⅰ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年－九州近世陶磁学会 10周年記念－』九州近世陶磁学会 

(財)瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター2007『窯跡出土の“近代陶磁”－瀬戸・美濃の近代１－』(財)瀬戸市文化振興財団埋

蔵文化財センター編 

瀬戸市歴史民俗資料館 2002『特別企画展 大正二年のせともの屋』瀬戸市歴史民俗資料館編 

 

 ８.本土産陶器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

鹿児島県立埋蔵文化財センター2006『堂平窯跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書(106) 鹿児島県立埋蔵文化財センター 

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年－九州近世陶磁学会 10周年記念－』九州近世陶磁学会 

中里太郎右衛門 1989『唐津 日本陶磁体系 13』平凡社 

 

 ９.沖縄産施釉陶器 

沖縄県教育委員会 1995『湧田古窯跡(Ⅱ)－県庁舎会議棟建設に係る発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 121集 沖縄県教育委

員会 

佐賀県立九州陶磁文化館 1998『平成 10年度企画展 沖縄のやきもの－南海からの香り－』佐賀県立九州陶磁文化館 

沖縄県教育委員会 1999『湧田古窯跡(Ⅳ)－県民広場地下駐車場建設に係る発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 136集 沖縄県

教育委員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『天界寺跡(Ⅰ)－首里杜館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化

財センター調査報告書 第２集 埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『天界寺跡(Ⅱ)－首里城公園管理棟新設工事に伴う緊急発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第８集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 10.初期沖縄産無釉陶器 

新垣力 2009「16～17世紀における琉球での陶器生産の様相とその周辺」『沖縄考古学会創立 40周年記念シンポジウム 考古学から

みた薩摩の侵攻 400年』沖縄考古学会 
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 ４.中国産褐釉陶器・無釉陶器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

京都国立博物館・読売新聞社(編) 2013『特別展覧会 魅惑の清朝陶磁』読売新聞社 

 

 ５.その他の中国産陶磁器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『首里城跡－管理用道路地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第１集 

沖縄県立埋蔵文化財センター 

大分市歴史資料館 2003『平成 15年度秋季（第 22回）特別展 豊後府内 南蛮の彩り～南蛮の貿易陶磁器～』大分市歴史資料館 

京都国立博物館・読売新聞社(編) 2013『特別展覧会 魅惑の清朝陶磁』読売新聞社 

 

 ７.本土産磁器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Ⅰ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年－九州近世陶磁学会 10周年記念－』九州近世陶磁学会 

(財)瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター2007『窯跡出土の“近代陶磁”－瀬戸・美濃の近代１－』(財)瀬戸市文化振興財団埋

蔵文化財センター編 

瀬戸市歴史民俗資料館 2002『特別企画展 大正二年のせともの屋』瀬戸市歴史民俗資料館編 

 

 ８.本土産陶器 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

鹿児島県立埋蔵文化財センター2006『堂平窯跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター調査報告書(106) 鹿児島県立埋蔵文化財センター 

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年－九州近世陶磁学会 10周年記念－』九州近世陶磁学会 

中里太郎右衛門 1989『唐津 日本陶磁体系 13』平凡社 

 

 ９.沖縄産施釉陶器 

沖縄県教育委員会 1995『湧田古窯跡(Ⅱ)－県庁舎会議棟建設に係る発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 121集 沖縄県教育委

員会 

佐賀県立九州陶磁文化館 1998『平成 10年度企画展 沖縄のやきもの－南海からの香り－』佐賀県立九州陶磁文化館 

沖縄県教育委員会 1999『湧田古窯跡(Ⅳ)－県民広場地下駐車場建設に係る発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 136集 沖縄県

教育委員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『天界寺跡(Ⅰ)－首里杜館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化

財センター調査報告書 第２集 埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『天界寺跡(Ⅱ)－首里城公園管理棟新設工事に伴う緊急発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第８集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(３)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 10.初期沖縄産無釉陶器 

新垣力 2009「16～17世紀における琉球での陶器生産の様相とその周辺」『沖縄考古学会創立 40周年記念シンポジウム 考古学から

みた薩摩の侵攻 400年』沖縄考古学会 

ᣂ၂ജ  沖縄県立ඳ‛㙚・美術㙚『㆏ߚ᧪⃿㒻ེの℄』ޠዷ㐿ߣή㉽㒻ེの成立ޟ2011

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 11.沖縄↥ή㉽㒻ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 12.㒻⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 

第 54集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 13.ⅽ⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 

第 54集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

ἑᚭື਽  沖縄県立ඳ‛㙚・美術㙚『㆏ߚ᧪⃿㒻ེの℄』ޠߡいߟߦ沖縄のⅽ⾰࿯ེޟ2011

 

 14.࿯ེ・⎬⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『ᄤ⇇寺跡(Σ)－首里᧡㙚地ਅ㚢ゞ႐౉ࠅญᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化

財センター調査報告書 第２集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡̆県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)̆』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡̆県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)̆』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡̆御内原北地区発掘調査報告書(２)̆』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 16.⍹⵾ຠ 

沖縄県教育委員会 2000『旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書』平成 11年度沖縄県史料調査シリーズ第 2集 沖縄県文化財調査報

告書 第 140集 沖縄県教育委員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『円覚寺跡－遺構確認調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 10集 埋蔵文化

財センター 

 

 18.㛽⵾ຠ 

沖縄県教育委員会 1998『首里城跡－御ᐸ跡・ᄺ␹㐷跡の遺構調査報告－』沖縄県文化財調査報告書 第 133集 沖縄県教育委員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『ᄤ⇇寺跡(Τ)－首里城公園▤ℂ᫟ᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第㧤集 沖縄県立埋蔵文化財センタ－ 

 

 19.⽴⵾ຠ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『ᄤ⇇寺跡(Τ)－首里城公園▤ℂ᫟ᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第㧤集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 20.円⋚⁁⵾ຠ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 
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 21.ᾍ▤ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2004『首里城跡－城ㇳධ஥ਅ地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 19

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2006『首里城跡－御内原地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 34集 沖

縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『ᄤ⇇寺跡(Σ)－首里᧡㙚地ਅ㚢ゞ႐౉ญᣂ⸳ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財セン

ター調査報告書 第２集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 22.㌛⽻ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『円覚寺跡－遺構確認調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 10集 沖縄県立

埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『ᄤ⇇寺跡(Τ)－首里城公園▤ℂ᫟ᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第㧤集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 53集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 23.㕍㌃⵾ຠ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『円覚寺跡－遺構確認調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 10集 沖縄県立

埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2004『首里城跡－城のਅ地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター 第 18集 沖縄県立埋蔵

文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2007『首里城跡－㤛金御殿地区発掘調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第45集 沖

縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県教育委員会 2008『沖縄の金工ຠ関係資料調査報告書』沖縄県史料調査シリーズ第㧠集 沖縄県文化財調査報告書 第 146集 沖

縄県教育員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2009『首里城跡－੩の内跡発掘調査報告書(Τ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第49集 沖

縄県立埋蔵文化財センター 

 

 24.㋕⵾ຠ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『円覚寺跡－遺構確認調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 10集 沖縄県立

埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 25.ⅽ 

਄原㕕 2013『℄⃿古ⅽの⎇ⓥ』᭕᮸書ᨋ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 26.Ⴕ 

਄原㕕 2011ޟ℄⃿のႵߣᾃⅽޠ『ධፉ考古 』第 30ภ 沖縄考古学会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 54

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 ⵾ຠࠬ࡜ࠟ.27 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 

 

ᣂ၂ജ  沖縄県立ඳ‛㙚・美術㙚『㆏ߚ᧪⃿㒻ེの℄』ޠዷ㐿ߣή㉽㒻ེの成立ޟ2011

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 11.沖縄↥ή㉽㒻ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(２)－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 12.㒻⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 

第 54集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡－県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)－』沖縄県立埋蔵文化財センター

調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 13.ⅽ⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2010『首里城跡－御内原北地区発掘調査報告書(Σ)－』沖縄県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 

第 54集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

ἑᚭື਽  沖縄県立ඳ‛㙚・美術㙚『㆏ߚ᧪⃿㒻ེの℄』ޠߡいߟߦ沖縄のⅽ⾰࿯ེޟ2011

 

 14.࿯ེ・⎬⾰࿯ེ 

沖縄県立埋蔵文化財センター2001『ᄤ⇇寺跡(Σ)－首里᧡㙚地ਅ㚢ゞ႐౉ࠅญᣂ⸳工੐ߦ઻߁✕ᕆ発掘調査－』沖縄県立埋蔵文化

財センター調査報告書 第２集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2011『中城御殿跡̆県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(２)̆』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 58集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2012『中城御殿跡̆県営首里城公園 中城御殿跡発掘調査報告書(㧟)̆』沖縄県立埋蔵文化財センタ

ー調査報告書 第 63集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

沖縄県立埋蔵文化財センター2013『首里城跡̆御内原北地区発掘調査報告書(２)̆』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 69

集 沖縄県立埋蔵文化財センター 

 

 16.⍹⵾ຠ 

沖縄県教育委員会 2000『旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書』平成 11年度沖縄県史料調査シリーズ第 2集 沖縄県文化財調査報

告書 第 140集 沖縄県教育委員会 

沖縄県立埋蔵文化財センター2002『円覚寺跡－遺構確認調査報告書－』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第 10集 埋蔵文化

財センター 

 

 18.㛽⵾ຠ 

沖縄県教育委員会 1998『首里城跡－御ᐸ跡・ᄺ␹㐷跡の遺構調査報告－』沖縄県文化財調査報告書 第 133集 沖縄県教育委員会 
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